
佐

野

真

人
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學
館
大
学
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開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
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論

文
鈴
木
重
胤
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
の
姿
勢

『
日
本
書
紀
伝
』
自
筆
稿
本
に
残
さ
れ
た
祭
文
の
検
討
か
ら



論

文鈴
木
重
胤
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
の
姿
勢

『
日
本
書
紀
伝
』
自
筆
稿
本
に
残
さ
れ
た
祭
文
の
検
討
か
ら佐

野

真

人

□
要

旨

本
稿
は
、
皇
學
館
大
学
が
所
蔵
す
る
『
日
本
書
紀
伝
』
鈴
木
重
胤
自
筆
稿
本
に
収
録
さ

れ
る
祭
文
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
重
胤
の
学
説
の
背
景
に
あ
る
重
胤
自
身
の
思
想
に
迫
る

も
の
で
あ
る
。
自
筆
稿
本
に
は
四
点
の
祭
文
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
三
点
は

未
翻
刻
・
未
公
刊
の
も
の
で
あ
る
。
祭
文
を
読
み
解
く
と
、
重
胤
の
特
色
と
も
い
え
る

「
敬
神
の
念
」
に
よ
っ
て
『
日
本
書
紀
伝
』
を
執
筆
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、『
日
本
書
紀

伝
』
は
神
々
に
誓
い
を
立
て
て
執
筆
が
開
始
さ
れ
、
自
身
の
学
問
成
果
と
し
て
発
表
す
る

も
の
で
は
な
く
、
神
の
た
め
、
天
皇
の
た
め
に
だ
け
に
執
筆
を
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
強

い
自
負
が
現
れ
て
い
る
。『
日
本
書
紀
伝
』
を
執
筆
し
完
成
さ
せ
る
こ
と
は
、
生
涯
に
亘

る
大
業
と
重
胤
自
身
が
理
解
し
て
、
国
家
を
守
護
す
べ
き
書
物
と
し
て
『
日
本
書
紀
』
を

尊
重
し
、『
日
本
書
紀
伝
』
を
著
述
す
る
こ
と
で
、「
皇
大
御
学
」
に
よ
っ
て
皇
室
と
国
家

と
を
護
持
で
き
る
と
理
解
し
て
い
た
と
、
重
胤
の
『
日
本
書
紀
』
に
対
す
る
姿
勢
を
推
測

で
き
る
。

□
キ
ー
ワ
ー
ド

鈴
木
重
胤

日
本
書
紀

日
本
書
紀
伝

祭
文

皇
神

椙
尾
大
神

宗
像
大
神

は
じ
め
に

山
形
県
鶴
岡
市
の
大
瀧
直
之
助
氏
か
ら
皇
學
館
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
、「
羽
前
大
瀧
家
伝
来

鈴
木
重
胤
先
生
関
係
資
料
」（
以
下
、「
重
胤
資
料
」
と
い
う
）
は
、
神
道
研
究
所
（
神
道
博
物
館

収
蔵
庫
に
て
保
管
）
が
管
理
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
鈴
木
重
胤
未
完
の
大
著
で
あ
る
『
日
本

書
紀
伝
』
自
筆
稿
本
全
一
四
七
冊
が
、
令
和
三
年
四
月
三
十
日
（
本
学
の
創
立
記
念
日
）
に
皇

學
館
大
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開
さ
れ
た
。
本
学
で
は
平
成
三
十
一
年
度
（
令
和
元
年

度
）
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
「
皇
室
文
化
研
究
の
総
合
学
術
拠
点
の
形
成
」（
研
究
代
表
者
：

河
野
訓
学
長
）
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
第
三
部
門
の
中
で
日
本
書
紀
伝
研
究
会
を
組
織
し
て
、
共

同
研
究
を
推
進
し
て
き
た
。
本
稿
は
、
そ
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

鈴
木
重
胤
自
筆
稿
本
の
『
日
本
書
紀
伝
』
の
特
徴
は
い
く
つ
も
あ
る
が
、
中
で
も
『
日
本
書

紀
伝
』
の
成
稿
の
区
切
り
ご
と
に
、
重
胤
が
皇
神
を
招
請
し
て
斎
行
し
た
奉
告
祭
の
祭
文
が
収

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。

1
、
奉
レ
告
二
日
本
書
紀
伝
再
稿
之
由
於

宗
像

椙
尾
二
所
大
神
等
及
天
社
国
社
之

皇

神
等
一
文

安
政
四
年
十
一
月
十
四
日
（
自
筆
稿
本
『
日
本
書
紀
伝
』
巻
五
ノ
下
）
全
集
未
収
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2
、
奉
レ
告
二
日
本
書
紀
伝
宝
鏡
開
始
章
成
由
於

皇
神
等
一
且
寿
下

宗
像
大
神
東
京
小
一

条
亭
社
成
而
遷
二
座
新
殿
一
之
事
上
詞

安
政
四
年
十
二
月
（
自
筆
稿
本
『
日
本
書
紀
伝
』
巻
二
十
二
ノ
八
）
全
集
未
収

3
、
奉
レ
告
下
日
本
書
紀
伝
二
十
三
巻
稿
成
一
且
為
レ
奉
二
迎

宗
像
大
神
一
欲
レ
発
二
途
於
筑
紫

国
一
之
由

椙
尾

宗
像
二
所
大
神
及
天
神
地
祇
上
文

安
政
五
年
三
月
十
五
日
（
自
筆
稿
本
『
日
本
書
紀
伝
』
巻
二
十
三
ノ
七
）
全
集
未
収

4
、
日
本
書
紀
伝
神
代
上
巻
脱
稿
之
奉
賽
告
文

万
延
元
年
四
月
十
四
日
（
自
筆
稿
本
『
日
本
書
紀
伝
』
巻
三
十
ノ
二
十
）

『
鈴
木
重
胤
全
集
』
八
（
鈴
木
重
胤
先
生
学
徳
顕
揚
会
、
昭
和
十
五
年
）
の
「
日
本
書
紀
伝

二
十
八
之
巻
」
の
末
尾
に
所
収

右
の
祭
文
の
う
ち
「
4
、
日
本
書
紀
伝
神
代
上
巻
脱
稿
之
奉
賽
告
文
」
は
、『
鈴
木
重
胤
全
集
』

八
（
鈴
木
重
胤
先
生
学
徳
顕
揚
会
、
昭
和
十
五
年
）
の
「
日
本
書
紀
伝
二
十
八
之
巻
」
の
末
尾
に

所
収
さ
れ
る
が
、
そ
の
他
の
祭
文
は
『
鈴
木
重
胤
全
集
』
に
未
収
録
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
翻

刻
お
よ
び
紹
介
は
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
1
か
ら
3
の
未
翻
刻
の
祭
文
三
点
を
取
り
上

げ
て
、
鈴
木
重
胤
が
い
か
な
る
信
念
に
よ
っ
て
『
日
本
書
紀
伝
』
を
執
筆
し
て
い
た
の
か
を
読

み
解
い
て
ゆ
き
た
い
。
そ
し
て
、
祭
文
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
重
胤
の
学
説
の
背
景
に
あ
る
重

胤
自
身
の
思
想
に
迫
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
筆
者
は
、
古
代
史
を
専
攻
し
、
古
代
の

天
皇
祭
祀
や
神
宮
祭
祀
な
ど
を
専
門
に
研
究
し
て
お
り
、
近
世
思
想
史
、
ま
し
て
鈴
木
重
胤
研

究
は
ま
っ
た
く
の
門
外
漢
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
祭
文
の
内
容
紹
介
程
度
に
と
ど
ま
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
御
諒
解
い
た
だ
き
た
い
。

一
、『
日
本
書
紀
伝
』
の
伝
来
に
つ
い
て

本
論
に
入
る
前
に
、
谷
省
吾
氏
の
研
究

（
1
）に

基
づ
い
て
、『
日
本
書
紀
伝
』
の
伝
来
に
つ
い
て
整

理
し
て
お
き
た
い
。
自
筆
稿
本
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
巻
三
（
神
代
上
、
第
一
神
世
七
代
章
）
を
嘉

永
六
年
（
一
八
五
三
）
十
一
月
十
四
日
に
起
稿
、
同
年
十
二
月
十
六
日
に
脱
稿
し
、
巻
三
十
二

（
神
代
下
、
第
二
天
孫
降
臨
章
）
を
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
三
月
三
日
起
稿
、
同
年
四
月
二
十
六

日
に
脱
稿
し
て
い
る
。
翌
年
の
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
八
月
十
五
日
、
五
十
二
歳
で
江
戸
小

梅
の
自
邸
に
お
い
て
暗
殺
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
執
筆
が
中
絶
し
た
た
め
、『
日
本
書
紀
』
神

代
巻
の
天
孫
降
臨
章
第
一
の
一
書
の
注
釈
ま
で
で
、
あ
と
は
未
完
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
に
執

筆
中
で
あ
っ
た
巻
三
十
三
の
原
稿
は
所
在
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
巻
一
・
巻
二
は
総
論
に
当
て

る
た
め
に
後
回
し
と
し
、
巻
三
か
ら
執
筆
が
開
始
さ
れ
て
い
る
が
、
刊
本
で
は
巻
三
を
巻
一
と

し
、
以
下
は
こ
れ
に
な
ら
っ
て
巻
数
が
二
つ
ず
つ
繰
り
上
が
っ
て
い
る
。

草
稿
は
完
成
す
る
に
し
た
が
っ
て
順
次
、
羽
前
大
山
の
大
瀧
光み

つ

憲あ
き
ら

の
も
と
に
送
ら
れ
、
大

瀧
家
に
お
い
て
写
本
を
作
成
の
上
（
大
瀧
光
賢
）、
江
戸
へ
と
送
り
返
さ
れ
た
。
草
稿
は
大
瀧

家
に
お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
平
成
三
十
年
三
月
に
皇
學
館
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
自

筆
稿
本
で
あ
る
（
神
道
研
究
所
が
管
理
）。
ま
た
江
戸
に
送
り
返
さ
れ
た
写
本
が
、
越
後
国
新
発

田
の
大
庄
屋
で
あ
っ
た
桂
家
の
所
蔵
本
で
あ
り
、現
在
は
新
潟
県
立
文
書
館
が
保
管
し
て
い
る
。

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
、
教
部
省
の
命
に
よ
っ
て
大
瀧
家
所
蔵
の
自
筆
稿
本
を
同
省
に

一
時
提
出
し
た
と
い
う

（
2
）。

令
和
二
年
二
月
の
調
査
で
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
本
が
明

治
七
年
に
教
部
省
に
お
い
て
書
写
さ
れ
た
写
本
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
時
の
書
写
・

校
合
の
中
心
人
物
は
、
元
水
戸
藩
士
・
彰
考
館
員
で
大
日
本
史
編
纂
に
従
事
し
、
明
治
維
新
後

は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
石
上
神
宮
大
宮
司
に
補
任
さ
れ
、
禁
足
地
か
ら
七
支
刀
の
発
掘

に
貢
献
し
た
菅
政
友
（
大
講
義
〈
教
導
職
〉
も
兼
務
、
後
に
帝
国
大
学
書
記
、
臨
時
編
年
史
編
纂
掛
）

で
あ
る
。

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
に
諸
陵
頭
足
立
正ま

さ

声な

の
斡
旋
に
よ
っ
て
、
秋
野
庸つ

ね

彦ひ
こ

ら
が
謄

写
を
は
じ
め
、
同
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
皇
室
に
献
納
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
宮
内
庁
書
陵

部
本
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
伝
』
を
朝
廷
に
献
上
す
る
こ
と
は
重
胤
の
素
志
で
あ
っ
た
が
、
歿
後

の
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
大
瀧
光
賢
（
光
憲
の
甥
）
ら
が
計
画
し
た
が
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
他
の
写
本
と
し
て
、
静
嘉
堂
文
庫
（
欠
有
、
目
録
二
巻
共
六
十
八
冊
、
書
写
年
代
不
明
）、

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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東
北
大
学
狩
野
文
庫
（
明
治
写
、
七
巻
九
冊
）
が
所
蔵
す
る
こ
と
確
認
さ
れ
る
（
日
本
古
典
籍
総

合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
）。

刊
本
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
か
ら
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
か
け
て
皇
典
講

究
所
國
學
院
大
學
出
版
部
か
ら
『
日
本
書
紀
伝
』（
一
～
七
）
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
神
宮
奉

斎
会
所
蔵
写
本
を
底
本
と
し
、
秋
野
庸
彦
が
校
訂
、
敷
田
年
治
の
「
日
本
書
紀
伝
後
序
」
を
『
百

園
雑
纂
』
か
ら
転
載
し
た
。
ま
た
日
本
書
紀
伝
刊
行
会
に
よ
る
大
東
亜
戦
争
中
の
再
版
（
昭
和

十
八
年
か
ら
同
十
九
年
、會
通
社
）も
あ
る
。
昭
和
十
二
年（
一
九
三
七
）か
ら
同
十
五
年（
一
九
四
〇
）

に
か
け
て
、
鈴
木
重
胤
先
生
学
徳
顕
揚
会
に
よ
る
『
鈴
木
重
胤
全
集
』（
一
～
九
）
が
出
版
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
の
編
輯
は
樹
下
快
淳
氏
が
行
い
、
皇
典
講
究
所
出
版
本
を
底
本
と
し
、
宮
内

庁
書
陵
部
本
に
よ
っ
て
原
稿
を
整
理
、
さ
ら
に
自
筆
稿
本
に
よ
っ
て
校
合
を
加
え
て
い
る
。

二
、『
日
本
書
紀
伝
』
の
構
想

神
代
紀
天
孫
降
臨
章
第
一
の
一
書
ま
で
の
注
釈
で
、
自
筆
稿
本
に
し
て
一
四
七
冊
か
ら
な
る

『
日
本
書
紀
伝
』
は
、
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
と
比
し
て
も
、
尋
常
な
分
量
で
な
い
こ
と

が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
空
前
絶
後
の
注
釈
作
業
を
、
鈴
木
重
胤
は
ど
の
よ
う
な
構
想
に
基
づ

い
て
執
筆
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
著
述
目
録
』（
重
胤
資
料
仮
番
号
一
二
四
、
翻
刻
は
谷
省
吾
氏
の
『
鈴
木
重
胤
の
研
究
』
に
よ
る
）

日
本
書
紀
伝

五
十
巻

此
は
鈴
屋
翁
の
古
事
記
伝
、
伊
吹
屋
大
人
の
古
史
伝
に
倣
ひ
、
此
紀
の
伝
を
記
す
と

て
は
、
釈
日
本
紀
、
神
代
巻
口
訣
、
日
本
紀
纂
疏
、
通
証
、
集
解
、
其
余
に
も
有
ゆ

る
諸
註
ど
も
を
普
く
読
通
り
て
用
ふ
べ
き
限
り
は
掇
ひ
採
り
、
伊
吹
屋
大
夫
の
天
朝

無
窮
暦
に
因
り
、
此
御
紀
の
暦
策
の
我
が
神
代
に
在
り
て
万
国
に
比
類
な
き
事
ど
も

を
述
む
と
す
。
此
書
と
古
始
太
元
考
と
を
合
せ
見
て
、
古
道
の
蘊
奥
を
闚
ふ
べ
し
。

『
著
述
目
録
』
は
、
谷
省
吾
氏
に
よ
れ
ば
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
の
出
羽
滞
在
中
、
お
そ

ら
く
鶴
岡
に
い
た
五
月
頃
の
稿
で
、
著
述
目
録
と
い
う
形
を
借
り
て
、
自
己
の
学
問
の
構
想
を

示
し
た
も
の
で
、『
著
述
目
録
』の
中
に
は
既
に
脱
稿
し
た
も
の
も
あ
れ
ば
、執
筆
中
の
も
の
や
、

全
然
予
定
に
す
ぎ
な
い
書
名
も
あ
る
と
い
う
。
こ
の
伝
本
三
種
の
う
ち
、
大
瀧
家
本
（
現
在
皇

學
館
大
学
が
所
蔵
）
が
最
も
古
い
形
を
存
し
、
他
の
二
本
（
桂
家
所
蔵
本
、
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館

所
蔵
本
）
は
若
干
の
増
補
が
あ
る
と
さ
れ
る

（
3
）。

『
著
述
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
執
筆
開
始
九
年
前
の
弘
化
元
年
の
時
点
に
お
い
て
、『
日
本
書
紀

伝
』
は
全
五
十
巻
の
構
想
で
、
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』、
平
田
篤
胤
の
『
古
史
伝
』
に
倣
っ

て
『
日
本
書
紀
』
の
伝
（
注
釈
）
を
記
す
た
め
に
、
卜
部
兼
方
の
『
釈
日
本
紀
』、
一
条
兼
良
の
『
日

本
書
紀
纂
疏
』、
谷
川
士
清
の
『
日
本
書
紀
通
証
』、
河
村
秀
根
の
『
書
紀
集
解
』
を
は
じ
め
、

そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
注
釈
を
読
み
、採
用
す
べ
き
学
説
は
す
べ
て
を
採
録
し
、平
田
篤
胤
の『
天

朝
無
窮
暦
』
に
基
づ
い
て
、『
日
本
書
紀
』
の
暦
策
が
我
が
国
の
神
代
に
お
い
て
万
国
に
対
し

て
比
類
を
み
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
た
め
、
と
い
う
構
想
が
窺
え
る
。

『
日
本
書
紀
伝
』
は
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
十
一
月
十
四
日
に
起
稿
さ
れ
（
自
筆
稿
本
巻
三

奥
書
、
全
集
本
で
は
巻
一
）、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
遭
難
ま
で
に
成
稿
し
て
い
た
の
は
、

神
代
下
天
孫
降
臨
章
（
第
九
段
）
一
書
第
一
ま
で
を
記
述
し
た
巻
三
十
二
（
全
集
本
で
は
巻
三
十
）

で
あ
る
こ
と
、
神
代
紀
の
未
注
釈
は
、
天
孫
降
臨
章
（
第
九
段
）
の
一
書
第
二
か
ら
第
八
、
海

宮
遊
幸
章
（
第
十
段
）
の
正
文
お
よ
び
一
書
第
一
か
ら
第
四
、
神
皇
承
運
章
（
第
十
一
段
）
正

文
お
よ
び
一
書
第
一
か
ら
第
四
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
鈴
木
重
胤
自
身
が
当
初
か
ら
五
十

巻
の
構
成
を
想
定
し
、
我
が
国
の
神
代
の
こ
と
を
万
国
に
対
し
て
比
類
を
見
な
い
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
予
定
巻
数
と
構
想
か
ら
推
測
し
て
、『
日
本

書
紀
伝
』
は
『
日
本
書
紀
』
神
代
紀
の
注
釈
書
と
す
る
構
想
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
荊
木
美
行
氏
は
、
必
ず
し
も
神
代
紀
の
注
釈
に
限
定
し
た
も
の
を
企
図
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
く
、
仮
に
『
日
本
書
紀
』
全
三
十
巻
の
注
釈
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
予
定
の

五
十
巻
を
大
幅
に
超
過
す
る
こ
と
に
な
る
と
指
摘
し
て
い
る

（
4
）。

『
著
述
目
録
』
は
、『
日
本
書
紀
伝
』
執
筆
の
九
年
前
時
点
に
お
け
る
構
想
で
あ
る
た
め
、
さ

鈴
木
重
胤
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
の
姿
勢

『
日
本
書
紀
伝
』
自
筆
稿
本
に
残
さ
れ
た
祭
文
の
検
討
か
ら

（
佐
野
）
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ら
に
執
筆
直
前
の
構
想
を
『
日
本
書
紀
伝
開
宴
告
文
』（
重
胤
資
料
仮
番
号
六
十
七
）
か
ら
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。『
日
本
書
紀
伝
』
の
執
筆
を
開
始
す
る
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
は
、
六
月

に
マ
シ
ュ
ー
・
カ
ル
ブ
レ
イ
ス
・
ペ
リ
ー
が
率
い
る
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
海
軍
東
イ
ン
ド
艦
隊

が
浦
賀
に
来
航
し
た
年
で
あ
る
。
こ
の
年
の
八
月
四
日
に
羽
前
大
山
に
お
い
て
『
中
臣
寿
詞
講

義
』
が
完
成
、
九
月
八
日
に
は
『
経
緯
歌
』
を
一
応
脱
稿
し
、
同
月
十
八
日
に
大
山
に
お
い
て

日
本
書
紀
伝
開
宴
が
催
さ
れ
、
江
戸
の
自
宅
に
帰
宅
後
の
十
一
月
十
四
日
か
ら
『
日
本
書
紀
伝
』

を
起
稿
し
た

（
5
）。

日
本
書
紀
伝
開
宴
と
は
、
平
安
時
代
の
日
本
紀
講
書
（
講
筵
）
の
後
に
行
わ
れ

た
竟
宴
に
倣
っ
た
も
の
で
、
竟
宴
和
歌
に
倣
っ
て
開
宴
和
歌
も
作
ら
れ
た
。
開
宴
和
歌
は
『
日

本
書
紀
伝
開
宴
和
歌
集
』
一
巻
と
し
て
、
書
陵
部
本
『
日
本
書
紀
伝
』
に
附
載
ら
れ
、
重
胤
お

よ
び
三
十
一
人
の
門
人
が
、
神
代
紀
の
中
か
ら
題
を
得
て
詠
ん
だ
短
歌
七
十
九
首
、
神
武
天
皇

紀
以
下
の
題
を
得
て
詠
ん
だ
長
歌
二
十
一
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る

（
6
）。「

重
胤
資
料
」
に
は
開
宴

告
文
と
門
人
の
和
歌
を
重
胤
が
添
削
し
た
草
稿
が
残
さ
れ
て
い
る
。

谷
省
吾
氏
は
、『
日
本
書
紀
伝
開
宴
告
文
』の
中
で
、日
本
書
紀
私
記
か
ら
神
代
巻
口
訣
を
通
っ

て
日
本
書
紀
通
証
に
お
よ
ぶ
従
来
の
『
日
本
書
紀
』
の
研
究
注
釈
は
、
あ
る
い
は
研
究
の
方
法

の
未
熟
で
視
野
も
局
限
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、あ
る
い
は
漢
意
に
溺
れ
た
た
め
に
、『
日
本
書
紀
』

の
本
旨
を
十
分
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
し
て
他
の
末
書
の
類
に
至
っ
て
は
、
数

こ
そ
た
く
さ
ん
あ
り
は
す
る
が
、
実
は
言
う
に
も
数
え
る
に
足
り
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、

こ
こ
に
お
い
て
本
居
宣
長
が
『
古
事
記
伝
』
の
条
々
に
『
日
本
書
紀
』
を
も
論
究
し
た
成
果
は
、

実
に
「
霊
幸
〔
布
〕
神
〔
乃
〕
御
定
説
〔
加
毛
止
〕」
喜
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
宣

長
が
、『
古
事
記
』
を
基
と
し
親
と
し
た
た
め
に
、
ま
ず
『
古
事
記
伝
』
を
完
成
し
た
の
は
当

然
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
既
に
完
成
し
た
『
古
事
記
伝
』
を
持
つ
現
在
の
我
々
が
次
に
『
日
本

書
紀
』
の
伝
に
及
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
在
り
、
し
か
も
一
人
と
し
て
、
そ
の
企

て
を
起
こ
す
者
が
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
学
に
奉
仕
す
る
自
分
と
し
て
は
、
力
足
ら
ず
と
尻
込

み
す
る
よ
り
も
、
こ
の
責
任
を
「
天
地
〔
爾
〕
尽
〔
志
〕
窮
〔
米
多
留
〕
僥
倖

さ
き
わ
い

」
と
し
て
受
く

べ
き
で
は
な
い
か
、
と
重
胤
自
身
が
端
的
に
述
べ
て
お
り
、『
日
本
書
紀
伝
』
が
決
し
て
簡
単

に
脱
稿
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
も
予
期
し
て
い
た
た
め
、
竟
宴
の
日
を
遠
く
の
後
に
期
待
し

て
、
ま
ず
開
宴
を
行
っ
て
、
そ
の
決
意
を
神
々
と
人
々
に
告
げ
た
と
指
摘
し
て
い
る

（
7
）。

重
胤
自
身
が
『
日
本
書
紀
伝
開
宴
告
文
』
で
述
べ
る
よ
う
に
、『
古
事
記
伝
』
の
次
に
『
日

本
書
紀
』
の
伝
に
及
ぶ
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
認
識
か
ら
す
れ
ば
、『
日
本
書
紀
』

全
三
十
巻
の
注
釈
を
考
え
て
い
た
と
い
う
想
定
も
で
き
よ
う
（『
著
述
目
録
』
の
五
十
巻
の
計
算

方
法
は
不
明
）。
た
だ
し
、
後
述
の
祭
文
2
で
は
、「
神
代
の
古
事
」
を
説
き
明
か
す
こ
と
が
生

涯
の
生
業
と
述
べ
る
箇
所
も
あ
り
、
重
胤
自
身
の
構
想
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ

の
一
貫
性
と
い
う
も
の
が
見
え
に
く
い
記
述
も
存
在
す
る
。
谷
省
吾
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

『
著
述
目
録
』
は
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
頃
に
今
後
の
予
定
稿
も
含
め
た
構
想
を
も
記
載
し

た
も
の
で
あ
る
の
で
、
重
胤
自
身
が
実
際
に
『
日
本
書
紀
伝
』
の
著
述
に
取
り
か
か
っ
て
か
ら

も
五
十
巻
構
想
を
持
ち
続
け
て
い
た
の
か
否
か
も
不
明
で
あ
る
と
と
も
に
、
著
述
開
始
後
に

五
十
巻
に
と
ら
わ
れ
ず
執
筆
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

近
年
、
山
下
久
夫
氏
が
重
胤
の
神
学
的
学
説
か
ら
『
日
本
書
紀
伝
』
に
つ
い
て
検
討
し
、
当

時
の
時
代
思
潮
は
単
な
る
古
代
回
帰
、
古
代
憧
憬
で
は
な
く
、
門
前
の
神
話
的
由
来
、
伝
説
・

伝
承
を
も
つ
地
で
あ
る
こ
と
の
証
明
が
空
間
価
値
の
再
発
見
に
つ
な
が
り
、
神
話
や
古
代
に
向

か
う
知
の
欲
求
は
、
単
な
る
懐
古
趣
味
以
上
の
、
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
と
結
び
つ
い

た
「
地
域
意
識
」
の
覚
醒
へ
と
向
か
わ
せ
る
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
り
、
こ
う
し
た
知
の
運

動
は
「
近
世
神
話
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
、『
古
事
記
伝
』
と
『
日
本
書
紀
伝
』
の
両
者
を
「
近

世
神
話
」
と
い
う
視
座
か
ら
捉
え
、
両
者
と
も
各
々
の
時
代
状
況
と
関
わ
り
な
が
ら
起
源
神
話

の
創
造
を
め
ざ
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る

（
8
）。

ま
た
、
中
野
裕
三
氏
に
よ
っ
て
重
胤
の
神
学

確
立
に
関
す
る
研
究
も
な
さ
れ
て
い
る

（
9
）。

本
稿
で
は
、
山
下
氏
、
中
野
氏
の
よ
う
に
重
胤
自
身
の
神
学
に
ま
で
迫
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
次
節
以
降
で
取
り
扱
う
祭
文
は
、
重
胤
が
神
々
に
対
し
て
自
身
の
心
情
を
奉
告
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
重
胤
の
心
情
、
思
想
、『
日
本
書
紀
伝
』
に
対
す
る
考
え
方
を
、
端
的
明

瞭
に
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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三
、『
日
本
書
紀
伝
』
再
稿
の
奉
告

祭
文
1
「
奉
二
告
日
本
書
紀
伝
再
稿
之
由
於

宗
像

椙
尾
二
所
大
神
等
及
天
社
国
社
之

皇
神
等
一
文

安
政
四
年
十
一
月
十
四
日
」（
全
集
未
収
）
は
、
自
筆
稿
本
巻
五
（
第
三
神
代
七

代
章
）
奥
書
の
次
丁
以
降
に
鈴
木
重
胤
自
身
が
書
い
た
宗
像
・
椙
尾
大
神
を
は
じ
め
と
し
た
諸

神
へ
の
奉
告
文
で
あ
る
。
祭
文
の
全
容
は
、
末
尾
に
掲
載
し
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
い
た
だ

き
た
い
。
な
お
、こ
の
祭
文
だ
け
は
、平
成
三
十
年
度
の
神
道
研
究
所
公
開
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
鈴

木
重
胤
翁
の
人
と
事
蹟
」
の
中
で
「
鈴
木
重
胤
翁
と
日
本
書
紀
伝
」
と
題
し
て
報
告
し
、
そ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
が
『
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
六
号
に
収
録

（
10
）さ

れ
て

い
る
が
、
本
稿
で
も
改
め
て
述
べ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

祭
文
の
中
で
て
く
る
宗
像
・
椙
尾
二
所
大
神
に
つ
い
て
、
ま
ず
重
胤
の
宗
像
信
仰
は
、
天
保

十
四
年
（
一
八
四
三
）
正
月
六
日
、
御
所
の
内
侍
所
に
参
拝
の
帰
り
に
、
花
山
院
家
厚
の
邸
内

に
あ
る
宗
像
神
社
を
初
め
て
参
拝
し
た
。
こ
れ
が
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
四
年
（
八
八
〇
）

三
月
庚
辰
条
の
「
坐
二
太
政
大
臣
東
一
条
亭
一
」
と
あ
る
御
宮
こ
そ
、
花
山
院
家
邸
内
の
宗
像

神
社
と
知
り
、
こ
の
翌
日
か
ら
勉
学
が
普
通
に
考
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
ほ
ど
、
急
速
に
進
展

し
た
こ
と
が
発
端
で
あ
る
と
い
う

（
11
）。

本
祭
文
に
も
そ
の
と
き
の
感
激
が
回
想
さ
れ
、
筑
前
の
宗

像
大
社
に
は
生
涯
を
通
じ
て
四
度
参
詣
し
て
い
る
。

椙
尾
大
神
と
は
、
椙
尾
神
社
（
山
形
県
鶴
岡
市
馬
町
宮
ノ
腰
一
六
九
に
鎮
座
）
の
こ
と
で
あ
る
。

大
瀧
光
憲
を
中
心
と
す
る
荘
内
の
門
人
た
ち
の
産
土
神
と
し
て
、
重
胤
の
崇
敬
が
殊
に
厚
か
っ

た
。
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
八
月
十
日
に
大
瀧
光
憲
宅
に
お
い
て
祝
詞
講
義
竟
宴
が
行
わ
れ
、

「
告
二
祝
詞
講
義
竟
宴
之
由
於
神
祇
一
詞
」（『
鈴
木
重
胤
全
集
十
二
』
所
収
）
に
は
諸
神
と
と
も
に

椙
尾
大
神
も
勧
請
さ
れ
、『
日
本
書
紀
伝
』
起
稿
の
事
が
願
わ
れ
て
い
る
。

一
つ
の
祭
文
が
非
常
に
長
い
の
で
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
重
胤
の
姿
勢
が
特
に
強
く
感
じ
ら
れ

る
と
こ
ろ
を
抜
き
出
し
な
が
ら
、
重
胤
の
『
日
本
書
紀
伝
』
に
対
す
る
姿
勢
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。
な
お
、
末
尾
に
掲
載
の
各
祭
文
に
付
し
た
番
号
及
び
傍
線
は
、
各
節
で
引
用
す
る
番

号
と
対
応
し
て
い
る
の
で
、
合
わ
せ
て
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

①
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
遠
守
〔
止
〕
皇
大
御
書
〔
乎
〕
説
明
〔
米
氐
〕
皇
大
御
学
〔
乃
〕
業
〔
尓
〕

仕
奉
〔
流
〕
穂
積
朝
臣
重
胤

重
胤
は
『
日
本
書
紀
』
を
「
皇
大
御
書
」
と
し
て
理
解
し
、『
日
本
書
紀
』
を
説
明
（
注
釈
）
し

て
「
皇
大
御
学
（
日
本
国
の
学
問
）」
に
従
事
す
る
こ
と
が
自
身
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

②
平
宣
長
・
平
篤
胤
等
〔
我
〕
武
〔
伎
〕
雄
偉
〔
伎
〕
志
〔
乎
〕
継
〔
伎
〕
美
〔
多
久
〕
善
〔
志

伎
〕
迹
〔
乎
〕
遂
〔
氐
〕
此
大
業
〔
尓
〕
仕
奉
〔
良
久
止
波
〕

本
居
宣
長
・
平
田
篤
胤
の
志
を
継
ぎ
、
大
業
（『
日
本
書
紀
』
の
研
究
＝
『
日
本
書
紀
伝
』
の
執
筆
）

に
従
事
す
る
こ
と
が
自
身
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

③
思
起
〔
志
氐
〕
此
皇
大
御
学
〔
尓
〕
仕
奉
〔
良
牟
〕
事
、
海
往
〔
加
婆
〕
水
漬
〔
久
〕
屍
、

山
行
〔
加
婆
〕
草
生
〔
須
〕
屍
〔
止
〕
夏
〔
止
〕
秋
〔
止
乃
〕
暑
〔
伎
〕
間
〔
波
〕
日
経
・

日
緯
・
影
面
・
背
面
〔
乃
〕
国
国
〔
乎
〕
行
巡
〔
良
比
氐
〕
世
人
〔
乎
〕
教
導
〔
伎
〕、
冬
〔
止
〕

春
〔
止
乃
〕
寒
〔
伎
〕
間
〔
波
〕
家
内
〔
尓
〕
固
〔
久
〕
閇
居
〔
氐
〕
皇
大
御
書
〔
乎
〕
説

明
〔
良
米
〕
仕
奉
〔
利
氐
〕
世
中
〔
乎
〕
顧
無
〔
久
〕
功
〔
志
美
〕
勤
〔
米
氐
〕
此
大
業
〔
止
〕

共
〔
尓
〕
生
〔
伎
〕
此
為
業
〔
止
〕
共
〔
尓
〕
死
〔
氐
〕
一
日
一
夜
〔
毛
〕
平
和
〔
尓
波
〕

不
レ
在
〔
止
〕
思
定
〔
氐
〕
此
許
多
〔
久
〕
著
述
〔
世
流
〕
五
百
巻
千
巻
〔
乃
〕
書
巻
〔
波

志
毛
〕

こ
こ
で
は
、
夏
と
秋
の
暑
い
季
節
は
諸
国
を
巡
り
人
々
を
教
え
導
き
、
冬
と
春
の
寒
い
季
節

は
家
の
中
に
固
く
篭
も
り
、「
皇
大
御
書
」（『
日
本
書
紀
』）
の
説
明
（
注
釈
）
に
世
の
中
を
顧

み
る
こ
と
な
く
従
事
し
、
大
業
（『
日
本
書
紀
伝
』
の
執
筆
）
と
共
に
生
き
、
ま
た
共
に
死
ぬ
覚

悟
で
著
述
を
す
す
め
る
覚
悟
を
持
っ
て
い
た
様
子
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

鈴
木
重
胤
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
の
姿
勢

『
日
本
書
紀
伝
』
自
筆
稿
本
に
残
さ
れ
た
祭
文
の
検
討
か
ら

（
佐
野
）
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④
此
皇
大
御
書
〔
乎
〕
以
〔
氐
〕
天
石
盾
〔
乃
〕
如
〔
久
〕
立
塞
〔
氐
〕
待
防
却
〔
利
〕
言
排

〔
流
〕
器
〔
止
〕
成
〔
志
氐
〕
掃
〔
比
〕
皇
国
〔
乃
〕
人
〔
尓
〕
朝
廷
〔
乎
〕
圍
〔
万
比
〕

軍
起
〔
須
〕
事
有
〔
止
毛
〕
此
皇
大
御
学
〔
乎
〕
以
〔
氐
〕
守
奉
〔
利
〕
仕
奉
〔
良
牟
尓
波
〕

防
〔
久
尓
波
〕
天
進
〔
利
〕
高
〔
伎
〕
大
城
〔
乃
〕
如
〔
久
〕
有
〔
利
〕
退
〔
流
尓
波
〕
広

矛
〔
止
〕
成
〔
利
〕
利
剣
〔
止
〕
成
〔
利
〕
天
梔
弓
〔
止
〕
成
〔
利
〕
天
羽
々
矢
〔
止
〕
成

〔
氐
〕
人
無
〔
伎
〕
地
〔
乎
〕
行
通
〔
我
〕
如
〔
久
奈
毛
〕
有
〔
倍
伎
止
〕

『
日
本
書
紀
』
は
、
国
民
が
朝
廷
に
対
し
て
謀
叛
を
起
こ
し
た
と
し
て
も
、
広
矛
・
利り

剣け
ん

・
天

あ
ま
の

梔
弓

は
じ
ゆ
み

・
天あ

ま
の

羽は

は々

矢や

と
な
っ
て
、「
皇
大
御
学
」
に
よ
っ
て
国
を
守
護
す
る
物
で
あ
る
と
述
べ
る
。

⑤
某
甲
〔
我
〕
此
皇
大
御
学
〔
乃
〕
尊
〔
伎
〕
高
〔
伎
〕
広
〔
伎
〕
厚
〔
伎
〕
業
〔
尓
〕
恐
〔
志
〕

我
大
神
〔
乃
〕
大
御
霊
〔
乎
〕
幸
依
〔
志
〕
給
〔
閇
〕
哉
。
吾
父
穂
積
朝
臣
重
威
〔
我
〕
遺

訓
有
〔
氐
〕
二
部
三
部
〔
乃
〕
書
〔
乎
〕
賜
〔
比
〕、
母
麗
子
〔
我
〕
教
訓
〔
尓
波
〕
物
能
〔
久
〕

書
記
〔
世
止
〕
仰
〔
多
流
〕
事
〔
尓
波
〕
有
〔
礼
杼
毛
〕
如
何
〔
尓
〕
為
〔
氐
加
〕
有
〔
祁

武
〕
三
十
余
〔
利
〕
二
〔
止
〕
云
年
迄
〔
尓
〕
心
〔
波
〕
有
〔
奈
賀
良
尓
〕
志
〔
止
〕
云
物

〔
奈
毛
〕
不
レ
立
不
レ
通
〔
氐
〕
有
〔
祁
流
乎
〕

こ
こ
で
は
重
胤
が
、「
皇
大
御
学
」
と
尊
ぶ
学
問
を
志
し
た
理
由
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
て

い
る
。
ま
ず
、
第
一
に
、
父
・
穂
積
重
威
の
遺
訓
が
あ
り
、
二
部
三
部
の
書
物
を
与
え
ら
れ
、

母
・
麗
子
よ
り
物
事
を
細
か
く
書
き
留
め
て
お
く
よ
う
に
と
の
教
え
が
あ
っ
た
が
、
三
十
二
歳

ま
で
は
心
に
留
め
置
き
な
が
ら
も
志
を
立
て
ず
に
い
た
と
回
顧
し
て
い
る
。

つ
づ
け
て
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
正
月
に
皇
京
に
下
っ
た
折
り
に
、
小
一
条
邸
に
祀

ら
れ
て
い
た
宗
像
大
神
の
も
と
に
参
り
、
志
を
立
て
る
と
あ
り
、
そ
し
て
、
平
田
篤
胤
を
師
と

し
て
学
ぶ
こ
と
を
決
意
し
た
が
、
出
羽
国
（
秋
田
）
に
到
着
し
た
と
き
に
は
、
篤
胤
は
既
に
歿

し
て
い
た
。

⑥
其
田
川
郡
〔
尓
〕
大
山
〔
止
〕
云
〔
布
〕
大
里
有
〔
祁
理
〕、
此
処
〔
尓
〕
藤
原
光
憲
〔
止
〕

云
〔
波
〕
其
国
〔
尓
氐
波
〕
物
知
〔
止
〕
云
人
〔
尓
〕
在
〔
尓
〕、
荒
木
田
末
寿
〔
我
〕
許
〔
尓
〕

伊
勢
〔
尓
〕
学
〔
比
〕
貞
直
〔
乃
〕
郷
〔
乎
〕
慕
〔
比
氐
〕
京
都
〔
尓
〕
上
〔
礼
利
志
〕
人

〔
尓
氐
〕、
其
学
〔
毛
〕
𦾄
々
〔
志
加
良
奴
賀
〕
吾
〔
乎
〕
見
知
〔
流
〕
人
〔
尓
氐
〕、
其
族

穐
野
重
義
・
藤
原
光
賢
・
照
井
足
根
・
照
井
長
柄
等
〔
乎
〕
率
〔
氐
〕
教
子
〔
止
〕
成
〔
祁

流
余
利
〕
漸
〔
尓
〕
吾
家
門
〔
奈
毛
〕
広
〔
久
〕
盛
〔
尓
波
〕
成
〔
礼
利
祁
流
〕。

こ
こ
で
は
、
重
胤
に
と
っ
て
重
要
な
人
物
で
あ
る
大
瀧
光み

つ

憲あ
き
ら

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
大

瀧
光
憲
と
の
関
係
は
、
谷
省
吾
氏
の
『
鈴
木
重
胤
先
生
―
人
と
心
―
』

（
12
）

に
詳
し
い
の
で
、
該

当
部
分
を
以
下
に
引
用
し
た
。

山
形
県
西
田
川
郡
大
山
町
の
大
瀧
家
と
い
へ
ば
、
か
つ
て
は
代
々
酒
造
り
を
し
て
ゐ
た

豪ご
う

家か

で
あ
り
ま
す
が
、
当
主
直な

お

之の

助す
け

氏
の
五
代
前
に
当
る
光み

つ

憲あ
き
ら

と
い
ふ
方
が
、
重
胤
先

生
の
最
も
熱
心
な
門
人
で
し
た
。
天
保
十
四
年
（
一
八
三
四
）
秋
田
に
下
ら
れ
た
先
生
が
、

同
地
で
年
を
越
し
た
そ
の
翌
年
、
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
六
月
の
こ
と
、
秋
田
か
ら
江

戸
へ
出
る
途
中
に
、
こ
の
大
山
に
立
ち
寄
ら
れ
た
の
で
し
た
が
、
光
憲
は
、
こ
の
先
生
に

入
門
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
若
い
時
分
に
伊
勢
に
留
学
し
て
荒
木
田
末す

ゑ

寿ほ
ぎ

に
学
ん
だ
こ

と
も
あ
り
、
相
当
の
学
識
を
以
て
き
こ
え
た
こ
の
人
が
、
十
三
も
年
下
の
先
生
に
、
一
見

し
て
傾
倒
さ
れ
て
、
し
か
も
弟
子
の
礼
を
と
ら
れ
た
の
で
し
た
。

大
山
を
含
め
た
荘
内

し
ょ
う
な
い

に
は
、
先
生
の
弟
子
は
、
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら

の
人
々
は
光
憲
を
中
心
と
し
て
固
く
結
束
し
、
師
の
生
活
に
つ
い
て
も
後
顧
の
憂う

れ

へ
な
か

ら
し
め
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
子
孫
の
方
々
が
、
厳
橿

い
つ
か
し

会
を
結
成
し
、

毎
年
九
月
十
日
を
期
し
て
、
先
生
の
霊
祭
を
つ
づ
け
て
を
ら
れ
る
こ
と
は
、
す
こ
ぶ
る
感

銘
の
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
大
瀧
家
に
は
、
日
本
書
紀
伝
の
百
四
十
七
冊
、
祝
詞
講
義
の
二
十
三
冊
を
は
じ
め

と
し
て
、
先
生
の
稿
本
類
が
、
数
多
く
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
す
が
、
賢さ

か

木き
の

舎や

と
称
せ
ら

れ
た
そ
の
お
や
し
き
の
一
隅
に
、
古
い
、
み
や
び
な
茶
室
が
あ
つ
て
、
先
生
は
、
大
山
に

来
る
と
、
そ
こ
で
勉
強
を
さ
れ
た
と
い
は
れ
て
を
り
ま
す
。
…
…

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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⑦
自
レ
其
追
継
〔
氐
〕
日
本
書
紀
伝
〔
止
〕
云
書
〔
乎
〕
著
述
〔
志
氐
〕、
天
地
〔
乃
〕
立
〔
留
〕

始
〔
止
〕
世
中
〔
乃
〕
起
〔
留
〕
所
由
〔
乎
〕
明
〔
良
米
〕、
皇
神
〔
乃
〕
御
所
為
・
万
神
〔
乃
〕

御
功
用
・
天
津
日
継
高
御
座
〔
乃
〕
御
大
業
・
厳
神
之
宮
〔
乃
〕
神
事
〔
乃
〕
有
状
〔
波
〕

更
〔
奈
利
〕、
臣
・
連
・
伴
造
・
国
造
・
百
八
十
部
〔
乃
〕
氏
々
〔
乃
〕
由
来
名
々
〔
乃
〕

起
元
〔
乎
〕
正
〔
志
氐
〕
弁
〔
多
米
〕
知
〔
利
〕、
上
〔
波
〕
高
天
原
〔
止
〕
天
雲
〔
乃
〕

五
百
重
〔
我
〕
上
〔
波
〕
天
壁
立
極
〔
美
〕
迄
〔
毛
〕、
下
〔
波
〕
極
〔
氐
〕
遠
〔
志
止
〕

云
〔
布
〕
根
国
底
国
〔
止
〕
地
下
〔
波
〕
底
津
石
根
〔
乃
〕
限
〔
利
〕
迄
〔
毛
〕
知
〔
良
流
々
〕

限
〔
波
〕
知
尽
〔
志
〕、
中
〔
波
〕
此
大
地
〔
波
〕
一
列
〔
乃
〕
物
〔
尓
〕
在
〔
利
〕
外
国
〔
乃
〕

末
迄
〔
毛
〕
二
柱
御
祖
神
〔
乃
〕
生
給
〔
波
受
止
〕
云
事
〔
夜
波
〕
可
レ
有
〔
伎
止
〕
考
〔
氐
〕

こ
こ
で
は
、『
日
本
書
紀
伝
』
の
著
述
に
よ
っ
て
、
天
地
開
闢
の
初
め
と
世
の
中
の
起
こ
る

所
以
を
明
ら
か
に
し
、
皇
神
の
御
所
為
・
万
神
の
御
功
用
・
天
津
日
継
高
御
座
の
御
大
業
・
厳

神
の
宮
（
賀
茂
）
の
神
事
な
ど
は
も
と
よ
り
、
臣
・
連
・
伴
造
・
国
造
・
百
八
十
部
の
氏
の
由

来
な
ど
の
起
こ
り
を
正
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
具
体
的

に
、
上
は
高
天
原
な
ど
の
神
々
の
世
界
、
下
は
根
国
底
国
、
中
は
外
国
の
末
端
ま
で
の
事
を
知

り
尽
く
す
、
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、「
外
国
」
の
概
念
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

欧
米
の
列
強
諸
国
の
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
『
日
本
書
紀
』
に
は
出
て
こ
な
い
。
し
か
し
、
重
胤

が
執
筆
を
し
て
い
た
当
時
は
、
先
述
の
通
り
マ
シ
ュ
ー
・
カ
ル
ブ
レ
イ
ス
・
ペ
リ
ー
の
来
航
に

よ
っ
て
日
本
が
開
国
し
、
欧
米
の
影
響
を
受
け
始
め
よ
う
と
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
山
下

久
夫
氏
は
、
重
胤
の
場
合
は
、
本
居
宣
長
の
時
代
よ
り
も
「
外
圧
」
の
直
接
性
に
拮
抗
す
べ
く

国
家
意
識
の
高
揚
が
み
ら
れ
る
の
は
た
し
か
だ
が
、
そ
れ
は
「
主
宰
」
す
る
起
源
説
話
に
媒
介

さ
れ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
外
圧
」
に
直
面
し
、
そ
れ
ま
で
の
思
想
的
な
課
題
を
棚

上
げ
す
る
よ
う
な
単
純
な
尊
攘
主
義
と
は
異
な
る
し
、
近
代
の
天
皇
中
心
主
義
の
前
提
と
い
う

位
置
づ
け
に
回
収
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
す
る

（
13
）。

祭
文
か
ら
も
読
み
よ
け
る
よ
う
に
、

「
外
圧
」
に
直
面
し
て
い
る
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、『
日
本
書
紀
』
の
研
究
に
よ
っ
て
日
本
国
の

本
質
を
知
る
こ
と
で
、
外
国
に
対
す
る
備
え
と
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推

測
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

⑧
吾
心
〔
波
〕
吾
物
〔
尓
波
〕
非
〔
受
〕、
大
神
〔
乃
〕
大
御
心
如
レ
是
〔
久
〕
睦
霊
合
〔
氐
〕

令
二
然
有
一
給
〔
倍
流
〕
物
〔
止
〕
思
〔
倍
婆
〕、
此
説
共
〔
波
〕
吾
言
〔
尓
〕
出
〔
氐
〕
吾

説
〔
尓
波
〕
非
〔
受
〕
吾
〔
我
〕
大
神
〔
乃
〕
事
依
〔
志
〕
授
賜
〔
倍
留
〕
大
御
言
〔
止
〕

受
賜
〔
利
氐
〕
思
浮
〔
布
〕
説
等
書
註
〔
志
氐
〕

こ
こ
で
は
、
自
分
の
心
は
自
分
の
も
の
で
は
な
く
、
大
神
の
大
御
心
で
あ
り
、
自
分
の
唱
え

る
説
は
、
大
神
が
自
分
に
授
け
賜
っ
た
大
御
言
と
受
け
止
め
て
思
い
浮
か
ぶ
ま
ま
に
説
を
書
き

記
し
た
、
と
述
べ
、
⑧
に
続
く
文
章
（
末
尾
の
祭
文
1
を
参
照
）
に
お
い
て
、『
日
本
書
紀
伝
』
を
、

三
巻
か
ら
二
十
二
巻
（
七
十
一
冊
、
二
百
五
十
五
張
）
ま
で
書
き
進
め
た
。
そ
こ
で
改
め
て
五
巻

を
見
る
と
、
四
年
以
上
も
前
に
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
分
は
力
不
足
で
あ
っ
た
と

恥
じ
て
、
現
在
の
学
力
が
勝
っ
て
い
る
か
を
試
し
て
、
大
神
の
御
霊
に
自
分
の
身
を
預
け
て
加

え
る
ほ
ど
を
知
っ
て
、
思
い
立
っ
て
書
き
改
め
た
、
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

⑨
其
事
大
神
〔
乃
〕
宇
豆
〔
乃
〕
大
前
〔
尓
〕
訴
白
〔
志
氐
〕
乞
奉
〔
波
〕、
某
甲
〔
我
〕
見
〔
流

陀
尓
〕
斯
〔
流
〕
僻
事
〔
波
〕
交
〔
礼
流
〕
物
〔
乎
〕
並
〔
氐
乃
〕
世
人
〔
乃
〕
評
〔
尓
波
〕

可
レ

抱
〔
伎
尓
〕
非
〔
受
〕、
唯
後
世
〔
尓
〕
己
〔
乎
〕
知
〔
流
〕
一
人
〔
乃
〕
人
〔
乃
〕

為
〔
尓
〕
恥
〔
流
〕
事
無
〔
久
〕
可
〔
久
〕
弥
奨
〔
尓
〕
奨
〔
米
〕
給
〔
波
牟
〕
学
〔
乃
〕

力
餘
有
〔
流
〕
迄
〔
尓
〕
天
地
〔
尓
〕
思
足
〔
波
比
〕
令
レ
得
給
〔
閇
止
〕

こ
こ
で
は
、『
日
本
書
紀
伝
』五
之
巻
の
再
稿
が
書
き
終
わ
っ
た
こ
と
を
大
神
に
奉
告
し
、『
日

本
書
紀
伝
』
に
つ
い
て
、
現
在
の
人
の
評
価
を
期
待
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。

重
胤
に
と
っ
て
『
日
本
書
紀
伝
』
と
は
、「
後
世
の
己
を
知
る
一
人
の
人
」
の
た
め
に
、
恥
じ

る
こ
と
な
く
学
問
の
力
の
あ
る
限
り
書
き
続
け
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
窺
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。

鈴
木
重
胤
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
の
姿
勢

『
日
本
書
紀
伝
』
自
筆
稿
本
に
残
さ
れ
た
祭
文
の
検
討
か
ら

（
佐
野
）
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⑩
其
皇
大
御
学
〔
乃
〕
業
〔
乎
〕
受
継
〔
久
〕
某
甲
〔
我
〕
然
許
〔
利
〕
可
レ
畏
〔
伎
〕
皇
神

等
〔
乃
〕
大
御
霊
〔
乎
〕
蒙
奉
〔
利
〕
乍
〔
尓
〕、
一
日
一
夜
〔
毛
〕
空
〔
志
久
〕
可
レ
有
〔
伎

尓
〕
非
〔
礼
婆
〕、
此
五
巻
〔
尓
〕
当
〔
流
〕
本
〔
乃
〕
再
稿
〔
波
〕
書
畢
〔
利
氐
〕
復
元
〔
乃
〕

所
〔
尓
〕
返
〔
利
氐
〕、
其
二
十
二
巻
〔
乃
〕
二
百
五
十
六
張
〔
余
利
〕
次
々
〔
尓
〕
夜
半

暁
時
〔
止
〕
云
〔
受
〕
勤
〔
米
〕
結
〔
利
〕
仕
奉
〔
利
良
武
〕
状
〔
波
〕、
今
八
年
〔
我
〕
程
〔
尓
〕

凡
三
百
巻
許
〔
尓
〕
書
成
〔
志
〕
仕
奉
〔
利
氐
〕、
次
〔
尓
波
〕
祝
詞
講
義
〔
止
〕
中
臣
寿

詞
講
義
〔
止
乃
〕
浄
書
〔
乎
〕
仕
奉
〔
利
〕、
其
事
畢
〔
氐
〕
後
〔
尓
波
〕
此
日
本
書
紀
伝
〔
乎
〕

委
曲
〔
尓
〕
正
〔
志
〕
記
〔
左
牟
〕
事
生
涯
〔
乃
〕
我
業
〔
止
〕
仕
奉
〔
久
止
〕
為
〔
氐
〕

こ
こ
で
は
、「
皇
大
御
学
」
の
業
を
受
け
継
い
で
い
る
自
分
は
、
皇
神
等
の
大
御
霊
を
蒙
り
、

一
日
一
夜
も
空
し
く
時
を
過
ご
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
述
べ
、
五
巻
の
再
稿
後
に
、
直
ち
に

二
十
二
巻
の
二
百
五
十
六
張
に
戻
っ
て
『
日
本
書
紀
伝
』
の
執
筆
を
続
け
る
。
そ
し
て
、『
祝

詞
講
義
』
と
『
中
臣
寿
詞
講
義
』
の
浄
書
の
終
了
後
は
、『
日
本
書
紀
伝
』
の
執
筆
を
生
涯
の

業
と
す
る
、
と
い
う
決
意
を
述
べ
て
い
る

⑪
常
〔
毛
〕
祈
奉
〔
流
〕
椙
尾
大
神
〔
乃
〕
御
氏
子
〔
乃
〕
人
共
〔
尓
〕、
家
業
〔
乎
〕
被
レ
助

〔
氐
〕
令
レ
書
〔
流
〕
草
稿
〔
波
〕
其
大
神
〔
尓
〕
令
二
捧
奉
一
給
〔
比
〕、
天
下
〔
乃
〕
為
〔
尓
〕

万
世
〔
乃
〕
後
代
〔
乃
〕
為
〔
尓
〕
天
之
御
柱
・
国
之
御
柱
〔
止
〕
国
鎮
〔
止
毛
〕
可
レ
成
〔
伎
〕

底
宝
々
書
〔
止
〕
令
レ
書
給
〔
波
牟
尓
〕

こ
こ
で
は
、
常
に
祈
っ
て
い
る
椙
尾
大
神
の
氏
子
の
人
々
に
家
事
を
助
け
ら
れ
て
書
い
て
い

る
原
稿
は
、
大
神
に
捧
げ
、
天
下
の
た
め
、
万
世
の
後
代
の
た
め
に
、「
天
の
御
柱
」「
国
の
御

柱
」
と
し
て
国
鎮
め
（
す
な
わ
ち
国
家
鎮
護
）
と
な
る
べ
き
書
物
と
し
て
書
き
記
し
て
い
る
、

と
述
べ
て
い
る
。

⑫
皇
神
等
〔
乃
〕
御
手
〔
尓
〕
代
〔
利
氐
〕
仕
奉
〔
流
〕
皇
大
御
書
〔
乃
〕
尊
〔
伎
〕
高
〔
伎
〕

広
〔
伎
〕
皇
大
御
学
〔
乃
〕
業
〔
尓
〕
妙
〔
尓
〕
奇
〔
志
伎
〕
可
美
名
〔
乎
〕
千
名
〔
乃
〕

五
百
名
〔
尓
〕
負
持
〔
氐
〕
許
々
〔
太
久
〕
忠
〔
尓
〕
功
〔
志
久
〕
令
レ
在
給
〔
比
氐
〕

こ
こ
で
は
、『
日
本
書
紀
伝
』
の
執
筆
は
、
皇
神
ら
の
御
手
に
か
わ
っ
て
自
身
が
仕
奉
る
業

で
あ
る
、
と
ま
で
述
べ
て
、
重
胤
の
並
々
な
ら
ぬ
決
意
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

四
、『
日
本
書
紀
伝
』
宝
鏡
開
始
章
完
成
を
奉
告

祭
文
2
「
奉
レ
告
二
日
本
書
紀
伝
宝
鏡
開
始
章
成
由
於

皇
神
等
一
且
寿
下

宗
像
大
神
東
京

小
一
条
亭
社
成
而
遷
二
座
新
殿
一
之
事
上
詞

安
政
四
年
十
二
月
」（
全
集
未
収
）
は
、
自
筆
稿
本

巻
二
十
二
ノ
八
（
第
二
十
宝
鏡
開
始
章
）
奥
書
の
次
丁
以
降
に
鈴
木
重
胤
自
身
が
書
い
た
奉
告

文
で
あ
る
。
皇
神
等
へ
の
宝
鏡
開
始
章
完
成
の
奉
告
と
、
花
山
院
家
邸
内
（
当
主
は
家
厚
卿
）

の
宗
像
神
社
の
神
殿
新
築
が
成
り
、
そ
の
遷
座
を
寿
ぐ
た
め
の
祭
文
で
あ
る
。
花
山
院
家
邸
内

の
宗
像
神
社
は
鈴
木
重
胤
の
寄
進
に
よ
り
造
替
さ
れ
た
も
の
で

（
14
）、

こ
の
頃
、
平
田
鉄
胤
と
不
和

と
な
り
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
鉄
胤
よ
り
絶
交
通
告
を
受
け
た
。
な
お
、
本
稿
で
は
宗

像
神
社
の
神
殿
新
築
が
成
り
、
そ
の
遷
座
を
寿
ぐ
箇
所
に
つ
い
て
は
割
愛
す
る
こ
と
を
御
諒
解

い
た
だ
き
た
い
。

①
朝
夕
〔
尓
〕
起
〔
止
婆
〕
寐
〔
止
婆
〕
怠
事
無
〔
久
〕
皇
大
御
典
〔
乃
〕
大
御
学
業
〔
尓
〕

仕
奉
〔
良
久
乎
〕、
皇
神
等
〔
乃
〕
事
依
〔
志
〕
授
賜
〔
布
〕
某
甲
〔
我
〕
身
〔
乃
〕
職
〔
止
〕

嬉
〔
志
比
〕
悦
〔
保
比
都
々
〕
勉
〔
米
〕
結
〔
利
氐
〕
仕
奉
〔
利
〕、
此
業
〔
乎
〕
以
〔
氐
〕

掛
〔
麻
久
毛
〕
恐
〔
伎
〕
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
御
楯
〔
止
〕
為
〔
氐
〕
仕
奉
〔
良
久
止
〕、
比
比

羅
木
〔
乃
〕
八
尋
桙
〔
乎
〕
握
持
〔
氐
〕、
百
千
〔
乃
〕
仇
〔
乎
毛
〕
言
挙
為
〔
受
〕
言
向
和
〔
須
〕

可
〔
久
〕、
武
〔
久
〕
勇
〔
美
多
流
〕
気
勢
〔
乎
〕
筆
〔
尓
〕
移
〔
志
氐
〕、
縦
横
〔
尓
〕
書

成
〔
志
〕
仕
奉
〔
利
〕
初
〔
多
留
〕、
日
本
書
紀
伝
〔
乃
〕
二
十
二
巻
〔
止
〕
云
巻
〔
尓
〕

値
〔
流
〕
巻
〔
乎
〕、
此
十
五
日
〔
止
〕
云
〔
尓
〕
事
訖
〔
氐
〕、
今
将
二
十
三
巻
〔
止
〕
云

巻
〔
乎
〕
書
〔
志
〕
初
仕
奉
〔
流
尓
〕
就
〔
氐
婆
〕、

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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こ
こ
で
は
、
朝
起
き
て
か
ら
夜
眠
る
ま
で
怠
る
事
な
く
、
皇
大
御
典
（『
日
本
書
紀
』）
の
学

業
に
奉
仕
す
る
の
は
、
事
依
さ
し
と
し
て
授
け
賜
っ
た
重
胤
自
身
の
職
務
と
悦
び
つ
と
め
て
お

り
、『
日
本
書
紀
伝
』
巻
二
十
二
が
今
月
（
安
政
四
年
〈
一
八
五
七
〉
十
二
月
）
十
五
日
に
成
稿

し
巻
二
十
三
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
、
と
述
べ
る
。「
事
依
さ
す
」
と
は
、
一
般
的
に
は
神
や

天
皇
が
言
葉
で
御
命
じ
に
な
る
、
御
委
任
に
な
る
意
で
、
こ
こ
で
は
『
日
本
書
紀
伝
』
の
執
筆

そ
の
も
の
が
重
胤
自
身
の
発
想
・
発
願
で
は
な
く
、
皇
神
等
か
ら
重
胤
が
委
任
を
受
け
、
皇
神

等
に
か
わ
っ
て
執
筆
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
窺
え
る
。
こ
れ
は
祭
文
1
の
⑧
に
見
ら
れ
た
、

自
分
の
心
は
自
分
の
も
の
で
は
な
く
、
大
神
の
大
御
心
で
あ
り
、
自
分
の
唱
え
る
説
は
、
大
神

が
自
分
に
授
け
賜
っ
た
大
御
言
と
受
け
止
め
て
思
い
浮
か
ぶ
ま
ま
に
説
を
書
き
記
し
た
と
い
う

認
識
や
、
同
⑨
の
現
在
の
人
の
評
価
を
期
待
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、「
後
世
の
己
を
知
る
一

人
の
人
」
の
た
め
に
、
恥
じ
る
こ
と
な
く
学
問
の
力
の
あ
る
限
り
書
き
続
け
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
認
識
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。

②
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
大
御
稜
威
〔
乎
〕
背
〔
尓
〕
負
奉
〔
利
〕
行
向
〔
比
氐
〕、
堅
〔
伎
〕
巌
〔
乎

毛
〕
沫
雪
〔
那
須
〕
蹶
散
〔
良
加
志
氐
〕、
稜
威
〔
乃
〕
雄
詰
〔
比
〕
踏
健
〔
比
氐
〕、
四
夷

八
蛮
〔
乎
毛
〕
合
〔
世
〕
平
〔
氐
〕、
安
御
世
〔
尓
〕
仕
奉
〔
流
〕
可
〔
伎
〕
業
〔
止
〕
事

始
〔
米
〕
物
為
〔
流
尓
〕、
皇
神
等
〔
乃
〕
御
手
打
掛
〔
氐
〕
引
寄
〔
世
〕
給
〔
布
止
加
毛
〕。

こ
こ
で
は
、
皇
御
孫
尊
（
天
皇
）
の
御
稜
威
を
自
身
の
背
に
負
い
、
四
夷
八
蛮
を
平
定
し
、

平
安
な
御
世
と
す
べ
き
業
と
し
て
『
日
本
書
紀
伝
』
を
執
筆
し
、
皇
神
た
ち
の
御
手
を
強
く
う

ち
か
け
引
き
寄
せ
て
い
る
と
述
べ
、
祭
文
1
の
⑫
で
皇
神
の
御
手
の
か
わ
り
に
重
胤
自
身
が
執

筆
を
す
る
旨
が
記
述
さ
れ
る
箇
所
と
共
通
の
認
識
で
あ
る
。

③
此
皇
大
御
典
〔
乃
〕
古
伝
〔
乃
〕
趣
〔
乎
〕
彼
〔
尓
〕
合
〔
世
〕
此
〔
尓
〕
校
〔
倍
氐
〕、

天
〔
尓
波
毛
〕
五
百
津
綱
延
〔
閇
〕
国
〔
尓
波
毛
〕
五
百
津
網
延
〔
布
〕
事
〔
乃
〕
如
〔
久

尓
〕
説
弘
〔
米
〕、
百
結
々
〔
比
〕
堅
〔
米
氐
〕、
然
仕
奉
〔
流
〕
心
緒
〔
乎
〕
延
〔
婆
倍
〕

申
〔
佐
久
波
〕、
唯
皇
神
等
〔
乃
〕
事
始
定
〔
米
〕
給
〔
倍
利
志
〕
世
中
〔
乃
〕
大
道
〔
乎
〕

明
〔
米
〕
奉
〔
利
氐
〕、
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
大
朝
廷
〔
乎
〕
天
地
〔
止
〕
日
月
〔
止
〕
共
〔
尓
〕、

長
〔
久
〕
遠
〔
久
〕
平
安
〔
尓
〕
大
座
坐
〔
志
米
〕、
仕
奉
〔
良
牟
〕
心
一
筋
〔
奈
流
〕
耳
〔
尓

志
氐
〕、
神
〔
止
〕
皇
〔
止
乃
〕
御
事
〔
乃
〕
外
〔
波
〕
思
〔
波
受
〕、

こ
こ
で
は
、
皇
大
御
典
（『
日
本
書
紀
』）
の
古
伝
の
趣
を
考
え
校
合
し
て
、
天
上
と
地
上
と

に
多
く
の
綱
を
張
り
巡
ら
す
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
を
説
き
明
か
し
結
い
固
め
て
執
筆
す
る

心
持
ち
を
述
べ
れ
ば
、
皇
神
た
ち
が
お
定
め
に
な
っ
た
世
の
中
の
大
道
を
明
ら
か
に
し
、
皇
室

を
天
地
や
日
月
と
共
に
長
く
平
安
に
し
て
安
泰
に
な
ら
し
め
る
心
一
筋
の
み
で
、
神
と
皇
室
の

こ
と
以
外
は
考
え
て
い
な
い
と
記
述
さ
れ
、
重
胤
の
神
と
皇
室
に
対
す
る
崇
敬
の
強
さ
を
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。

④
今
〔
余
利
〕
生
涯
〔
乃
〕
業
〔
止
〕、
説
明
〔
米
牟
〕
神
代
〔
乃
〕
古
事
〔
乎
〕、
弥
々
益
々
〔
尓
〕

悟
〔
利
〕
究
〔
米
氐
〕、
皇
神
等
〔
乃
〕
御
為
〔
尓
〕、
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
御
為
〔
尓
〕
高
〔
伎
〕

貴
〔
伎
〕
功
〔
乎
〕
令
レ
立
給
〔
比
〕、
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
御
楯
〔
止
〕
為
〔
氐
〕、
此
仕
奉
〔
流
〕

此
比
比
羅
木
〔
乃
〕
八
尋
桙
根
、
撓
〔
牟
〕
事
無
〔
久
〕
貫
〔
伎
氐
〕、
天
地
〔
尓
〕
至
〔
礼

流
〕
言
〔
乎
毛
〕
立
〔
氐
都
〕
可
〔
伎
〕
時
〔
止
加
毛
〕。

こ
こ
で
は
、
今
後
の
生
涯
の
生
業
と
し
て
説
き
明
か
そ
う
と
し
て
い
る
「
神
代
の
古
事
」
を
、

さ
ら
に
悟
り
究
め
、
皇
神
等
・
皇
御
孫
尊
（
天
皇
）
の
御
為
に
高
く
貴
い
功
を
立
て
さ
せ
ら
れ

て
、
皇
御
孫
尊
（
天
皇
）
の
御
楯
と
な
る
た
め
に
執
筆
を
続
け
る
と
述
べ
る
。
第
二
節
に
お
い

て
、
重
胤
が
『
日
本
書
紀
』
全
体
の
注
釈
を
想
定
し
て
い
た
の
か
否
か
に
つ
い
て
考
え
た
が
、

こ
こ
で
祭
文
に
述
べ
て
い
る
通
り
に
、「
神
代
の
古
事
」
を
説
き
明
か
す
こ
と
を
今
後
生
涯
の

生
業
（『
日
本
書
紀
伝
』
の
執
筆
）
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、『
日
本
書
紀
伝
』
は
当
初
か
ら

神
代
紀
を
中
心
に
執
筆
を
す
す
め
る
構
想
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

鈴
木
重
胤
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
の
姿
勢

『
日
本
書
紀
伝
』
自
筆
稿
本
に
残
さ
れ
た
祭
文
の
検
討
か
ら

（
佐
野
）
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⑤
此
頃
薩
摩
〔
乃
〕
中
将
家
〔
尓
〕
秘
置
〔
流
々
〕、
建
武
五
年
〔
乃
〕
本
〔
止
〕
云
〔
氐
〕、

天
下
〔
尓
〕
又
比
類
無
〔
志
止
〕
云
〔
布
〕
鳴
神
〔
乃
〕
遠
音
〔
尓
〕
聞
慕
〔
氐
〕
有
〔
志
〕

日
本
書
紀
〔
乃
〕
善
本
〔
乎
〕、
其
家
従
岩
本
相
良
〔
余
利
〕
令
レ
見
〔
氐
〕、
大
〔
奈
流
〕

疑
〔
比
乎
〕
開
〔
伎
〕、
天
下
〔
乃
〕
惑
〔
比
乎
〕
可
レ
解
〔
伎
〕
時
〔
乎
〕
令
レ
得
給
〔
閇

流
奈
毛
〕。

こ
こ
で
は
、
薩
摩
島
津
家
に
秘
蔵
さ
れ
る
建
武
五
年
（
一
三
三
八
）
書
写
と
さ
れ
る
『
日
本

書
紀
』
の
善
本
を
見
る
機
会
を
得
て
、
大
き
な
疑
問
を
氷
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
述
べ
る
が
、

具
体
的
に
『
日
本
書
紀
伝
』
中
、
ど
の
箇
所
の
こ
と
で
あ
る
の
か
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
（
宝
鏡

開
始
章
の
中
と
想
定
さ
れ
る
）。
ま
た
、
重
胤
が
閲
覧
し
た
と
い
う
島
津
家
所
蔵
『
日
本
書
紀
』（
建

武
五
年
書
写
）
は
、
現
在
は
所
在
不
明
で
あ
る
。

⑥
此
日
本
書
紀
伝
〔
波
〕
著
述
〔
波
志
〕
勉
結
〔
利
氐
〕、
皇
神
等
〔
乃
〕
御
霊
〔
尓
〕
報
奉
〔
良

武
〕。
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
大
朝
廷
〔
尓
波
〕、
御
食
津
国
日
々
〔
乃
〕
御
調
〔
止
〕、
一
日
一

夜
〔
毛
〕
怠
事
無
〔
久
〕
休
息
〔
万
布
〕
事
無
〔
久
〕、
弥
弉
〔
尓
〕
弉
仕
奉
〔
牟
止
〕、
大

夫
〔
乃
〕
大
夫
健
雄
〔
乃
〕
利
心
〔
乎
〕、
皇
神
等
〔
乃
〕
引
起
〔
志
氐
〕、
武
〔
久
〕
雄
々
〔
志

久
〕
令
レ
勇
給
〔
布
〕
物
〔
尓
〕
在
〔
良
志
止
〕、
吾
〔
我
〕
大
神
〔
乃
〕
御
心
〔
毛
〕
平
〔
介

久
〕
安
〔
介
久
〕、
此
新
宮
〔
尓
〕
鎮
〔
利
〕
給
〔
布
〕。

こ
こ
で
は
、『
日
本
書
紀
伝
』
の
執
筆
は
、
皇
神
等
の
御
霊
へ
の
報
賽
で
あ
り
、
日
本
国
に

は
御
食
津
国
の
日
々
の
調
え
の
た
め
に
、
一
日
一
夜
も
怠
ら
ず
休
息
す
る
こ
と
も
な
く
仕
奉
ろ

う
と
し
て
い
る
と
い
う
決
意
を
述
べ
る
。

五
、『
日
本
書
紀
伝
』
巻
二
十
三
の
成
稿
を
奉
告

祭
文
3
「
奉
レ
告
下
日
本
書
紀
伝
二
十
三
巻
稿
成
一
且
為
レ
奉
二
迎

宗
像
大
神
一
欲
レ
発
二
途
於

筑
紫
国
一
之
由

椙
尾

宗
像
二
所
大
神
及
天
神
地
祇
上
文

安
政
五
年
三
月
十
五
日
」（
全
集

未
収
）
は
、
自
筆
稿
本
巻
二
十
三
ノ
七
（
第
二
十
一
宝
剣
出
現
章
正
文
）
奥
書
の
次
丁
以
降
に
鈴

木
重
胤
自
身
が
書
い
た
奉
告
文
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
伝
』
巻
二
十
三
の
成
稿
と
宗
像
詣
に
出

立
の
由
を
奉
告
す
る
た
め
の
祭
文
で
あ
る
。
な
お
、
重
胤
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
二
月
に

平
田
鉄
胤
よ
り
絶
交
通
告
を
受
け
て
お
り
、
祭
文
中
に
は
平
田
鉄
胤
に
関
す
る
記
載
も
あ
る
。

①
去
年
〔
乃
〕
十
一
月
〔
乃
〕
中
卯
日
、
宗
像
大
神
〔
尓
〕
剣
〔
止
〕
玉
〔
止
〕
二
種
神
財
〔
乎
〕

捧
仕
奉
〔
利
〕、
此
紀
伝
〔
乃
〕
五
巻
〔
尓
〕
当
〔
流
〕
巻
〔
乃
〕
再
稿
成
〔
礼
留
〕
懽
〔
乃
〕

御
祭
仕
奉
〔
礼
流
〕。

こ
こ
で
は
、
去
年
（
安
政
四
年
〈
一
八
五
七
〉）
十
一
月
に
、
宗
像
大
神
に
剣
と
玉
と
二
種
の

神
宝
を
奉
献
し
、『
日
本
書
紀
伝
』
巻
五
の
再
稿
の
成
稿
奉
告
の
御
祭
を
奉
仕
し
た
旨
を
述
べ

て
い
る
。
な
お
、
祭
文
1
は
、『
日
本
書
紀
伝
』
巻
五
の
再
稿
の
奉
告
の
た
め
の
祭
文
で
あ
る

の
で
、
合
わ
せ
て
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

②
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
御
為
、
天
下
〔
乃
〕
為
、
万
世
〔
乃
〕
後
代
〔
乃
〕
為
〔
尓
〕、
神
世
〔
乃
〕

古
事
〔
乎
〕
明
〔
良
米
〕、
上
代
〔
乃
〕
古
伝
〔
乎
〕
悟
〔
利
氐
〕、
如
レ
此
〔
久
〕
此
日
本

書
紀
伝
〔
乎
〕
著
述
〔
志
〕
仕
奉
〔
流
尓
毛
〕、
糧
無
〔
氐
波
〕
何
〔
曽
〕
一
日
〔
毛
〕
安
〔
久
〕

仕
奉
〔
流
〕
事
〔
乎
〕
得
〔
牟
〕。
物
乏
〔
久
氐
波
〕
片
時
〔
毛
〕
心
平
〔
尓
〕
力
〔
牟
流
〕

事
〔
乎
婆
〕
得
〔
氐
牟
〕

こ
こ
で
は
、
皇
御
孫
尊
（
天
皇
）
の
御
為
、
天
下
の
た
め
、
万
世
の
後
代
の
た
め
に
、
神
世

の
古
事
を
明
ら
か
に
し
、
上
代
の
古
伝
を
悟
る
た
め
に
、『
日
本
書
紀
伝
』
の
執
筆
に
力
を
尽

く
し
て
い
る
と
述
べ
、
こ
の
よ
う
な
思
い
で
『
日
本
書
紀
伝
』
を
執
筆
し
て
い
る
が
、
糧
が
無

く
て
は
一
日
も
安
ら
か
に
執
筆
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
物
が
乏
し
く
て
は
心
安
ら
か
に
執
筆
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
つ
が
な
く
執
筆
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
椙
尾
大
神
や
淡
路

国
の
産
土
大
神
を
は
じ
め
て
諸
神
の
御
陰
で
あ
る
と
考
え
、
諸
神
を
余
す
こ
と
な
く
漏
ら
す
こ

と
な
く
招
き
て
御
祭
を
奉
仕
す
る
と
、
奉
告
祭
を
斎
行
す
る
理
由
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
る
。

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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③
相
嘗
仕
奉
〔
流
〕
中
〔
尓
毛
〕
殊
〔
尓
〕
抽
出
〔
氐
〕、
我
宗
像
〔
乃
〕
三
前
大
神
〔
乎
〕

斎
〔
比
〕
奉
〔
流
〕
事
〔
波
〕

諸
神
の
中
で
も
特
に
宗
像
大
神
を
斎
き
奉
る
理
由
に
と
し
て
、
③
の
箇
所
の
続
き
に
、
嘉
永
七

年
（
安
政
元
年
、
一
八
五
五
）
七
月
に
大
御
鏡
を
奉
納
し
た
こ
と
、
去
年
（
安
政
四
年
〈
一
八
五
七
〉）

十
一
月
中
卯
日
に
剣
と
玉
と
三
種
神
宝
（
七
月
の
斎
鏡
と
合
わ
せ
て
三
種
か
）
を
奉
納
し
た
こ
と

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

重
胤
は
、
嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
）
七
月
に
大
御
鏡
を
、
宗
像
詣
の
お
り
に
直
接
奉
納
し
て

い
る
。『

甲
寅

宗
像
詣
記
』
嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
）
閏
七
月
朔
日
条

（
神
道
資
料
叢
刊
九
『
鈴
木
重
胤
紀
行
文

三
』、
神
道
研
究
所
、
平
成
二
十
一
年
）

閏
七
月
朔
日
〔
戊
辰
〕。
き
の
ふ
よ
り
、
斎
鏡
を
遙
拝
殿
に
納
め
て
、
天
神
地
祇
を
拝
み

ま
つ
る
。
お
き
つ
し
ま
の
か
た
を
見
て
、
あ
ら
き
浪
岩
を
洗
ひ
て
お
き
つ
し
ま
清
く
さ
や

け
き
宮
所
か
も
。

『
鈴
木
重
胤
書
簡
』
嘉
永
七
年
八
月
十
四
日
付
、
下
関
の
白
石
資
興
宅
よ
り
大
瀧
光
憲
・

秋
野
成
重
宛（

神
道
資
料
叢
刊
九
『
鈴
木
重
胤
紀
行
文

三
』、
神
道
研
究
所
、
平
成
二
十
一
年
）

一
簡
啓
上
仕
候
、
秋
冷
之
節
御
座
候
所
、
御
両
家
様
御
安
泰
之
段
、
千
万
奉
二
恭
悦
一
候
、

小
生
儀
、
前
七
月
廿
八
日
、
自
二
下
関
一
九
州
へ
渡
海
、
後
七
月
朔
日
、
宗
像
中
津
島
に
て
、

奥
津
宮
之
遙
宮
幷
中
つ
宮
に
て
神
事
、
則
御
作
之
歌
ハ
皆
々
小
生
た
ん
ざ
く
に
相
認
、
奥

つ
宮
へ
相
納
申
候
、
則
神
湊
よ
り
中
つ
島
迄
三
り
、
そ
れ
よ
り
海
上
四
十
八
里
之
由
、
同

所
へ
奉
納
く
れ
候
様
、
神
主
へ
頼
入
申
候
、
さ
て
御
鏡
ハ
御
卜
に
ま
か
せ
、
辺
津
宮
へ
相

納
申
候
、
追
而
船
頭
其
外
之
人
々
参
詣
仕
候
節
、
右
裏
書
名
前
之
人
々
よ
り
名
前
申
来
候

ハ
ヾ
相
見
仕
ら
せ
候
筈
ニ
御
座
候
、
則
辺
津
宮
御
内
殿
に
奉
納
候
、
以
二
御
陰
一
小
生
日

頃
月
頃
之
念
願
を
相
遂
、
千
万
大
悦
奉
レ
存
候
、
就
之
、
御
両
家
幷
御
地
有
志
之
人
々
御

家
平
安
子
孫
栄
唱
之
御
所
仕
申
候
条
、
此
段
御
安
心
可
レ
被
レ
下
候
、
随
而
右
三
社
神
事

神
主
相
勤
く
れ
、
辺
津
宮
に
て
ハ
大
に
神
楽
を
奏
し
、
神
明
之
感
応
炳
く
覚
候
事
ど
も
御

座
候
、
是
ハ
追
々
可
二
申
上
一
奉
レ
存
候
、（
後
略
）

『
甲
寅

宗
像
詣
記
』
嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
）
閏
七
月
朔
日
条
に
よ
れ
ば
、
昨
日
か
ら
斎

鏡
を
筑
前
大
島
に
あ
る
沖
津
宮
遙
拝
殿
に
天
神
地
祇
を
祀
り
、
沖
ノ
島
の
方
角
を
望
ん
で
和
歌

を
詠
ん
で
い
る
。
大
瀧
光
憲
・
秋
野
成
重
宛
の
嘉
永
七
年
八
月
十
四
日
付
書
簡
に
よ
れ
ば
、
同

年
七
月
二
十
八
日
に
下
関
か
ら
九
州
に
渡
り
、
閏
七
月
一
日
に
筑
前
大
島
の
沖
津
宮
遙
拝
所
お

よ
び
中
津
宮
に
お
い
て
神
事
を
行
い
、
和
歌
を
短
冊
に
し
た
た
め
沖
津
宮
に
奉
納
し
た
。
沖
ノ

島
は
、
神
湊
か
ら
中
つ
島
（
筑
前
大
島
）
に
渡
り
、
そ
り
よ
り
四
十
八
里
の
沖
合
に
あ
り
、
沖

津
宮
に
奉
納
す
る
よ
う
に
神
主
に
依
頼
し
た
。
御
鏡
は
卜
に
よ
っ
て
辺
津
宮
に
奉
納
し
た
。
ま

た
人
々
が
参
詣
の
折
に
は
、
箱
の
裏
に
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
旨
を
述
べ
れ
ば
、
拝
見
す
る

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
と
述
べ
、
重
胤
自
身
の
日
頃
か
ら
の
念
願
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

た
喜
び
を
記
し
て
い
る
。

な
お
、
嘉
永
七
年
七
月
三
十
日
に
宗
像
奥
津
島
大
宮
司
河
野
信
濃
守
通
貫
が
作
成
し
た
「
奉

献
斎
鏡
於

宗
像
大
神
詞
」
が
残
り
、
斎
鏡
の
箱
書
に
は
（
表
）「
表
予
書
之
。
延
喜
式
祝
詞

講
義
及
中
臣
寿
詞
講
義
落
成
之
報
賽
、
日
本
書
紀
伝
在
稿
之
宿
禱
也
。
宗
像
大
神
斎
鏡
。
嘉
永

七
年
三
月
、
穂
積
朝
臣
重
胤
謹
上
。」、（
底
）「
底
光
憲
書
之
。
大
瀧
光
憲
。
同
光
武
。
同
光
重
。

秋
野
重
義
。
同
重
業
。
同
重
輝
。
宮
野
直
勝
。
田
村
長
柄
。
大
瀧
光
賢
。
今
井
重
次
。
関
根
孝

潤
。」（
い
ず
れ
も
『
鈴
木
重
胤
紀
行
文

三
』
に
所
収
）
と
記
載
さ
れ
、
宗
像
大
神
へ
の
斎
鏡
奉

納
は
、『
日
本
書
紀
伝
』を
執
筆
す
る
上
で
、重
胤
自
身
の
宿
願
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

祭
文
1
に
も
、「
去
〔
志
〕
安
政
〔
乃
〕
初
年
〔
尓
〕
某
甲
〔
我
〕
持
参
行
〔
氐
〕
奉
〔
利
〕

納
〔
多
留
〕
辺
津
宮
〔
乃
〕
斎
鏡
〔
止
〕
捧
奉
〔
礼
留
〕
神
財
〔
止
〕
合
〔
世
氐
〕、
此
三
〔
乃
〕

神
宝
〔
乎
〕
吾
〔
我
〕
宗
像
大
神
〔
乃
〕
大
御
許
〔
尓
〕
各
〔
毛
〕
各
〔
毛
〕
配
捧
奉
〔
久
止
〕、

今
日
〔
奈
毛
〕
其
御
国
〔
尓
〕
贈
奉
〔
留
〕
状
〔
乎
〕
手
掌
〔
毛
〕
摎
亮
〔
尓
〕
打
上
乍
〔
毛
〕

恵
々
良
々
〔
尓
〕
饒
栄
〔
延
氐
〕
聞
食
〔
氐
〕」
云
々
と
見
え
、
安
政
元
年
（
嘉
永
七
年
）
に

辺
津
宮
に
斎
鏡
と
神
財
と
合
わ
せ
て
、
三
種
の
神
宝
を
奉
納
し
た
旨
が
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、

鈴
木
重
胤
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
の
姿
勢

『
日
本
書
紀
伝
』
自
筆
稿
本
に
残
さ
れ
た
祭
文
の
検
討
か
ら

（
佐
野
）
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祭
文
3
に
よ
る
と
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
十
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。

安
政
四
年
十
一
月
中
卯
日
に
、
剣
と
玉
と
三
種
神
宝
を
奉
納
し
た
こ
と
は
祭
文
3
で
言
及
し

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
）
に
大
御
鏡
を
辺
津
宮
に
奉
納
し
た
が
、

剣
と
玉
の
三
種
神
宝
（
鏡
と
合
わ
せ
て
三
種
か
）
を
奉
納
す
る
こ
と
が
、
長
年
に
わ
た
っ
た
心

に
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
成
就
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
安
政
四
年
十
一
月
中
卯
日
に
筑
前
国
の

人
で
あ
る
江
上
武
述
を
通
じ
て
奉
納
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、十
二
月
四
日
に
出
立
し
て
、

同
月
二
十
四
日
に
福
岡
の
江
上
許
著
に
給
わ
り
、
今
年
(安
政
五
年
〈
一
八
五
八
〉)正
月
に
そ

の
弟
（
氏
名
不
詳
）
が
中
津
島
（
筑
前
大
島
）
に
持
ち
渡
り
、
三
剣
を
春
祭
に
合
わ
せ
て
沖
津

島
（
沖
ノ
島
）
に
奉
納
し
、
沖
津
宮
の
斎
殿
に
仮
に
納
め
、
清
き
真
玉
を
中
津
宮
に
奉
納
し
た

旨
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
も
『
日
本
書
紀
伝
』
の
執
筆
の
宿
願
を
果
た
す
た
め
の
奉
納
と
考
え

ら
れ
よ
う
。

④
此
〔
波
志
毛
〕、
独
我
家
〔
乃
〕
幸
耳
〔
尓
波
〕
不
レ
在
。
此
皇
大
御
学
〔
尓
〕
仕
奉
〔
流
〕

天
下
諸
人
〔
乃
〕
幸
〔
止
那
毛
〕。
嬉
〔
備
〕
受
賜
〔
波
利
〕
恐
〔
美
〕
受
賜
〔
波
流
〕
可
〔
伎
〕

寿
詞
〔
乎
〕
仕
奉
〔
利
〕

③
の
宗
像
大
神
に
対
し
て
斎
鏡
や
神
宝
ほ
奉
納
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
は
自
身
の
家

の
幸
え
を
祈
る
だ
け
で
は
な
く
、「
皇
大
御
学
」
に
関
わ
る
人
々
の
幸
え
を
祈
る
た
め
に
寿
詞

を
奏
上
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
述
べ
る
。

⑤
掛
〔
麻
久
毛
〕
恐
〔
伎
〕
皇
大
御
典
〔
乎
〕
説
奉
〔
利
〕、
神
皇
〔
乃
〕
大
道
〔
乎
〕
天
下
〔
尓
〕

万
国
〔
尓
〕
国
〔
乃
〕
為
〔
尓
〕
人
〔
乃
〕
為
〔
尓
〕
明
〔
良
米
〕
仕
奉
〔
流
〕
穂
積
朝
臣

重
胤
〔
我
〕
訴
白
〔
須
〕
事
〔
乃
〕
由
〔
乎
〕
聞
食
〔
止
〕
白
〔
佐
久
〕

こ
こ
で
は
、
重
胤
は
皇
大
御
典
（『
日
本
書
紀
』）
に
つ
い
て
説
き
、
神
皇
の
大
道
を
、
天
下
・

万
国
に
対
し
て
国
の
た
め
人
の
た
め
に
奉
仕
し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
身
は

宗
像
大
神
の
御
手
に
よ
る
導
き
と
、
椙
尾
大
神
の
御
霊
に
助
け
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
、
椙
尾
大

神
の
氏
子
で
あ
る
加
茂
・
鶴
岡
の
八
十
人
の
人
々
な
ど
助
け
や
、
妻
は
家
事
に
専
念
し
子
は
外

で
学
業
に
励
み
な
が
ら
我
が
業
（『
日
本
書
紀
伝
』
の
執
筆
）
を
下
支
え
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

皇
神
等
に
事
よ
さ
し
授
け
ら
れ
た
職
と
し
て
自
分
が
励
む
べ
き
勤
め
は
、『
日
本
書
紀
伝
』
の

執
筆
に
奉
仕
す
る
の
み
で
あ
る
、
と
述
べ
る
。

⑥
去
年
〔
乃
〕
十
一
月
〔
乃
〕
下
旬
〔
余
利
〕
始
〔
氐
〕、
気
吹
舎
〔
乃
〕
徒
吾
学
〔
乎
〕
妬
〔
美
〕

妨
〔
介
氐
〕、･･････

こ
こ
で
は
、
昨
年
（
安
政
四
年
〈
一
八
五
七
〉）
下
旬
か
ら
平
田
門
下
が
我
が
学
問
を
妬
み
妨

げ
て
、
様
々
な
論
争
を
起
こ
し
て
攻
め
来
て
、
ま
た
同
じ
志
で
は
な
い
俗
人
が
多
く
出
入
り
し

て
い
る
。
ま
た
学
問
の
た
め
に
煩
い
が
多
く
、
狂
っ
た
目
で
心
が
穢
く
悪
逆
な
者
ど
も
で
あ
っ

て
、
皇
神
ら
か
ら
賜
っ
た
我
が
財
産
を
欺
い
て
奪
い
取
っ
て
返
さ
な
い
の
で
、
日
々
心
を
痛
め

て
い
る
と
述
べ
、
我
が
学
問
を
妨
げ
て
、
我
が
財
産
を
奪
い
取
り
、
我
が
家
を
煩
わ
す
侫
人
、

心
も
清
か
ら
ず
行
い
も
悪
し
き
人
で
あ
る
の
で
、
我
が
も
と
に
来
る
こ
と
が
な
く
、
我
が
家
に

入
り
込
む
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
願
っ
て
い
る
。

神
に
捧
げ
る
祭
文
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
か
な
り
辛
辣
な
言
葉
が
並
ん
で
い
る
が
、
こ
れ

は
平
田
鉄
胤
と
の
確
執
に
つ
い
て
、
重
胤
自
身
の
心
情
を
包
み
隠
さ
ず
述
べ
た
も
の
と
み
て
と

れ
よ
う
。

『
嘉
永
六
年
癸
丑
稿

出
羽
国
紀
行
日
記

天
』
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
七
月
八
日
条

（『
鈴
木
重
胤
紀
行
文
集
二
』、
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
、
平
成
十
八
年
）

八
日
。
山
本
が
り
と
ま
り
て
、
出
立
ん
と
す
ね
時
、
蓮
沼
、
羽
石
、
山
田
の
人
々
来
る
。

（
中
略
）
こ
た
び
は
、
平
田
門
の
輩
な
ど
の
妬
み
に
よ
り
て
、
い
と
心
づ
き
な
か
り
し
を
、

此
人
々
に
な
ぐ
さ
め
ら
れ
て
、
お
も
は
ぬ
所
に
廿
日
あ
ま
り
と
や
ど
り
た
る
。

『
出
羽
国
紀
行
日
記
』
で
は
、
嘉
永
六
年
頃
か
ら
平
田
門
下
と
何
ら
か
の
確
執
が
よ
っ
た
よ

う
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
嘉
永
六
年
と
い
え
ば
、
九
月
に
羽
前
大
山
で
『
日
本
書
紀
伝
』

の
執
筆
に
先
駈
け
て
開
宴
を
行
い
、
江
戸
の
自
宅
に
帰
宅
後
の
十
一
月
か
ら
執
筆
を
開
始
し
た

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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年
で
あ
る
。

こ
こ
で
平
田
鉄
胤
と
の
確
執
に
つ
い
て
、
谷
省
吾
氏
の
研
究

（
15
）を

も
と
に
確
認
し
た
い
。
谷
氏

は
、
重
胤
は
平
田
鉄
胤
の
人
物
学
識
を
、
あ
ま
り
高
く
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

重
胤
は
あ
く
ま
で
も
鉄
胤
を
師
家
と
立
て
、
鉄
胤
も
重
胤
の
学
才
に
格
別
の
期
待
を
か
け
、
二

人
は
き
わ
め
て
親
し
い
間
柄
で
あ
り
、
不
和
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
、
少
な
く
と

も
表
面
上
は
な
い
は
ず
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
頃
に
な
る
と
、
鉄

胤
の
耳
に
、
重
胤
の
書
い
た
も
の
に
は
、
篤
胤
の
説
を
盗
ん
だ
り
、
違
っ
た
説
を
立
て
た
り
し

た
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
と
い
う
噂
が
入
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
鉄
胤
は
、
重
胤
の
主
著
を

読
む
機
会
が
な
い
上
、
と
き
ど
き
会
う
重
胤
の
態
度
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
噂
を
証
明
す
る
も

の
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
、
と
鉄
胤
の
心
情
を
考
え
た
上
で
、
同
年
六
月
頃
、
鉄
胤
は
宮
崎

元
胤
（
筑
前
の
宮
崎
大
門
の
子
）
の
す
す
め
に
よ
り
、『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』『
中
臣
寿
詞
講
義
』

を
重
胤
か
ら
借
り
て
読
む
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
宮
崎
元
胤
と
は
、
こ
の
年
に
平
田
門
に
入
門

し
、
四
月
頃
か
ら
重
胤
の
と
こ
ろ
に
よ
く
訪
れ
、
重
胤
の
講
説
を
聞
い
て
は
鉄
胤
に
報
告
し
て

い
た
人
物
で
あ
る
。

七
月
十
六
日
に
、
鉄
胤
は
『
延
喜
式
祝
詞
講
義
』『
中
臣
寿
詞
講
義
』
と
引
き
換
え
に
、『
日

本
書
紀
伝
』
十
五
之
巻
を
請
う
て
借
り
た
。
鉄
胤
は
一
見
、
そ
の
多
く
を
未
発
の
境
地
を
開
発

し
た
こ
と
に
感
心
し
、
そ
の
旨
を
礼
状
と
し
て
重
胤
に
送
り
、
重
胤
は
大
い
に
喜
び
、
そ
の
礼

状
を
大
山
の
大
瀧
光
賢
（
光
憲
の
甥
）
に
届
け
て
い
る
。『
日
本
書
紀
伝
』
十
五
之
巻
は
瑞
珠

盟
約
章
の
註
釈
に
あ
た
り
、
そ
の
中
で
、
素
戔
嗚
尊
の
誓
約
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
五
柱
の
男
神

は
、
実
は
三
柱
で
あ
る
と
考
証
し
た
も
の
で
、
そ
れ
が
故
意
か
偶
然
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、『
古

史
伝
』
に
見
え
る
説
と
、
少
な
く
と
も
結
論
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。

鉄
胤
は
他
の
巻
も
見
せ
て
ほ
し
い
と
頼
み
、
重
胤
は
喜
ん
で
六
・
七
・
八
之
巻
を
届
け
た
が
、

こ
れ
が
か
え
っ
て
鉄
胤
の
疑
問
に
油
を
注
ぎ
、
十
一
月
二
十
日
に
宮
崎
元
胤
が
鉄
胤
の
使
者
と

し
て
重
胤
の
も
と
を
訪
れ
、
鉄
胤
の
不
満
を
伝
え
た
（
鉄
胤
か
ら
の
最
初
の
抗
議
）。
執
筆
中
の

書
紀
伝
を
、
喜
ん
で
鉄
胤
に
読
ん
で
も
ら
っ
た
重
胤
と
し
て
は
、
そ
の
人
柄
か
ら
し
て
も
、
篤

胤
の
説
を
盗
み
、
そ
れ
を
覆
う
よ
う
な
し
く
み
を
設
け
る
と
い
う
よ
う
な
意
識
を
自
覚
し
て
い

た
は
ず
が
な
い
、
谷
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
十
二
月
三
十
日
、
鉄
胤
と
の
不
和
事
件
の
経
過
を
記
し
た
「
答
問
書
」
を
大
山
に

送
っ
て
い
る
。
皇
學
館
大
学
が
所
蔵
す
る
「
答
問
書
」（
重
胤
資
料
仮
番
号
三
九
九
）
は
、
礒
部

守
常
に
よ
る
写
本
で
、
奥
書
に
は
「
他
見
不
許
、
礒
部
守
常
、
安
政
五
年
二
月
三
日
右
大
山
よ

り
達
し
、
六
日
大
山
賢
木
舎
に
会
合
す
」
と
あ
り
、
安
政
五
年
十
二
月
三
十
日
付
で
大
瀧
光
憲

に
宛
て
て
、
平
田
鉄
胤
と
不
和
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
を
書
き
送
っ
た
長
文
の
書
簡
で
あ
る
。
こ

れ
を
本
に
仕
立
て
、「
答
問
書
」
と
い
う
題
名
を
つ
け
た
の
は
門
人
と
推
定
さ
れ
る

（
16
）。

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
二
月
二
十
二
日
、
鉄
胤
よ
り
絶
交
通
告
を
受
け
た
。
同
日
に
重
胤

が
心
境
を
詠
ん
だ
歌
が
残
さ
れ
て
い
る
。

『
橿
の
本
つ
葉
』
下
、
雑
部

二
月
二
十
二
日

平
田
氏
の
事
に
て
ま
が
事
有
り
け
れ
ば

わ
が
わ
ざ
は
神
と
君
と
の
た
め
な
る
を
人
ゆ
ゑ
い
か
で
お
も
ひ
ま
ぐ
べ
き

（「
か
し
の
本
つ
葉
」）

『
橿
の
本
つ
葉
』
は
、
家
集
と
し
て
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
、
そ
れ
ま
で
に
詠
ん
だ

短
歌
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
が
、そ
れ
ま
で
に
詠
ん
だ
も
の
を
尽
く
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、

そ
の
後
に
詠
ん
だ
も
の
を
増
補
し
た
り
も
し
て
い
る

（
17
）。『

橿
の
本
つ
葉
』
は
上
中
下
の
三
冊
で
、

重
胤
資
料
は
大
瀧
光
俊
の
写
本
（
仮
番
号
四
〇
四
～
四
〇
六
）
で
あ
る
が
、
皇
學
館
大
学
附
属
図

書
館
に
は
上
巻
表
紙
に
「
安
政
三
丙
辰
年
四
月
廿
二
日
稿
」
と
記
さ
れ
た
谷
省
吾
氏
旧
蔵
の
自

筆
稿
本
（
請
求
番
号
九
一
一
／
谷
／
九
八
〇
七
～
〇
九
）
が
所
蔵
さ
れ
る

（
18
）。『

橿
の
本
つ
葉
』
に
残

る
歌
か
ら
も
、
重
胤
自
身
の
学
問
は
神
と
君
（
天
皇
）
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
姿
勢
が

窺
え
よ
う
。

祭
文
3
か
ら
は
、『
日
本
書
紀
伝
』
巻
二
十
三
の
成
稿
と
二
回
目
の
宗
像
詣
へ
の
出
立
の
由

を
奉
告
す
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
田
門
下
に
つ
い
て
自
身
の
家
に
屋
船
命
の
守

護
が
厚
く
、
門
に
は
御
門
神
の
禁
制
が
強
く
、
岐く

な
ど（

久
那
土
）
の
神
は
道
俣
の
さ
ま
た
げ
と
な

鈴
木
重
胤
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
の
姿
勢

『
日
本
書
紀
伝
』
自
筆
稿
本
に
残
さ
れ
た
祭
文
の
検
討
か
ら

（
佐
野
）
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り
、
根
国
底
国
か
ら
荒
く
粗
末
な
来
た
る
物
に
交
わ
り
、
口
を
き
い
た
り
会
っ
た
り
す
る
こ
と

も
な
く
、
心
も
清
く
な
く
、
そ
の
行
い
も
悪
し
く
あ
る
頑
固
で
愚
か
な
人
が
、
我
が
も
と
に
来

る
こ
と
が
な
く
、
も
し
来
た
と
し
て
も
皇
神
ら
の
大
御
稜
威
に
よ
り
追
い
払
う
よ
う
に
述
べ
ら

れ
て
お
り
、
平
田
鉄
胤
と
の
確
執
・
絶
交
に
つ
い
て
、
絶
交
通
告
直
後
の
重
胤
の
心
情
を
包
み

隠
さ
ず
神
々
に
述
べ
た
も
の
と
読
み
解
け
よ
う
。

⑦
某
甲
〔
我
〕
家
〔
乎
〕
起
〔
志
〕
身
〔
乎
〕
令
レ
立
〔
氐
〕、
此
皇
大
御
学
〔
乃
〕
業
〔
尓
〕

相
共
々
〔
尓
〕
力
〔
乎
〕
戮
〔
世
〕
心
〔
乎
〕
一
〔
尓
〕
為
〔
氐
〕、
此
学
業
〔
乎
〕
受
継
〔
伎
〕

弘
〔
氐
〕、
某
甲
〔
我
〕
此
誓
〔
比
〕
立
〔
流
〕
功
名
〔
乎
〕、
千
名
〔
乃
〕
五
百
名
〔
尓
〕

可
レ
令
レ
立
〔
伎
〕
人
〔
止
〕
有
〔
婆
〕、
千
人
五
百
人
〔
乎
毛
〕
睦
〔
比
〕
令
レ
集
給
〔
比
〕、

金
銀
〔
乎
〕
掠
奪
〔
布
〕
如
〔
伎
〕
侫
人
〔
乃
〕
煩
〔
比
波
〕、
今
日
〔
乎
〕
限
〔
氐
〕
生

涯
世
〔
尓
〕
令
レ
勿
給
〔
比
〕、
家
〔
毛
〕
安
〔
久
〕
身
〔
毛
〕
平
〔
加
尓
〕
令
レ
在
給
〔
比
〕、

こ
こ
で
は
、
重
胤
自
身
の
家
を
起
こ
し
、
身
を
立
て
て
、
皇
大
御
学
の
業
を
皆
で
力
を
合
わ

せ
て
、
心
を
一
つ
に
し
て
、
学
業
を
受
け
継
い
で
、
自
身
の
誓
い
を
立
て
、
千
人
、
五
百
人
の

人
々
と
睦
び
、
金
銀
を
掠
奪
す
る
佞
人
の
煩
い
は
、
今
日
を
限
り
と
し
て
生
涯
煩
わ
せ
る
こ
と

な
く
、
家
も
身
も
平
穏
に
な
る
よ
う
に
祈
念
す
る
。

⑧
此
二
十
三
巻
〔
止
〕
云
〔
余
利
〕
次
々
速
々
〔
止
〕
著
述
〔
志
〕
仕
奉
〔
牟
〕
事
〔
尓
〕、

手
躓
〔
比
〕
足
躓
〔
比
〕
不
レ

令
レ

為
〔
氐
〕、
神
代
〔
乃
〕
故
事
〔
乎
〕
過
事
無
〔
久
〕、

正
〔
久
〕
直
〔
久
〕
唯
有
〔
尓
〕
有
〔
乃
〕
随
〔
尓
〕、
愛
〔
久
〕
善
〔
志
久
〕
皇
神
等
〔
乃
〕

幸
魂
奇
魂
預
相
致
〔
志
氐
〕、
神
〔
乃
〕
御
言
〔
止
〕
吾
言
〔
尓
〕
僻
々
〔
志
伎
〕
事
無
〔
久
〕、

千
巻
八
千
書
々
伝
〔
閇
氐
〕

こ
こ
で
は
、『
日
本
書
紀
伝
』
二
十
三
巻
を
次
々
に
著
述
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
手
を
躓
か

せ
る
こ
と
な
く
、
神
代
の
故
事
を
過
ぎ
る
こ
と
な
く
、
正
し
く
あ
り
の
ま
ま
に
、
皇
神
等
の
御

霊
に
助
け
ら
れ
、
神
の
御
言
葉
と
ひ
ね
く
れ
る
こ
と
な
く
書
き
伝
え
る
旨
を
述
べ
る
。

⑨
皇
神
等
〔
尓
〕
誓
白
〔
氐
〕、
此
日
本
書
紀
伝
〔
乎
〕
仕
奉
〔
流
〕
吾
心
〔
乎
〕
聞
食
〔
志
〕

愍
給
〔
閇
止
〕
恐
〔
美
〕
恐
〔
美
毛
〕
祷
申
〔
志
〕
給
〔
久
止
〕
白
〔
須
〕。

祭
文
の
最
後
に
、
皇
神
等
に
誓
い
申
し
上
げ
て
、『
日
本
書
紀
伝
』
の
執
筆
を
し
て
い
る
我

が
心
を
聞
食
さ
せ
る
よ
う
に
祈
念
す
る
。

六
、『
日
本
書
紀
伝
』
三
十
三
之
巻
の
構
想

こ
こ
で
大
瀧
家
に
宛
て
た
鈴
木
重
胤
の
最
期
書
簡
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
大

瀧
光
武
宛
の
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
七
月
二
十
二
日
付
の
書
簡
で
、
大
瀧
家
に
存
し
た
重
胤

最
期
の
書
簡
で
、
八
月
八
日
に
羽
前
大
山
の
大
瀧
家
に
到
着
し
て
い
る
。
そ
の
七
日
後
の
八
月

十
五
日
に
重
胤
は
江
戸
小
梅
の
自
宅
に
お
い
て
暗
殺
さ
れ
た
。
書
簡
の
内
容
か
ら
、
三
月
に
宗

像
詣
か
ら
帰
っ
て
か
ら
以
後
、『
日
本
書
紀
伝
』
三
十
三
巻
の
著
述
に
専
心
し
て
い
た
こ
と
が

窺
え
る
。

大
瀧
光
武
宛

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
七
月
二
十
二
日
付
鈴
木
重
胤
先
生
書
簡

（
重
胤
資
料
仮
番
号
四
八
六
）

（
前
略
）

一
、
日
本
紀
伝
卅
三
巻

著
述
中
、
降
臨
以
下
之
事
実
、
猶
亦
考
索
之
義
も
有
之
、
卅
一
卅
二
巻
之
内
、
見
合
せ

当
用
之
分

五
巻

上
中
下
三
巻

卅
一
巻

一
二
五
八
九
十
十
一
十
二
十
三
十
四
十
五
十
六
十
七
十
八
以
上

卅
二
巻

二
三
四
五
六
七

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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右
之
員
数
、
箱
入
ニ
し
て
、
此
も
の
へ
御
渡
し
被
下
候
様
仕
度
候
。
尤
光
賢
君
当
時
廿
九

相
済
、
三
十
巻
ニ
御
懸
り
之
事
と
存
候
。
此
方
十
一
、
二
月
頃
迄
手
明
次
第
指
下
し
候
事
。

（
後
略
）

重
胤
は
、
こ
の
と
き
『
日
本
書
紀
伝
』
三
十
三
巻
を
執
筆
中
で
、
天
孫
降
臨
以
下
の
事
実
に

つ
い
て
さ
ら
に
考
察
す
る
必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
『
日
本
書
紀
伝
』
の
校
正
の
や
り
と

り
や
な
ど
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま

と

め

以
上
、
鈴
木
重
胤
の
『
日
本
書
紀
伝
』
執
筆
の
姿
勢
に
つ
い
て
、
自
筆
稿
本
に
残
さ
れ
た
祭

文
、「
奉
二
告
日
本
書
紀
伝
再
稿
之
由
於

宗
像

椙
尾
二
所
大
神
等
及
天
社
国
社
之

皇
神

等
一
文
」「
奉
レ
告
二
日
本
書
紀
伝
宝
鏡
開
始
章
成
由
於

皇
神
等
一
且
寿
下

宗
像
大
神
東
京
小

一
条
亭
社
成
而
遷
二
座
新
殿
一
之
事
上
詞
」「
奉
レ
告
下
日
本
書
紀
伝
二
十
三
巻
稿
成
一
且
為
レ
奉
二

迎

宗
像
大
神
一
欲
レ
発
二
途
於
筑
紫
国
一
之
由

椙
尾

宗
像
二
所
大
神
及
天
神
地
祇
上
文
」
を

も
と
に
し
て
考
え
た
。
こ
れ
ら
か
ら
も
重
胤
の
特
色
と
も
い
え
る「
敬
神
の
念
」に
よ
っ
て『
日

本
書
紀
伝
』
を
執
筆
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
た
。
そ
れ
は
『
日
本
書
紀
伝
』
は
神
々
に
誓
い
を

立
て
て
執
筆
が
開
始
さ
れ
、
自
身
の
学
問
成
果
と
し
て
発
表
す
る
も
の
で
は
な
く
、
神
の
た
め
、

そ
し
て
天
皇
の
た
め
に
だ
け
に
執
筆
を
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
強
い
自
負
が
窺
え
る
。『
日
本

書
紀
伝
』
を
執
筆
し
完
成
さ
せ
る
こ
と
は
、
生
涯
に
亘
る
大
業
と
重
胤
自
身
が
理
解
し
て
、
国

家
を
守
護
す
べ
き
書
物
と
し
て
『
日
本
書
紀
』
を
尊
重
し
、『
日
本
書
紀
伝
』
を
著
述
す
る
こ

と
で
、「
皇
大
御
学
」
に
よ
っ
て
皇
室
と
国
家
を
護
持
で
き
る
と
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

註
（
1
）
谷
省
吾
『
鈴
木
重
胤
の
研
究
』（
神
道
史
学
会
、
昭
和
四
十
三
年
）。

（
2
）
谷
氏
前
掲
書
、
註
（
1
）
参
照
。

（
3
）
谷
氏
前
掲
書
、
註
（
1
）
参
照
。

（
4
）
荊
木
美
行
「
日
本
書
紀
研
究
の
現
在
」（
遠
藤
慶
太
・
河
内
春
人
・
関
根
淳
・
細
井
浩
志
編
『
日

本
書
紀
の
誕
生
―
編
纂
と
受
容
の
歴
史
―
』、
八
木
書
店
、
平
成
三
十
年
）。

（
5
）
谷
氏
前
掲
書
（
註
（
1
））
所
収
の
「
鈴
木
重
胤
略
年
譜
」
を
参
照
し
た
。

（
6
）
谷
氏
前
掲
書
（
註
（
1
））
所
収
の
「
鈴
木
重
胤
略
著
述
目
録
」
を
参
照
し
た
。

（
7
）
谷
氏
前
掲
書
、
註
（
1
）
参
照
。

（
8
）
山
下
久
夫
「
宣
長
『
古
事
記
伝
』
と
重
胤
『
日
本
書
紀
伝
』
―
起
源
神
話
の
創
造
と
し
て
」（
山

下
久
夫
・
斎
藤
英
喜
編
『
日
本
書
紀
一
三
〇
〇
年
を
問
う
』、
思
文
閣
出
版
、
令
和
二
年
）。

（
9
）
中
野
裕
三
「
鈴
木
重
胤
と
神
祇
祭
祀
―
神
学
確
立
過
程
に
関
す
る
一
考
察
―
」（『
国
学
者
の
神

信
仰
―
神
道
神
学
に
基
づ
く
考
察
―
』、
弘
文
堂
、
平
成
二
十
一
年
、
初
出
は
平
成
十
六
年
）。

（
10
）
浦
野
綾
子
・
佐
野
真
人
・
加
茂
正
典
・
大
平
和
典
「
鈴
木
重
胤
の
事
蹟
」（『
皇
學
館
大
学
研
究
開

発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
六
号
、
令
和
二
年
三
月
）。

（
11
）
谷
氏
前
掲
書
、
註
（
1
）
参
照
。

（
12
）
谷
省
吾
『
鈴
木
重
胤
先
生
―
人
と
心
―
』（
兵
庫
県
神
社
庁
、
昭
和
三
十
八
年
）。
引
用
部
分
は
「
第

二
話
」
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
後
に
註
（
1
）
前
掲
書
に
採
録
。

（
13
）
山
下
氏
前
掲
論
文
、
註
（
8
）
参
照
。

（
14
）「
花
山
院
邸
内
宗
像
神
社
を
重
胤
願
主
御
造
替
の
雑
記
及
宗
像
詣
日
記
抄
録
」（
星
川
清
民
『
鈴
木

重
胤
伝

附
門
人
伝
』、
昭
和
十
八
年
、
言
霊
書
房
）
を
参
照
。

（
15
）
谷
氏
前
掲
書
（
註
（
1
））
所
収
の
「
祝
詞
正
訓
出
版
の
事
情
」
を
参
照
し
た
。

（
16
）
谷
氏
前
掲
書
（
註
（
1
））
所
収
の
「
鈴
木
重
胤
略
著
述
目
録
」
を
参
照
し
た
。

（
17
）
谷
氏
前
掲
書
（
註
（
1
））
所
収
の
「
鈴
木
重
胤
略
著
述
目
録
」
を
参
照
し
た
。

（
18
）
皇
學
館
大
学
附
属
図
書
館
編
『
谷
省
吾
文
庫
蔵
書
目
録
』（
平
成
二
十
九
年
）
に
は
、「
大
正
五
年

（
一
八
五
六
年
）」
と
あ
る
が
、「
安
政
三
年
」
の
誤
植
で
あ
る
。

鈴
木
重
胤
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
の
姿
勢

『
日
本
書
紀
伝
』
自
筆
稿
本
に
残
さ
れ
た
祭
文
の
検
討
か
ら

（
佐
野
）
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【
参
考
資
料
】

各
祭
文
に
付
し
た
番
号
及
び
傍
線
は
、
各
節
で
引
用
す
る
番
号
と
対
応
し
て
い
る
の
で
適
宜
、
ご
参
照

い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、〔

〕
は
細
字
。
適
宜
、
句
点
等
も
加
え
て
い
る
。

1
、
奉
レ
告
二
日
本
書
紀
伝
再
稿
之
由
於

宗
像

椙
尾
二
所
大
神
等
及
天
社
国
社
之

皇
神
等
一
文

安
政
四
年
十
一
月
十
四
日
（
自
筆
稿
本
『
日
本
書
紀
伝
』
巻
五
ノ
下
）
全
集
未
収

高
御
座
天
津
日
継
〔
止
〕
玉
敷
平
大
宮
〔
尓
〕
大
座
坐
〔
氐
〕、
万
千
秋
〔
乃
〕
長
秋
〔
尓
〕
明
御
神
〔
止
〕

神
随
天
下
所
知
食
〔
須
〕
掛
巻
〔
毛
〕
恐
〔
伎
〕
①
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
遠
守
〔
止
〕
皇
大
御
書
〔
乎
〕
説

明
〔
米
氐
〕
皇
大
御
学
〔
乃
〕
業
〔
尓
〕
仕
奉
〔
流
〕
穂
積
朝
臣
重
胤
〔
我
〕
斎
在
〔
波
利
〕
清
在
〔
波
利
〕

持
恐
〔
美
〕
恐
〔
美
〕
仕
奉
〔
流
〕
吾
〔
我
〕
大
神
、
宗
像
三
前
大
神
・
八
尋
桙
椙
尾
大
神
〔
乎
〕
始
奉
〔
氐
〕、

天
神
一
千
五
百
万
・
地
祇
一
千
五
百
万
〔
止
〕
朝
夕
〔
尓
〕
起
〔
止
波
〕
寐
〔
止
波
〕
怠
事
無
〔
久
〕
漏

事
無
〔
久
〕
称
辞
竟
奉
〔
流
〕
皇
神
〔
乃
〕
大
前
〔
乎
〕、
八
度
額
突
〔
伎
〕
八
度
拝
伏
〔
氐
〕、
安
政
〔
乃
〕

四
年
〔
止
〕
云
年
〔
乃
〕
冬
十
一
月
〔
乃
〕
中
卯
日
〔
乃
〕
朝
日
〔
乃
〕
豊
坂
登
〔
尓
〕
妻
子
諸
共
〔
尓
〕、

清
〔
伎
〕
明
〔
伎
〕
正
〔
伎
〕
直
〔
伎
〕
誠
〔
乃
〕
心
〔
乎
〕
合
〔
世
〕
力
〔
乎
〕
一
〔
尓
〕
為
〔
氐
〕、

家
内
〔
乃
〕
者
共
諸
共
〔
尓
〕
悦
栄
〔
氐
〕、
慎
〔
美
〕
敬
〔
比
〕
恐
〔
美
〕
恐
〔
美
毛
〕
白
〔
佐
久
〕。

皇
神
等
〔
乃
〕
尊
〔
伎
〕
高
〔
伎
〕
広
〔
伎
〕
厚
〔
伎
〕
霊
威
〔
尓
〕
頼
〔
氐
〕、
②
平
宣
長
・
平
篤
胤

等
〔
我
〕
武
〔
伎
〕
雄
偉
〔
伎
〕
志
〔
乎
〕
継
〔
伎
〕
美
〔
多
久
〕
善
〔
志
伎
〕
迹
〔
乎
〕
遂
〔
氐
〕
此

大
業
〔
尓
〕
仕
奉
〔
良
久
止
波
〕、
吾
〔
我
〕
穂
積
朝
臣
〔
波
〕、
遠
神
祖
〔
余
利
〕
世
々
〔
尓
〕
伝
〔
氐
〕

武
勇
〔
乎
〕
以
〔
氐
〕
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
大
朝
廷
〔
尓
〕
仕
奉
〔
利
〕
侍
〔
良
比
〕
来
〔
流
〕
家
〔
止
奈
毛
〕

有
〔
祁
礼
婆
〕、
海
往
〔
加
婆
〕
水
漬
〔
久
〕
屍
、
山
行
〔
加
婆
〕
草
生
〔
須
〕
屍
、
平
和
〔
尓
波
〕
不
レ

可
二
有
〔
流
〕
一
氏
人
〔
尓
奈
毛
〕
有
〔
祁
流
〕。
然
〔
波
〕
雖
レ
在
〔
毛
〕
掛
巻
〔
毛
〕
恐
〔
伎
〕
皇
御
孫

尊
〔
乃
〕
大
御
稜
威
、
天
地
〔
乃
〕
間
〔
尓
〕
照
徹
〔
利
〕、
大
座
坐
〔
我
〕
故
〔
尓
〕、
此
大
八
洲
国
〔
波
〕

御
垣
内
〔
乃
〕
如
〔
久
〕
平
〔
久
〕
治
〔
利
〕、
海
外
在
〔
流
〕
蛮
夷
〔
乃
〕
国
王
共
〔
波
〕
梳
鞭
〔
乃
〕

御
調
〔
乎
〕
奉
入
〔
氐
〕
御
馬
飼
〔
止
〕
可
二
仕
奉
一
〔
伎
〕
時
〔
止
〕
有
〔
流
〕
哉
。
遙
〔
尓
〕
東
方
〔
奈

流
〕
遠
〔
伎
〕
夷
〔
乃
〕
長
〔
止
毛
〕
可
レ
云
〔
伎
〕
者
共
〔
伊
〕、
追
次
〔
氐
〕
参
渡
来
〔
氐
〕
征
夷
府
〔
乃
〕

許
〔
尓
〕
犬
〔
乃
〕
如
〔
久
〕
繋
〔
加
礼
〕
来
〔
利
氐
〕、
其
令
言
〔
乎
〕
受
賜
〔
利
〕
仕
奉
〔
流
〕
事
〔
尓

志
〕
有
〔
祁
礼
婆
〕、
万
国
〔
乎
〕
併
〔
世
氐
〕
実
〔
尓
〕
情
安
〔
伎
〕
大
御
世
〔
止
奈
毛
〕
有
〔
祁
礼
婆
〕、

御
階
下
〔
尓
〕
仕
奉
〔
氐
〕
在
〔
奈
毛
〕、
何
許
〔
乃
〕
功
〔
毛
〕
可
レ
立
〔
伎
尓
〕
非
〔
受
奈
毛
〕
有
〔
祁

礼
婆
〕、
③
思
起
〔
志
氐
〕
此
皇
大
御
学
〔
尓
〕
仕
奉
〔
良
牟
〕
事
、
海
往
〔
加
婆
〕
水
漬
〔
久
〕
屍
、

山
行
〔
加
婆
〕
草
生
〔
須
〕
屍
〔
止
〕、
夏
〔
止
〕
秋
〔
止
乃
〕
暑
〔
伎
〕
間
〔
波
〕、
日
経
・
日
緯
・
影
面
・

背
面
〔
乃
〕
国
々
〔
乎
〕
行
巡
〔
良
比
氐
〕
世
人
〔
乎
〕
教
導
〔
伎
〕、
冬
〔
止
〕
春
〔
止
乃
〕
寒
〔
伎
〕

間
〔
波
〕、
家
内
〔
尓
〕
固
〔
久
〕
閇
居
〔
氐
〕
皇
大
御
書
〔
乎
〕
説
明
〔
良
米
〕
仕
奉
〔
利
氐
〕、
世
中
〔
乎
〕

顧
無
〔
久
〕
功
〔
志
美
〕
勤
〔
米
氐
〕、
此
大
業
〔
止
〕
共
〔
尓
〕
生
〔
伎
〕
此
為
業
〔
止
〕
共
〔
尓
〕

死
〔
氐
〕
一
日
一
夜
〔
毛
〕
平
和
〔
尓
波
〕
不
レ

在
〔
止
〕
思
定
〔
氐
〕、
此
許
多
〔
久
〕
著
述
〔
世
流
〕

五
百
巻
千
巻
〔
乃
〕
書
巻
〔
波
志
毛
〕、
某
甲
〔
我
〕
身
〔
乃
〕
上
〔
尓
波
〕、
男
〔
乃
〕
弓
端
〔
乃
〕
御

調
物
〔
止
志
〕、
又
此
為
〔
尓
〕
家
〔
乃
〕
事
共
取
整
〔
布
流
〕
妻
子
等
〔
我
〕
為
〔
尓
波
〕、
女
〔
乃
〕

手
末
〔
乃
〕
御
調
物
〔
止
〕
貢
上
〔
流
〕
心
〔
乎
〕
以
〔
氐
〕、
天
下
〔
尓
〕
流
布
〔
古
良
志
〕
万
世
〔
尓
〕

伝
弘
〔
米
氐
〕、
漢
囀
為
〔
流
〕
徒
〔
乃
〕
眼
〔
乎
〕
抜
〔
伎
〕
仏
進
為
〔
流
〕
輩
〔
乃
〕
魂
〔
乎
〕
挫
〔
伎
〕

弓
矢
〔
乎
〕
捨
〔
氐
〕
犬
戒
振
為
〔
流
〕
女
々
〔
志
久
〕
拙
〔
伎
〕
武
士
〔
乃
〕
八
十
伴
〔
乃
〕
人
共
〔
乃
〕

長
〔
伎
〕
眠
〔
乎
〕
覚
〔
志
米
〕、
朝
廷
〔
乎
〕
蔑
如
〔
志
〕
奉
〔
利
氐
〕、
己
〔
我
〕
私
〔
乃
〕
主
〔
乎

能
美
〕
君
〔
止
〕
思
居
〔
氐
〕、
内
日
刺
〔
須
〕
大
宮
人
〔
乎
佐
閇
尓
〕
己
〔
我
〕
臣
〔
乃
〕
如
〔
久
〕

言
下
〔
志
〕
心
敖
〔
礼
流
〕
人
等
〔
乃
〕
夢
〔
乎
〕
驚
〔
加
志
米
〕、
天
下
〔
乃
〕
人
心
〔
乎
〕
混
〔
加

志
氐
〕
一
心
〔
止
〕
為
〔
志
〕
後
世
〔
乃
〕
人
〔
乃
〕
行
〔
乎
〕
令
レ
改
〔
氐
〕、
唯
一
向
〔
尓
〕
神
〔
止
〕

君
〔
止
乎
〕
仰
敬
〔
比
〕
貴
辱
〔
弥
〕
令
二
仕
奉
一
〔
氐
〕、
天
下
〔
乎
波
〕
一
家
〔
乃
〕
如
〔
久
〕
万
世
〔
乎

毛
〕
一
日
〔
乃
〕
如
〔
久
〕
令
レ

在
〔
氐
〕、
外
国
〔
余
利
〕
叛
反
〔
久
〕
心
有
〔
氐
〕
攻
寄
席
来
〔
礼
良

牟
尓
波
〕、
④
此
皇
大
御
書
〔
乎
〕
以
〔
氐
〕
天
石
盾
〔
乃
〕
如
〔
久
〕
立
塞
〔
氐
〕
待
防
却
〔
利
〕
言

排
〔
流
〕
器
〔
止
〕
成
〔
志
氐
〕
掃
〔
比
〕、
皇
国
〔
乃
〕
人
〔
尓
〕
朝
廷
〔
乎
〕
圍
〔
万
比
〕
軍
起
〔
須
〕

事
有
〔
止
毛
〕、
此
皇
大
御
学
〔
乎
〕
以
〔
氐
〕
守
奉
〔
利
〕
仕
奉
〔
良
牟
尓
波
〕、
防
〔
久
尓
波
〕
天
進
〔
利
〕

高
〔
伎
〕
大
城
〔
乃
〕
如
〔
久
〕
有
〔
利
〕、
退
〔
流
尓
波
〕
広
矛
〔
止
〕
成
〔
利
〕
利
剣
〔
止
〕
成
〔
利
〕

天
梔
弓
〔
止
〕
成
〔
利
〕
天
羽
々
矢
〔
止
〕
成
〔
氐
〕
人
無
〔
伎
〕
地
〔
乎
〕
行
通
〔
我
〕
如
〔
久
奈
毛
〕

有
〔
倍
伎
止
〕、
弥
奨
〔
尓
〕
奨
〔
美
〕
弥
勤
〔
尓
〕
勤
結
〔
而
〕
仕
奉
〔
流
〕、
⑤
某
甲
〔
我
〕
此
皇
大

御
学
〔
乃
〕
尊
〔
伎
〕
高
〔
伎
〕
広
〔
伎
〕
厚
〔
伎
〕
業
〔
尓
〕
恐
〔
志
〕
我
大
神
〔
乃
〕
大
御
霊
〔
乎
〕

幸
依
〔
志
〕
給
〔
閇
〕
哉
。
吾
父
穂
積
朝
臣
重
威
〔
我
〕
遺
訓
有
〔
氐
〕
二
部
三
部
〔
乃
〕
書
〔
乎
〕
賜
〔
比
〕、

母
麗
子
〔
我
〕
教
訓
〔
尓
波
〕
物
能
〔
久
〕
書
記
〔
世
止
〕
仰
〔
多
流
〕
事
〔
尓
波
〕
有
〔
礼
杼
毛
〕
如

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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何
〔
尓
〕
為
〔
氐
加
〕
有
〔
祁
武
〕、
三
十
余
〔
利
〕
二
〔
止
〕
云
年
迄
〔
尓
〕、
心
〔
波
〕
有
〔
奈
賀
良
尓
〕

志
〔
止
〕
云
物
〔
奈
毛
〕
不
レ
立
不
レ
通
〔
氐
〕
有
〔
祁
流
乎
〕、
其
天
保
十
四
年
〔
止
〕
云
〔
祁
流
〕
年
〔
乃
〕

春
正
月
〔
乃
〕
六
日
〔
乃
〕
日
、
皇
京
下
〔
尓
〕
在
〔
氐
〕
畏
所
〔
尓
〕
参
〔
利
〕
拝
奉
〔
利
〕
畢
〔
氐
〕

帰
〔
流
〕
道
〔
乎
〕
過
〔
利
氐
〕、
吾
不
レ
知
〔
尓
〕
不
レ
意
〔
久
毛
〕
古
〔
尓
〕
小
一
条
第
〔
尓
〕
坐
〔
止
〕

云
〔
祁
流
〕
宗
像
大
神
〔
乃
〕
御
許
〔
尓
〕
参
初
〔
氐
〕、
年
頃
何
処
〔
尓
〕
大
座
坐
〔
良
武
止
〕
尋
渡
〔
利

都
流
〕
心
〔
尓
波
〕
久
堅
〔
乃
〕
天
真
名
井
〔
尓
〕
振
滌
給
〔
比
志
〕
玉
〔
毛
〕
由
良
々
〔
尓
〕
嬉
〔
志
久
〕

尊
〔
久
〕
﨑
門
山
〔
尓
〕
御
表
〔
止
〕
置
〔
志
〕
給
〔
閇
流
〕
身
形
〔
乎
〕、
今
〔
毛
〕
正
月
〔
尓
〕
見

奉
〔
流
〕
心
思
〔
延
氐
〕、
其
翌
日
〔
余
利
〕
事
起
〔
志
氐
〕
筆
〔
乎
〕
取
〔
氐
〕
書
初
〔
多
理
祁
留
尓
〕

思
〔
倍
婆
〕、
思
〔
布
〕
任
〔
尓
〕
言
〔
尓
〕
出
〔
伝
〕
云
〔
倍
婆
〕、
云
〔
布
〕
任
〔
尓
〕
詞
〔
尓
〕
続
〔
伎

氐
〕、
一
部
〔
乃
〕
書
巻
〔
乎
〕
書
〔
久
尓
毛
〕
甚
容
易
〔
伎
〕
事
〔
止
〕
成
〔
礼
利
祁
礼
婆
〕、
身
〔
乃
〕

其
乍
〔
尓
〕
骨
〔
乎
〕
換
〔
多
留
〕
如
〔
久
〕
在
〔
氐
〕、
今
迄
不
レ

立
不
レ

通
〔
都
留
〕
志
〔
奈
毛
〕、
天

之
御
柱
〔
止
〕
我
〔
奈
賀
良
毛
〕
霊
在
〔
奴
倍
久
〕
太
〔
志
久
〕
高
〔
久
〕
衝
立
〔
留
乎
〕
以
〔
氐
〕、

自
来
以
降
吾
心
〔
波
〕、
神
〔
乃
〕
大
御
心
〔
尓
許
曽
止
〕
弥
高
〔
尓
〕
弥
広
〔
尓
〕
鎮
〔
米
〕
斎
〔
倍
氐
〕

仕
奉
〔
留
〕
内
〔
尓
〕、
平
篤
胤
〔
乎
〕
師
〔
止
志
〕
仕
〔
倍
氐
〕
学
〔
婆
々
夜
止
〕
思
成
〔
氐
〕、
出

羽
国
〔
乃
〕
秋
田
〔
尓
〕
下
〔
流
止
波
〕
一
巻
〔
乃
〕
書
〔
乎
毛
〕
不
レ

持
〔
氐
〕
旅
〔
乃
〕
装
〔
毛
〕

甚
襤
褸
〔
志
久
〕
出
立
〔
奴
礼
杼
毛
〕、
加
賀
国
〔
尓
氐
波
〕
書
読
説
〔
氐
〕
多
〔
久
乃
〕
人
共
〔
乎
〕

令
レ

感
〔
米
〕、
越
後
国
〔
尓
波
〕
平
誉
正
・
平
誉
重
〔
尓
〕
吾
学
〔
乃
〕
力
〔
乎
〕
顕
〔
波
佐
礼
〕、
出

羽
国
〔
尓
氐
波
〕
吾
師
〔
乃
〕
亡
〔
氐
〕
後
〔
尓
〕
五
十
日
許
在
〔
氐
〕
着
〔
多
利
祁
礼
婆
〕、
且
驚
〔
伎
〕

吾
嘆
〔
久
止
〕
雖
〔
毛
〕
師
〔
止
〕
成
〔
利
〕
弟
子
〔
止
〕
成
〔
流
波
〕、
其
志
〔
乎
〕
継
〔
久
尓
許
曽
波
〕

有
〔
祁
礼
〕。
凡
庸
〔
乃
〕
輩
〔
尓
〕
等
〔
志
久
〕
師
〔
乃
〕
授
〔
流
乎
〕
受
〔
氐
〕、
其
言
〔
乎
〕
誦
〔
布

流
〕
程
〔
乃
〕
拙
〔
久
〕
劣
〔
伎
〕
心
在
〔
牟
尓
波
〕
如
何
〔
伝
〕
哉
、
吾
師
〔
乃
〕
可
レ

悦
〔
伎
止
〕

大
〔
尓
〕
顧
〔
流
〕
心
出
来
〔
利
氐
〕
直
〔
尓
〕
平
鉄
胤
〔
乎
〕
以
〔
氐
〕、
茂
桙
〔
乃
〕
中
執
持
〔
志

米
氐
〕、
其
弟
子
共
〔
乃
〕
列
〔
尓
〕
十
一
月
〔
乃
〕
四
日
〔
止
〕
云
日
〔
奈
毛
〕
加
〔
波
理
多
理
祁
流
〕。

自
レ

其
此
方
彼
方
〔
止
〕
行
巡
〔
良
比
〕、
遠
方
此
方
〔
尓
〕
行
訪
〔
氐
〕
有
〔
祁
礼
杼
母
〕
人
無
〔
伎
〕

処
〔
乎
〕
行
〔
我
〕
如
〔
久
〕、
一
人
〔
陀
尓
〕
某
甲
〔
我
〕
言
〔
乎
〕
背
〔
久
〕
者
無
〔
久
〕
為
〔
氐
〕、

百
人
〔
尓
〕
向
〔
倍
婆
〕
百
人
従
〔
比
〕、
千
人
〔
尓
〕
向
〔
倍
婆
〕
千
人
順
〔
比
氐
〕、
千
名
〔
乃
〕
五

百
名
〔
尓
〕
天
雲
〔
乃
〕
高
〔
久
〕
貴
〔
久
〕
吾
名
〔
乎
〕
所
レ

知
〔
氐
奈
毛
〕
有
〔
祁
礼
乎
〕、
⑥
其
田

川
郡
〔
尓
〕
大
山
〔
止
〕
云
〔
布
〕
大
里
有
〔
祁
理
〕、
此
処
〔
尓
〕
藤
原
光
憲
〔
止
〕
云
〔
波
〕、
其
国
〔
尓

氐
波
〕
物
知
〔
止
〕
云
人
〔
尓
〕
在
〔
尓
〕、
荒
木
田
末
寿
〔
我
〕
許
〔
尓
〕
伊
勢
〔
尓
〕
学
〔
比
〕
貞

直
〔
乃
〕
郷
〔
乎
〕
慕
〔
比
氐
〕
京
都
〔
尓
〕
上
〔
礼
利
志
〕
人
〔
尓
氐
〕、
其
学
〔
毛
〕
𩨎
々
〔
志
加

良
奴
賀
〕
吾
〔
乎
〕
見
知
〔
流
〕
人
〔
尓
氐
〕、
其
族
穐
野
重
義
・
藤
原
光
賢
・
照
井
足
根
・
照
井
長
柄

等
〔
乎
〕
率
〔
氐
〕
教
子
〔
止
〕
成
〔
祁
流
余
利
〕
漸
〔
尓
〕
吾
家
門
〔
奈
毛
〕
広
〔
久
〕
盛
〔
尓
波
〕

成
〔
礼
利
祁
流
〕。
自
レ
其
京
都
〔
尓
〕
上
〔
良
武
止
〕
為
〔
氐
〕
江
戸
〔
尓
〕
到
〔
祁
流
尓
〕、
人
々
〔
乃
〕

乞
留
〔
流
尓
〕
率
〔
波
礼
氐
〕、
此
〔
尓
〕
家
居
〔
流
〕
事
〔
止
〕
成
〔
礼
流
袁
〕
聞
〔
氐
〕、
誉
正
・
誉

重
〔
余
利
波
〕
物
〔
乎
〕
貢
〔
氐
〕
家
〔
乎
〕
令
レ
起
〔
米
〕、
光
憲
〔
余
利
波
〕
其
子
光
胤
〔
乎
〕
吾
許
〔
尓
〕

令
レ
侍
〔
氐
〕
学
〔
乃
〕
労
〔
乎
〕
助
〔
祁
〕
其
所
〔
余
利
毛
〕
此
処
〔
余
利
毛
〕
物
〔
奈
杼
〕
豊
饒
〔
尓
〕

令
レ

在
〔
氐
奈
毛
〕
有
〔
祁
礼
婆
〕、
此
処
〔
尓
〕
住
〔
布
〕
事
〔
波
〕
実
〔
尓
〕
吾
〔
我
〕
大
神
〔
乃
〕

大
御
心
〔
止
〕
著
明
〔
久
〕
有
〔
我
〕
上
〔
尓
〕、
平
泰
純
〔
我
〕
女
住
子
〔
乎
〕
吾
妻
〔
止
〕
為
〔
流
尓
〕

就
〔
氐
〕
聞
〔
久
尓
〕、
彼
〔
我
〕
外
祖
〔
止
〕
有
〔
流
〕
吉
益
氏
〔
波
〕、
厳
島
大
神
〔
尓
〕
祈
奉
〔
氐
〕、

医
師
〔
乃
〕
術
〔
乎
〕
大
〔
尓
〕
得
〔
氐
〕、
天
下
四
方
〔
尓
〕
所
レ

知
〔
多
流
〕
家
〔
奈
流
尓
〕、
又
其

宗
像
大
神
〔
乃
〕
大
座
坐
〔
須
〕
前
内
大
臣
藤
原
公
〔
乃
〕
御
内
人
〔
奈
流
尓
〕、
其
外
孫
〔
乎
〕
某
甲
〔
我
〕

妻
〔
尓
〕
授
賜
〔
比
〕
依
〔
世
流
奈
毛
〕。
即
吾
〔
我
〕
大
神
〔
乃
〕
大
前
所
レ
為
〔
奈
流
〕
事
灼
然
〔
伎
〕

者
〔
奈
利
祁
流
〕。
自
レ

此
後
〔
尓
〕
家
甚
乏
〔
久
〕
成
〔
氐
〕、
活
計
〔
乃
〕
便
宜
無
〔
伎
〕
程
〔
尓
〕、

甚
〔
久
〕
悩
〔
米
流
〕
事
度
々
有
〔
利
〕。
光
憲
〔
乃
〕
許
〔
余
利
〕
時
々
〔
尓
〕
物
〔
乎
〕
贈
〔
利
氐
〕

其
急
事
〔
乎
〕
救
助
〔
流
〕
事
一
二
度
〔
尓
〕
不
レ

在
度
遍
〔
久
〕
然
有
〔
流
〕
間
〔
尓
〕
五
年
〔
乎
〕

経
〔
氐
〕、
嘉
永
元
年
光
胤
〔
波
〕
神
府
〔
尓
〕
被
レ
召
奉
〔
利
〕、
愈
家
〔
毛
〕
身
〔
毛
〕
不
レ
安
〔
邪
利

祁
流
〕
程
〔
許
曽
〕
有
〔
祁
礼
〕。
其
大
山
〔
乃
〕
里
〔
尓
〕
大
座
坐
〔
須
〕
八
尋
桙
椙
尾
大
神
〔
尓
〕

仕
奉
〔
流
〕
禰
宜
藤
原
直
勝
〔
乎
〕
遣
〔
世
氐
〕、
某
甲
〔
乎
〕
招
迎
〔
氐
〕
以
前
〔
余
利
波
〕
猶
愈
〔
利

氐
〕
人
々
〔
乃
〕
心
打
合
〔
比
〕、
此
年
〔
余
利
〕
始
〔
氐
〕
定
〔
礼
流
〕
員
〔
乃
〕
贈
物
有
〔
流
〕
事
〔
止
〕

成
〔
礼
流
余
利
〕
家
〔
毛
〕
身
〔
毛
〕
平
〔
介
久
〕
在
〔
氐
〕、
心
進
〔
万
比
〕
終
〔
尓
〕
其
年
〔
乃
〕

十
月
〔
余
利
〕
初
〔
氐
〕
嘉
永
〔
乃
〕
六
年
〔
乃
〕
冬
〔
尓
〕
至
〔
万
氐
尓
〕、
祝
詞
講
義
〔
止
〕
中
臣

寿
詞
講
義
〔
止
〕
二
部
〔
尓
氐
〕
莫
太
〔
乃
〕
書
典
〔
奈
毛
〕
澤
〔
尓
〕
多
〔
尓
〕
成
出
〔
氐
〕、
掛
巻
〔
毛
〕

恐
〔
伎
〕
高
千
穂
宮
〔
尓
〕
天
下
所
レ
知
看
〔
志
〕
遠
天
皇
祖
〔
乃
〕
神
〔
乃
〕
大
御
代
〔
余
利
〕、
中
今
〔
乃
〕

此
大
御
世
〔
尓
〕
至
〔
流
〕
迄
〔
尓
〕、
天
神
〔
乃
〕
御
子
随
〔
毛
〕
天
〔
尓
〕
坐
神
〔
乃
〕
言
依
〔
志
〕

鈴
木
重
胤
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
の
姿
勢

『
日
本
書
紀
伝
』
自
筆
稿
本
に
残
さ
れ
た
祭
文
の
検
討
か
ら

（
佐
野
）
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奉
賜
〔
倍
利
志
〕
任
〔
尓
〕、
食
国
天
下
〔
尓
〕
敷
賜
〔
比
〕
行
賜
〔
比
氐
〕
天
地
〔
止
〕
日
月
〔
止
〕

共
〔
尓
〕
百
姓
〔
乎
〕
撫
給
〔
比
〕
治
給
〔
比
〕
趣
給
〔
比
〕
平
給
〔
布
〕
皇
神
〔
乃
〕
道
〔
奈
毛
〕、

八
尺
句
璁
〔
乃
〕
如
〔
久
〕、
曲
妙
〔
尓
〕
知
〔
良
礼
〕
真
澄
鏡
〔
乃
〕
如
〔
久
〕、
明
亮
〔
尓
〕
十
握
剱
〔
乃
〕

如
〔
久
〕、
心
聡
〔
久
〕
思
得
〔
氐
奈
毛
〕
有
〔
祁
流
止
〕、
人
〔
尓
波
〕
不
レ
可
レ
言
〔
流
〕
事
〔
奈
賀
良
〕

本
〔
余
利
〕
此
大
業
〔
尓
〕
仕
奉
〔
流
〕
事
〔
乎
〕
天
津
水
影
〔
乃
〕
如
〔
久
〕
押
伏
〔
氐
〕、
見
行
〔
波

志
〕
所
レ
知
看
吾
〔
我
〕
大
神
〔
尓
波
〕
御
手
打
掛
〔
氐
〕
夜
守
〔
利
〕
日
守
〔
利
尓
〕
守
導
〔
伎
〕
給
〔
比

氐
〕、
御
手
〔
尓
〕
代
〔
利
氐
〕
令
二
然
有
一
給
〔
布
〕
事
〔
止
〕
思
〔
倍
婆
〕
別
〔
尓
〕
奇
〔
志
伎
〕
事
〔
止

波
〕
思
〔
波
受
氐
奈
毛
〕
有
〔
祁
流
〕。
⑦
自
レ
其
追
継
〔
氐
〕
日
本
書
紀
伝
〔
止
〕
云
書
〔
乎
〕
著
述
〔
志

氐
〕、
天
地
〔
乃
〕
立
〔
留
〕
始
〔
止
〕
世
中
〔
乃
〕
起
〔
留
〕
所
由
〔
乎
〕
明
〔
良
米
〕、
皇
神
〔
乃
〕

御
所
為
・
万
神
〔
乃
〕
御
功
用
・
天
津
日
継
高
御
座
〔
乃
〕
御
大
業
・
厳
神
之
宮
〔
乃
〕
神
事
〔
乃
〕
有

状
〔
波
〕
更
〔
奈
利
〕、
臣
・
連
・
伴
造
・
国
造
・
百
八
十
部
〔
乃
〕
氏
々
〔
乃
〕
由
来
名
々
〔
乃
〕
起

元
〔
乎
〕
正
〔
志
氐
〕
弁
〔
多
米
〕
知
〔
利
〕、
上
〔
波
〕
高
天
原
〔
止
〕
天
雲
〔
乃
〕
五
百
重
〔
我
〕

上
〔
波
〕
天
壁
立
極
〔
美
〕
迄
〔
毛
〕、
下
〔
波
〕
極
〔
氐
〕
遠
〔
志
止
〕
云
〔
布
〕
根
国
底
国
〔
止
〕

地
下
〔
波
〕
底
津
石
根
〔
乃
〕
限
〔
利
〕
迄
〔
毛
〕
知
〔
良
流
々
〕
限
〔
波
〕
知
尽
〔
志
〕、
中
〔
波
〕

此
大
地
〔
波
〕
一
列
〔
乃
〕
物
〔
尓
〕
在
〔
利
〕
外
国
〔
乃
〕
末
迄
〔
毛
〕
二
柱
御
祖
神
〔
乃
〕
生
給
〔
波

受
止
〕
云
事
〔
夜
波
〕
可
レ

有
〔
伎
止
〕
考
〔
氐
〕、
竟
〔
尓
〕
蛭
兒
〔
波
〕
蝦
夷
島
〔
余
利
〕
初
〔
氐
〕

東
北
〔
尓
〕
在
〔
流
〕
夷
国
〔
奈
流
〕
事
〔
乎
〕
見
究
〔
米
〕、
又
淡
州
〔
波
〕
韓
地
赤
懸
〔
余
利
〕
起
〔
氐
〕

西
南
〔
乃
〕
方
〔
奈
流
〕
蕃
国
〔
止
〕
思
定
〔
流
〕
見
解
〔
乃
〕
出
来
〔
礼
流
〕
事
〔
波
〕、
上
〔
尓
毛
〕

申
〔
我
〕
如
〔
久
〕、
⑧
吾
心
〔
波
〕
吾
物
〔
尓
波
〕
非
〔
受
〕、
大
神
〔
乃
〕
大
御
心
如
レ

是
〔
久
〕
睦

霊
合
〔
氐
〕
令
二

然
有
一

給
〔
倍
流
〕
物
〔
止
〕
思
〔
倍
婆
〕、
此
説
共
〔
波
〕
吾
言
〔
尓
〕
出
〔
氐
〕
吾

説
〔
尓
波
〕
非
〔
受
〕
吾
〔
我
〕
大
神
〔
乃
〕
事
依
〔
志
〕
授
賜
〔
倍
留
〕
大
御
言
〔
止
〕
受
賜
〔
利
氐
〕

思
浮
〔
布
〕
説
等
書
註
〔
志
氐
〕、
三
巻
〔
止
〕
云
〔
余
利
〕
始
〔
氐
〕
二
十
二
巻
〔
止
〕
云
〔
尓
〕
至
〔
利

氐
〕、
本
数
〔
波
〕
凡
七
十
一
本
有
〔
利
〕、
是
〔
尓
〕
其
二
百
五
十
五
張
〔
乎
〕
書
〔
多
留
〕
十
月
廿
五

日
〔
乃
〕
夜
可
二

見
合
一
〔
伎
〕
事
有
〔
氐
〕
此
五
巻
〔
止
〕
云
〔
乎
〕
見
〔
流
尓
〕、
四
年
以
前
〔
尓
〕

著
述
〔
世
利
志
〕
書
〔
尓
志
〕
有
〔
祁
礼
婆
〕、
今
見
〔
流
尓
波
〕
力
不
レ

足
〔
氐
〕、
其
𩨎
々
〔
志
伎
〕

心
〔
知
〕
為
〔
氐
〕
心
恥
〔
止
〕
所
レ
思
〔
由
流
〕
事
有
〔
波
〕、
其
時
〔
乃
〕
非
レ
事
〔
乎
〕
今
見
顕
〔
倍

伎
〕
学
力
〔
乃
〕
勝
〔
礼
流
奈
流
倍
志
〕
試
〔
氐
〕、
大
神
〔
乃
〕
御
霊
〔
乃
〕
身
〔
尓
〕
預
〔
比
〕
加
〔
波

礼
流
〕
程
〔
乎
〕
知
〔
婆
夜
止
〕
俄
〔
尓
〕
思
立
〔
氐
〕
書
改
〔
流
尓
〕、
此
十
一
月
〔
乃
〕
十
二
日
〔
止
〕

云
〔
尓
〕
書
畢
〔
氐
奈
毛
〕
有
〔
礼
婆
〕、
⑨
其
事
大
神
〔
乃
〕
宇
豆
〔
乃
〕
大
前
〔
尓
〕
訴
白
〔
志
氐
〕

乞
奉
〔
波
〕、
某
甲
〔
我
〕
見
〔
流
陀
尓
〕
斯
〔
流
〕
僻
事
〔
波
〕
交
〔
礼
流
〕
物
〔
乎
〕
並
〔
氐
乃
〕

世
人
〔
乃
〕
評
〔
尓
波
〕
可
レ

抱
〔
伎
尓
〕
非
〔
受
〕、
唯
後
世
〔
尓
〕
己
〔
乎
〕
知
〔
流
〕
一
人
〔
乃
〕

人
〔
乃
〕
為
〔
尓
〕
恥
〔
流
〕
事
無
〔
久
〕
可
〔
久
〕
弥
奨
〔
尓
〕
奨
〔
米
〕
給
〔
波
牟
〕
学
〔
乃
〕
力

餘
有
〔
流
〕
迄
〔
尓
〕
天
地
〔
尓
〕
思
足
〔
波
比
〕
令
レ

得
給
〔
閇
止
〕、
此
今
日
〔
乃
〕
生
日
〔
乃
〕
足

日
〔
尓
〕、
八
度
額
突
〔
伎
〕
八
度
拝
伏
〔
氐
〕
慎
〔
美
〕
敬
〔
比
〕
恐
〔
美
〕
恐
〔
美
毛
〕
斎
〔
比
〕

白
〔
佐
久
〕。
吾
〔
我
〕
大
神
〔
乃
〕
御
許
〔
尓
〕
参
初
〔
祁
流
〕
頃
〔
余
利
〕
心
〔
尓
〕
係
奉
〔
利
志
〕

如
〔
久
〕、
前
内
大
臣
藤
原
公
〔
乃
〕
御
内
〔
奈
流
〕
小
一
条
社
〔
止
〕
申
〔
須
乎
〕、
其
椙
尾
大
神
〔
乃
〕

御
蔭
〔
尓
〕
依
〔
利
〕
御
氏
子
〔
乃
〕
人
共
〔
尓
〕
被
レ

助
〔
氐
〕
造
改
〔
米
〕
仕
奉
〔
利
〕
畢
〔
氐
〕、

此
十
二
月
〔
乃
〕
頃
新
宮
移
〔
乃
〕
事
可
レ
有
〔
伎
〕
由
〔
乎
〕
承
〔
波
礼
々
婆
〕、
其
瑞
宮
〔
乃
〕
内
〔
尓

波
〕
大
神
〔
乃
〕
大
御
心
〔
毛
〕
平
〔
介
久
〕
安
〔
介
久
〕
鎮
定
〔
利
〕
大
座
坐
〔
須
〕
可
〔
伎
〕
御
儲

坐
〔
良
志
止
〕
想
像
〔
利
〕
奉
〔
利
氐
〕、
愛
〔
久
〕
嬉
〔
志
久
〕
悦
〔
志
久
〕
尊
〔
久
〕
所
レ

思
〔
流
〕

任
〔
尓
〕、
又
此
今
日
〔
波
志
毛
〕
掛
巻
〔
毛
〕
恐
〔
伎
〕
天
神
御
子
〔
乃
〕
新
嘗
〔
乃
〕
大
御
政
聞
食

給
〔
久
止
〕、
天
社
・
国
社
〔
乃
〕
皇
神
等
〔
尓
毛
〕
千
秋
〔
乃
〕
五
百
秋
〔
乃
〕
相
嘗
〔
乎
〕
進
給
〔
布
〕

天
照
国
〔
乃
〕
日
宮
〔
由
〕
磐
門
押
張
〔
利
〕
天
雲
〔
尓
〕
磐
舩
浮
〔
氐
〕
天
降
給
〔
布
〕
千
五
百
万
〔
乃
〕

神
等
〔
乎
毛
〕、
又
高
山
・
短
山
〔
乃
〕
伊
穂
理
〔
余
利
波
〕
天
浮
橋
〔
尓
〕
乗
立
〔
志
〕
海
原
〔
波
〕

辺
〔
余
利
〕
沖
〔
余
利
〕
浪
穂
〔
尓
〕
乗
〔
氐
毛
〕
来
坐
〔
須
〕、
山
野
・
海
川
〔
乃
〕
神
等
千
五
百
万
〔
乃
〕

御
前
〔
乎
毛
〕
併
〔
世
氐
〕
持
斎
〔
伎
〕
仕
奉
〔
流
〕
事
〔
乃
〕
由
〔
乎
〕
聞
食
〔
氐
〕、
相
宇
豆
那
比

奉
〔
利
〕
堅
磐
〔
尓
〕
常
石
〔
尓
〕
斎
奉
〔
利
〕
茂
〔
乃
〕
大
御
世
〔
尓
〕
幸
奉
給
〔
布
〕
生
日
〔
乃
〕

足
日
〔
止
〕
天
地
〔
止
〕
足
〔
志
〕
照
〔
志
氐
〕、
相
栄
坐
〔
牟
〕
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
大
朝
廷
〔
乃
〕
御

為
〔
尓
〕、
五
百
〔
都
〕
綱
延
〔
太
流
加
〕
如
〔
久
〕
天
地
〔
止
〕
久
〔
志
伎
〕
迄
〔
尓
〕、
皇
大
御
学
〔
乃
〕

尊
〔
伎
〕
高
〔
伎
〕
広
〔
伎
〕
厚
〔
伎
〕
神
業
〔
尓
〕
仕
奉
〔
流
〕
御
恩
頼
〔
尓
〕
報
奉
〔
久
止
〕
為
〔
氐
〕、

藤
原
綱
俊
〔
尓
〕
命
〔
世
氐
〕
真
金
吹
〔
久
〕
吉
備
〔
乃
〕
中
山
帯
〔
尓
〕
為
〔
流
〕
細
谷
川
〔
乃
〕
清
〔
久
〕

麗
〔
志
伎
〕
真
金
〔
乎
婆
〕、
天
香
山
〔
乃
〕
忌
火
〔
尓
〕
鍛
〔
志
〕
令
レ
作
〔
多
流
〕
三
枝
〔
乃
〕
三
〔
乃
〕

大
御
剱
〔
乎
〕
目
〔
乃
〕
耀
〔
久
〕
黄
金
〔
乃
〕
装
〔
比
〕
善
〔
志
久
〕
仕
奉
〔
利
〕
彩
色
〔
乃
〕
御
帒
〔
尓
〕

納
奉
〔
利
氐
〕、
此
〔
乃
〕
宝
剱
〔
乎
婆
〕
掛
巻
〔
波
〕
甚
〔
毛
〕
恐
在
〔
令
杼
毛
〕
瀛
津
宮
〔
乃
〕
神

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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財
〔
止
〕
捧
奉
〔
利
〕、
又
櫛
明
〔
流
〕
清
〔
伎
〕
真
玉
〔
乎
〕
皇
神
〔
乃
〕
大
御
心
〔
毛
〕
円
〔
尓
〕

磨
成
〔
志
〕
仕
奉
〔
利
氐
〕、
錦
〔
乃
〕
御
褥
・
紫
〔
乃
〕
厚
総
・
紅
〔
乃
〕
御
覆
〔
尓
〕
至
迄
〔
尓
〕

備
奉
〔
氐
〕、
此
〔
乃
〕
瑞
珠
〔
乎
〕
中
津
宮
〔
乃
〕
神
財
〔
止
〕
奉
〔
利
〕
上
〔
氐
〕、
去
〔
志
〕
安
政
〔
乃
〕

初
年
〔
尓
〕
某
甲
〔
我
〕
持
参
行
〔
氐
〕
奉
〔
利
〕
納
〔
多
留
〕
辺
津
宮
〔
乃
〕
斎
鏡
〔
止
〕
捧
奉
〔
礼
留
〕

神
財
〔
止
〕
合
〔
世
氐
〕、
此
三
〔
乃
〕
神
宝
〔
乎
〕
吾
〔
我
〕
宗
像
大
神
〔
乃
〕
大
御
許
〔
尓
〕
各
〔
毛
〕

各
〔
毛
〕
配
捧
奉
〔
久
止
〕、
今
日
〔
奈
毛
〕
其
御
国
〔
尓
〕
贈
奉
〔
留
〕
状
〔
乎
〕
手
掌
〔
毛
〕
摎
亮
〔
尓
〕

打
上
乍
〔
毛
〕
恵
々
良
々
〔
尓
〕
饒
栄
〔
延
氐
〕
聞
食
〔
氐
〕、
天
地
〔
止
〕
日
月
〔
止
〕
共
〔
尓
〕
見

明
〔
牟
流
〕
物
〔
止
〕
斎
鏡
〔
尓
〕
打
向
〔
波
志
〕
給
〔
布
我
〕
如
〔
久
〕、
某
甲
〔
我
〕
家
〔
乎
〕
天

照
〔
志
〕
見
明
〔
米
〕
給
〔
比
氐
〕、
日
毎
〔
尓
〕
読
説
明
〔
良
米
〕
仕
奉
〔
流
〕
皇
大
御
書
〔
乃
〕
大

御
学
〔
乎
〕、
天
知
〔
也
〕
日
月
〔
乃
〕
如
〔
久
〕
天
下
〔
尓
〕
令
レ

明
〔
米
〕
給
〔
比
〕、
此
玉
〔
乃
〕

阿
夜
〔
尓
〕
阿
夜
〔
尓
〕
淸
〔
久
〕
麗
美
〔
志
久
〕
有
〔
氏
〕
四
方
八
面
〔
尓
〕
韻
〔
比
〕
満
〔
氐
〕、

光
曜
〔
余
比
〕
弥
明
〔
利
尓
〕
明
〔
利
〕
弥
照
〔
尓
〕
照
徹
〔
流
我
〕
如
〔
久
〕、
此
瑞
珠
〔
乃
〕
清
〔
久
〕

麗
美
〔
志
伎
〕
心
〔
止
〕
皇
神
等
〔
乃
〕
大
御
心
〔
尓
〕
相
通
〔
比
氐
〕、
隈
々
〔
志
伎
〕
事
無
〔
久
〕
鬱
々

〔
志
伎
〕
事
無
〔
久
〕、
此
仕
奉
〔
流
〕
皇
大
御
書
〔
乃
〕
大
御
学
〔
尓
〕
明
〔
流
久
〕
在
〔
氐
〕、
神
代
〔
乃
〕

古
事
真
清
明
〔
尓
〕
説
書
〔
氐
〕
天
地
〔
乃
〕
共
長
〔
久
〕
遠
〔
久
〕
照
〔
志
〕
令
レ
明
給
〔
比
〕、
此
〔
乃
〕

宝
剱
〔
乎
〕
奉
〔
流
〕
事
〔
波
〕、
上
〔
波
〕
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
大
朝
廷
〔
尓
〕
仕
奉
〔
流
〕
親
王
等
・

王
等
・
臣
等
・
百
官
人
等
〔
乎
〕
己
〔
我
〕
乖
々
不
レ
令
レ
在
悪
心
・
邪
意
無
〔
久
〕
令
二
仕
奉
一
給
〔
比
〕、

高
天
原
〔
尓
〕
事
始
〔
氐
〕
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
大
御
命
〔
良
万
止
〕
食
国
天
下
〔
尓
〕
敷
給
〔
比
〕
行
給
〔
布
〕

天
津
宮
事
〔
乃
〕
任
〔
尓
〕、
清
〔
伎
〕
明
〔
伎
〕
正
〔
伎
〕
直
〔
伎
〕
誠
〔
乃
〕
心
〔
乎
〕
以
〔
氐
〕

令
二
仕
奉
一
給
〔
比
〕、
其
心
背
〔
伎
氐
〕
天
神
御
子
〔
乎
〕
蔑
如
〔
志
〕
奉
〔
利
〕
敖
高
〔
夫
理
〕
大
君
〔
佐

備
〕
為
〔
氐
〕、
天
下
〔
乎
〕
掠
〔
比
〕
奪
〔
布
〕
頑
〔
多
夫
礼
〕
曲
〔
礼
良
武
〕
人
共
〔
乎
〕
棄
〔
比
〕

給
〔
比
〕
平
〔
介
〕
給
〔
波
武
〕
大
御
剱
〔
止
〕
捧
奉
〔
利
〕、
中
〔
波
〕
天
下
〔
尓
〕
在
〔
止
〕
有
〔
由

流
〕
武
士
〔
乃
〕
人
共
〔
伊
〕、
此
頃
〔
止
〕
成
〔
氐
波
〕
異
国
風
〔
乃
〕
火
筒
〔
乎
能
美
〕
事
〔
止
〕

為
〔
氐
〕、
神
武
〔
乃
〕
行
来
〔
流
〕
神
代
〔
乃
〕
大
御
手
振
〔
乎
〕
易
〔
氐
〕、
矛
〔
由
介
〕
矢
刺
〔
氐
〕

軍
圍
〔
牟
〕
事
〔
乎
〕
忘
〔
礼
氐
〕
剱
刀
身
〔
尓
〕
取
副
〔
流
〕
心
〔
毛
〕
止
〔
氐
〕、
形
〔
波
〕
皇
大

御
国
〔
乃
〕
人
〔
尓
〕
為
〔
氐
〕、
心
〔
波
〕
戎
〔
止
毛
〕
戎
〔
止
〕
禽
獣
如
〔
須
〕
毛
民
〔
乃
〕
心
〔
乎
〕

受
持
〔
知
氐
〕、
己
〔
尓
〕
其
殃
災
〔
比
〕
征
夷
府
〔
乎
〕
始
〔
氐
〕
国
々
〔
乃
〕
宰
持
共
〔
尓
〕
及
〔
倍

流
乎
〕、
皇
神
等
〔
乃
〕
大
御
稜
威
〔
乎
〕
以
〔
氐
〕
取
挫
〔
伎
〕
言
和
給
〔
波
武
〕
武
装
〔
乃
〕
大
御

剱
〔
止
〕
捧
奉
〔
利
〕、
下
〔
波
〕
皇
神
等
〔
乃
〕
御
霊
〔
尓
〕
資
〔
氐
〕
天
下
四
方
〔
乃
〕
人
共
〔
乃
〕

年
遍
〔
久
〕
被
レ
欺
〔
氐
〕
相
交
〔
許
礼
利
志
〕
漢
意
仏
心
〔
乎
毛
〕、
稍
改
〔
麻
利
〕
直
〔
良
比
〕
行
〔
久
〕

時
〔
止
〕
桜
花
韻
〔
布
我
〕
如
〔
久
〕
今
真
盛
〔
尓
〕
弘
〔
利
〕
行
〔
波
礼
〕
初
〔
氐
〕、
鈴
屋
〔
乃
〕

餘
〔
乃
〕
韻
〔
伎
〕
亮
々
〔
尓
〕
天
下
〔
乃
〕
人
心
改
〔
利
〕、
科
戸
〔
乃
〕
風
〔
乃
〕
天
〔
乃
〕
八
重

雲
〔
乎
〕
吹
掃
〔
布
〕
気
吹
舎
〔
乃
〕
言
行
〔
波
礼
氐
〕、
四
方
〔
乃
〕
御
民
〔
毛
〕
皇
神
〔
乃
〕
大
道
〔
乎
〕

尊
〔
美
〕
奉
〔
利
〕、
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
大
朝
廷
〔
乎
〕
仰
奉
〔
流
〕
心
〔
乎
毛
〕、
年
〔
尓
〕
勝
〔
利
〕

月
〔
尓
〕
勝
〔
利
〕
日
〔
尓
〕
勝
〔
利
〕
時
〔
尓
〕
勝
〔
利
氐
〕
天
原
蔓
〔
許
流
〕
雲
〔
乃
〕
広
〔
久
〕

遠
〔
伎
〕
功
〔
毛
〕
立
〔
知
〕、
徳
〔
乎
毛
〕
成
〔
左
婆
〕
成
〔
志
都
〕
可
〔
伎
〕
中
今
〔
乃
〕
大
御
代
〔
尓
〕

為
〔
氐
〕、
⑩
其
皇
大
御
学
〔
乃
〕
業
〔
乎
〕
受
継
〔
久
〕
某
甲
〔
我
〕
然
許
〔
利
〕
可
レ

畏
〔
伎
〕
皇
神

等
〔
乃
〕
大
御
霊
〔
乎
〕
蒙
奉
〔
利
〕
乍
〔
尓
〕、
一
日
一
夜
〔
毛
〕
空
〔
志
久
〕
可
レ
有
〔
伎
尓
〕
非
〔
礼

婆
〕、
此
五
巻
〔
尓
〕
当
〔
流
〕
本
〔
乃
〕
再
稿
〔
波
〕
書
畢
〔
利
氐
〕
復
元
〔
乃
〕
所
〔
尓
〕
返
〔
利
氐
〕、

其
二
十
二
巻
〔
乃
〕
二
百
五
十
六
張
〔
余
利
〕
次
々
〔
尓
〕
夜
半
暁
時
〔
止
〕
云
〔
受
〕
勤
〔
米
〕
結
〔
利
〕

仕
奉
〔
利
良
武
〕
状
〔
波
〕、
今
八
年
〔
我
〕
程
〔
尓
〕
凡
三
百
巻
許
〔
尓
〕
書
成
〔
志
〕
仕
奉
〔
利
氐
〕、

次
〔
尓
波
〕
祝
詞
講
義
〔
止
〕
中
臣
寿
詞
講
義
〔
止
乃
〕
浄
書
〔
乎
〕
仕
奉
〔
利
〕、
其
事
畢
〔
氐
〕
後
〔
尓

波
〕
此
日
本
書
紀
伝
〔
乎
〕
委
曲
〔
尓
〕
正
〔
志
〕
記
〔
左
牟
〕
事
生
涯
〔
乃
〕
我
業
〔
止
〕
仕
奉
〔
久
止
〕

為
〔
氐
〕、
日
毎
〔
尓
〕
皇
神
等
〔
乃
〕
尊
〔
伎
〕
高
〔
伎
〕
広
〔
伎
〕
厚
〔
伎
〕
御
恩
頼
〔
乎
〕
天
水

仰
乞
祈
奉
〔
流
〕
我
家
〔
尓
波
〕、
手
躓
〔
比
〕
足
躓
〔
乃
〕
事
共
不
レ
令
レ
在
〔
氐
〕、
⑪
常
〔
毛
〕
祈
奉
〔
流
〕

椙
尾
大
神
〔
乃
〕
御
氏
子
〔
乃
〕
人
共
〔
尓
〕、
家
業
〔
乎
〕
被
レ

助
〔
氐
〕
令
レ

書
〔
流
〕
草
稿
〔
波
〕

其
大
神
〔
尓
〕
令
二

捧
奉
一

給
〔
比
〕、
天
下
〔
乃
〕
為
〔
尓
〕
万
世
〔
乃
〕
後
代
〔
乃
〕
為
〔
尓
〕
天
之

御
柱
・
国
之
御
柱
〔
止
〕
国
鎮
〔
止
毛
〕
可
レ
成
〔
伎
〕
底
宝
々
書
〔
止
〕
令
レ
書
給
〔
波
牟
尓
〕、
金
銀
〔
乎
〕

欺
奪
〔
比
氐
〕
皇
大
御
書
〔
乎
〕
可
レ

求
〔
伎
〕
価
〔
乎
〕
令
レ

廃
〔
流
〕
悪
〔
伎
〕
人
共
〔
尓
〕
不
レ

令

レ
近
〔
氐
〕
物
等
〔
乎
〕
豊
饒
〔
尓
〕
令
レ

在
給
〔
比
〕、
又
処
々
〔
余
利
〕
訪
来
〔
利
氐
〕
吾
手
〔
乎
〕

妨
〔
介
〕
皇
大
御
学
〔
乃
〕
業
〔
乎
〕
令
レ

怠
〔
流
〕
風
流
人
〔
乃
〕
遊
士
〔
止
〕
云
者
〔
乎
婆
〕
遠
放

給
〔
比
氐
〕、
情
安
〔
尓
〕
平
〔
久
〕
安
〔
久
〕
令
二
仕
奉
一
坐
〔
久
止
〕、
神
〔
乎
毛
〕
人
〔
乎
毛
〕
在
〔
礼
〕、

皇
大
御
書
〔
乃
〕
大
御
学
〔
尓
〕
障
〔
流
〕
悪
〔
志
伎
〕
神
、
穢
〔
伎
〕
人
共
〔
乎
〕
此
大
御
剱
〔
乎
〕

以
〔
氐
〕、
言
向
鎮
給
〔
閇
止
〕
合
〔
世
氐
〕
此
三
口
〔
乃
〕
宝
剱
〔
乎
〕
其
瑞
珠
〔
止
〕
諸
共
〔
尓
〕

鈴
木
重
胤
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
の
姿
勢

『
日
本
書
紀
伝
』
自
筆
稿
本
に
残
さ
れ
た
祭
文
の
検
討
か
ら

（
佐
野
）

― 53―



斎
清
〔
米
〕
仕
奉
〔
氐
〕、
今
日
〔
乃
〕
吉
日
〔
尓
〕
其
御
許
〔
尓
〕
贈
奉
〔
利
〕
奉
上
〔
良
久
止
〕
江

上
善
章
〔
尓
〕
寄
〔
世
氐
〕、
百
重
山
隔
在
〔
流
〕
道
〔
乎
〕
玉
梓
〔
乃
〕
書
〔
乃
〕
便
〔
利
尓
〕
事
伝
〔
氐
〕、

各
其
宮
々
〔
尓
〕
納
奉
〔
流
〕
事
〔
乃
〕
由
〔
乎
〕
聞
食
〔
氐
〕、
此
年
頃
某
甲
〔
我
〕
家
〔
尓
〕
斎
〔
伎

氐
〕
子
孫
〔
乃
〕
八
十
連
連
〔
尓
〕
続
〔
伎
氐
〕、
可
二

仕
奉
一
〔
伎
〕
皇
神
〔
乃
〕
大
御
身
形
〔
止
〕
奥

津
島
山
国
〔
毛
〕
照
〔
加
尓
〕
光
曜
〔
余
布
〕
黄
金
〔
乃
〕
塊
〔
乎
〕
授
賜
〔
比
〕
依
賜
〔
閇
止
〕
祈
奉
〔
利

氐
〕、
来
年
〔
乃
〕
夏
〔
乃
〕
始
〔
尓
〕
中
津
島
在
〔
流
〕
遙
宮
〔
乃
〕
御
許
迄
御
迎
〔
尓
〕
参
〔
利
〕

令
レ

侍
給
〔
閇
止
〕
奉
〔
流
〕
物
〔
波
〕、
精
米
〔
乃
〕
御
飯
〔
乎
〕
玉
笥
〔
尓
〕
盛
〔
氐
〕
八
盛
〔
尓
〕

盛
捧
〔
介
〕、
御
酒
〔
波
〕
𩣢
上
高
知
〔
利
〕
𩣢
腹
満
雙
〔
氐
〕
汁
〔
尓
毛
〕
実
〔
尓
毛
〕
称
辞
竟
奉
〔
利
〕、

大
原
野
〔
尓
〕
生
物
〔
波
〕
甘
菜
・
辛
菜
、
青
海
原
〔
尓
〕
住
物
〔
波
〕
鰭
〔
能
〕
広
物
・
鰭
〔
乃
〕
狭
物
・

奥
津
藻
菜
・
辺
津
藻
菜
〔
尓
〕
至
迄
〔
尓
〕、
百
取
〔
乃
〕
机
代
物
〔
止
〕
奉
上
〔
氐
〕、
御
服
〔
波
〕
明
妙
・

照
妙
・
荒
妙
・
和
妙
・
五
色
物
〔
乎
毛
〕
称
辞
竟
奉
〔
久
乎
〕、
吾
〔
我
〕
大
神
〔
乎
〕
始
奉
〔
利
氐
〕

諸
〔
乃
〕
皇
神
等
〔
乃
〕
大
御
心
〔
毛
〕
明
〔
介
久
〕
所
聞
食
〔
氐
〕、
愛
〔
乃
〕
盛
〔
尓
〕
相
宇
豆
〔
那

比
〕
給
〔
比
〕
相
穴
〔
奈
比
〕
給
〔
比
〕
相
助
〔
介
〕
給
〔
比
〕
相
幸
〔
倍
〕
給
〔
波
武
〕
尊
〔
伎
〕
高
〔
伎
〕

広
〔
伎
〕
厚
〔
伎
〕
御
霊
〔
尓
〕
資
〔
氐
〕、
家
〔
尓
毛
〕
身
〔
尓
毛
〕
八
十
枉
津
日
〔
乃
〕
枉
悪
事
在
〔
世

受
〕、
咎
過
有
〔
牟
乎
婆
〕
神
直
日
・
大
直
日
〔
尓
〕
見
直
〔
志
〕
聞
直
坐
〔
氐
〕
夜
守
〔
利
〕
日
守
〔
尓
〕

守
恵
〔
美
〕
幸
給
〔
比
〕、
某
甲
〔
我
〕
家
〔
乎
〕
起
〔
志
〕
身
〔
乎
〕
令
レ

立
給
〔
比
〕、
此
清
〔
伎
〕

明
〔
伎
〕
正
〔
伎
〕
直
〔
伎
〕
誠
〔
乃
〕
心
〔
乎
〕
以
〔
氐
〕、
⑫
皇
神
等
〔
乃
〕
御
手
〔
尓
〕
代
〔
利
氐
〕

仕
奉
〔
流
〕
皇
大
御
書
〔
乃
〕
尊
〔
伎
〕
高
〔
伎
〕
広
〔
伎
〕
皇
大
御
学
〔
乃
〕
業
〔
尓
〕
妙
〔
尓
〕
奇
〔
志

伎
〕
可
美
名
〔
乎
〕
千
名
〔
乃
〕
五
百
名
〔
尓
〕
負
持
〔
氐
〕
許
々
〔
太
久
〕
忠
〔
尓
〕
功
〔
志
久
〕

令
レ
在
給
〔
比
氐
〕、
掛
巻
恐
〔
伎
〕
現
御
神
〔
止
〕
天
下
所
知
食
〔
須
〕
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
大
御
代
〔
乎
〕

手
長
〔
乃
〕
大
御
世
〔
止
〕
堅
石
〔
尓
〕
常
石
〔
尓
〕
斎
〔
比
〕
奉
〔
利
〕
五
十
橿
〔
乃
〕
大
御
世
〔
尓
〕

幸
奉
〔
利
〕
天
下
平
穏
〔
志
久
〕
公
民
令
二

富
栄
一

給
〔
閇
止
〕、
今
日
〔
乃
〕
生
日
〔
乃
〕
足
日
〔
乃
〕

朝
日
〔
乃
〕
豊
坂
登
〔
尓
〕、
八
度
額
突
〔
伎
〕
八
度
拝
伏
〔
手
〕
穂
積
朝
臣
重
胤
・
妻
平
朝
臣
住
子
・

稚
子
・
穂
積
朝
臣
重
兼
、
又
淡
路
国
〔
尓
〕
在
〔
流
〕
母
麗
子
〔
乃
〕
手
〔
尓
〕
代
〔
利
氐
〕
穂
積
朝
臣

重
胤
〔
伊
〕、
慎
〔
美
〕
敬
〔
比
〕
恐
〔
美
〕
恐
〔
美
毛
〕
願
奉
〔
流
〕
事
〔
乃
〕
由
〔
乎
〕、
天
香
山
〔
乃
〕

天
真
男
鹿
〔
乃
〕
耳
振
立
〔
手
〕
聞
食
〔
世
止
〕
十
六
自
物
膝
折
伏
〔
世
〕
鵜
事
物
頚
根
突
抜
〔
氐
〕
恐
〔
美
〕

恐
〔
美
毛
〕
斎
事
仕
奉
〔
久
止
〕
白
〔
須
〕。

辞
別
〔
氐
〕
白
〔
久
〕、
八
束
穂
〔
乃
〕
出
羽
国
茂
穂
〔
乃
〕
田
川
郡
御
心
〔
乎
〕
大
山
〔
乃
〕
里
〔
尓
〕

称
辞
竟
奉
〔
流
〕
八
尋
桙
椙
尾
大
神
・
級
長
津
彦
命
・
級
長
津
姫
命
・
倉
稲
魂
命
・
月
夜
見
尊
四
前
大
神

〔
乃
〕
大
御
前
〔
乎
〕
始
〔
氐
〕、
其
国
〔
乃
〕
皇
神
等
〔
乃
〕
大
前
〔
尓
〕
白
〔
佐
久
〕、
掛
巻
〔
毛
〕

恐
〔
伎
〕
大
神
〔
乃
〕
御
氏
子
〔
乃
〕
人
共
〔
乎
〕
吾
教
子
〔
尓
〕
事
依
〔
志
〕
授
給
〔
倍
流
余
利
〕
開

初
〔
氐
〕、
日
吉
大
神
・
春
日
大
神
〔
乃
〕
敷
坐
〔
流
〕
鶴
岡
〔
乃
〕
人
共
、
春
日
大
神
・
賀
茂
大
神
〔
乃
〕

鎮
給
〔
布
〕
賀
茂
〔
乃
〕
人
共
〔
乎
〕
始
〔
氐
〕、
其
国
内
〔
尓
〕
在
〔
由
流
〕
千
人
・
五
百
人
〔
尓
〕

神
〔
乃
〕
如
〔
久
〕
仰
〔
伎
〕
貴
〔
万
延
〕
君
〔
乃
〕
如
〔
久
〕
傅
〔
伎
〕
敬
〔
波
延
奈
毛
〕、
皇
大
御

書
〔
乃
〕
大
御
学
〔
乃
〕
業
〔
乎
〕
以
〔
氐
〕
安
那
〔
那
比
〕
教
趣
〔
氐
〕
有
〔
流
〕
中
〔
尓
〕、
藤
原

光
憲
・
藤
原
足
根
・
藤
原
重
義
・
藤
原
光
賢
・
藤
原
長
柄
・
藤
原
直
勝
・
穂
積
秀
直
等
〔
乃
〕
人
等
〔
余
利
〕

年
毎
〔
尓
〕
貢
〔
乃
〕
金
銀
〔
乎
〕
贈
来
〔
利
氐
〕、
家
〔
乎
毛
〕
身
〔
乎
毛
〕
心
安
〔
久
〕
令
レ
在
〔
氐
〕、

己
〔
尓
〕
祝
詞
講
義
〔
止
〕
中
臣
寿
詞
講
義
〔
止
〕
二
部
〔
乃
〕
書
〔
乃
〕
草
稿
成
〔
氐
〕
大
神
〔
乃
〕

御
許
〔
尓
〕
贈
奉
〔
利
〕、
今
又
日
本
書
紀
伝
〔
乎
〕
真
盛
〔
尓
〕
著
述
〔
志
〕
仕
奉
〔
氐
〕、
次
々
〔
尓
〕

捧
奉
〔
利
氐
〕
大
神
〔
乃
〕
御
霊
威
〔
乃
〕
弥
高
〔
尓
〕
弥
広
〔
尓
〕
足
〔
波
比
〕
備
〔
波
流
〕
事
〔
乎
〕

告
奉
〔
流
奈
毛
〕、
吾
家
〔
乃
〕
業
〔
止
〕
有
〔
乎
〕
其
元
〔
尓
〕
趣
〔
介
〕
給
〔
布
〕。
吾
宗
像
大
神
〔
止
〕

御
力
〔
乎
〕
戮
〔
世
〕
大
座
坐
〔
氐
〕、
正
〔
尓
〕
令
二

然
有
一
〔
米
〕
給
〔
布
〕
事
〔
止
〕
日
毎
〔
尓
〕

辱
〔
弥
〕
尊
〔
弥
奈
毛
〕
有
〔
尓
〕、
此
頃
某
甲
〔
我
〕
家
〔
乃
〕
系
記
〔
乎
〕
或
人
〔
乃
〕
許
〔
余
利
〕

得
〔
氐
〕
見
〔
流
尓
〕、
掛
巻
〔
毛
〕
恐
〔
伎
〕
大
倭
根
子
天
皇
〔
乃
〕
大
御
世
〔
乃
〕
頃
、
吾
遠
祖
従

五
位
下
守
出
羽
大
掾
穂
積
朝
臣
重
盈
〔
止
〕
云
〔
介
流
〕
人
〔
奈
毛
〕、
其
国
〔
尓
〕
宰
持
〔
氐
〕
国
府
〔
尓
〕

下
住
〔
氐
〕
有
〔
都
流
〕
由
〔
乎
〕
正
〔
志
久
〕
記
〔
志
氐
〕
有
〔
尓
〕
合
〔
世
氐
〕、
大
神
〔
乃
〕
御

社
〔
波
〕
某
甲
〔
我
〕
己
〔
尓
〕
考
註
〔
流
我
〕
如
〔
久
〕、
国
〔
乃
〕
惣
社
〔
尓
氐
〕
大
座
坐
〔
世
波
〕、

国
府
〔
余
利
波
〕
殊
〔
尓
〕
親
〔
志
伎
〕
大
神
〔
尓
〕
坐
〔
利
〕、
吾
祖
〔
波
〕
其
国
〔
尓
氐
〕
亡
〔
太

利
志
加
婆
〕、
世
〔
乃
〕
涯
〔
利
〕
仕
奉
〔
礼
流
〕
大
神
〔
尓
〕
在
〔
志
々
〕
事
〔
乎
良
〕
今
〔
尓
〕
至
〔
万

氐
尓
〕
不
レ
知
〔
氐
奈
毛
〕
有
〔
祁
流
乎
〕、
吾
〔
波
〕
淡
路
国
〔
乃
〕
御
民
〔
尓
〕
在
〔
利
〕、
如
何
〔
尓
〕

為
〔
氐
加
〕
御
恩
頼
〔
乎
〕
大
神
〔
尓
〕
蒙
奉
〔
流
良
武
〕、
吾
〔
許
曽
波
〕
千
里
放
〔
利
氐
〕
生
出
〔
多

流
〕
者
〔
奈
利
祁
礼
〕
如
何
〔
伝
加
毛
〕、
其
国
人
〔
尓
波
〕
然
睦
霊
合
〔
良
武
止
〕
大
神
〔
乎
〕
辱
〔
弥
〕

奉
〔
利
〕
尊
〔
弥
〕
奉
〔
流
〕
毎
〔
尓
〕、
其
意
不
レ

審
〔
志
久
奈
毛
〕
思
渡
〔
利
志
乎
〕、
今
吾
家
〔
乃
〕

氏
文
〔
乎
〕
見
〔
礼
婆
〕
実
〔
尓
〕
大
神
〔
波
志
毛
〕
雖
レ

恐
〔
毛
〕
今
此
皇
大
御
学
〔
乃
〕
事
〔
尓
〕

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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就
〔
氐
〕
耳
〔
乃
〕
事
〔
尓
波
〕
非
〔
受
〕、
某
甲
〔
我
〕
家
〔
乃
〕
為
〔
尓
波
〕
甚
止
事
無
〔
伎
〕
謂

有
〔
流
〕
大
神
〔
止
奈
毛
〕
大
座
坐
〔
介
留
〕。
故
是
〔
乎
〕
以
〔
氐
〕
吾
氏
社
〔
乃
〕
皇
神
等
〔
止
〕

共
〔
尓
〕、
我
産
土
神
〔
止
〕
相
並
〔
氐
〕
子
孫
〔
乃
〕
八
十
連
属
〔
尓
〕
至
〔
万
氐
尓
〕、
春
秋
〔
乃
〕

御
祭
善
〔
久
志
〕
仕
奉
〔
氐
〕
大
神
〔
乃
〕
御
名
忘
〔
礼
受
〕
斎
奉
〔
牟
〕
物
〔
止
〕
祈
白
〔
須
〕
事
〔
乃
〕

由
〔
乎
〕
平
〔
介
久
〕
安
〔
介
久
〕
所
聞
食
〔
氐
〕、
常
〔
毛
〕
御
霊
〔
乎
〕
蒙
奉
〔
氐
〕
此
仕
奉
〔
流
〕

日
本
書
紀
伝
〔
乃
〕
草
稿
〔
乎
〕
今
八
年
許
〔
乃
〕
間
〔
尓
〕
三
百
巻
〔
尓
〕
書
成
〔
氐
〕、
大
神
〔
乃
〕

神
庫
〔
尓
〕
令
レ
奉
給
〔
比
氐
〕、
此
仕
奉
〔
流
〕
説
言
〔
乎
〕
以
〔
氐
〕
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
大
朝
廷
〔
尓
〕

令
レ
奉
貢
給
〔
比
氐
〕、
千
年
・
五
百
年
〔
乃
〕
後
代
〔
尓
毛
〕
此
言
〔
乃
〕
被
レ
行
、
直
〔
伎
〕
正
〔
伎
〕

神
代
〔
乃
〕
御
手
振
〔
尓
〕
令
レ
立
復
給
〔
比
〕、
外
〔
尓
波
〕
四
夷
八
蛮
〔
乎
志
氐
〕
手
足
〔
乃
〕
如
〔
久
〕

召
使
〔
比
〕
給
〔
波
武
〕
大
御
稜
威
〔
乎
〕
曜
〔
夜
加
志
〕
令
レ
奉
給
〔
比
〕、
内
〔
尓
波
〕
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕

大
朝
廷
〔
尓
〕
仕
奉
〔
流
〕
親
王
等
・
王
等
・
臣
等
・
百
官
人
等
天
下
公
民
〔
尓
〕
至
迄
〔
尓
〕、
此
高

天
原
〔
尓
〕
事
始
〔
氐
〕
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
大
命
〔
良
万
止
〕
食
国
天
下
〔
尓
〕
敷
給
〔
比
〕
行
給
〔
倍
流
〕

国
法
〔
乎
〕、
過
犯
〔
須
〕
事
無
〔
久
〕
務
結
〔
氐
〕
令
二
仕
奉
一
給
〔
比
氐
〕、
実
〔
尓
〕
此
皇
大
御
書
〔
乃
〕

大
御
学
〔
乃
〕
尊
〔
伎
〕
高
〔
伎
〕
広
〔
伎
〕
厚
〔
伎
〕
験
〔
乎
〕
顕
給
〔
比
〕、
此
事
〔
尓
〕
因
〔
氐
〕

掛
巻
〔
毛
〕
恐
〔
伎
〕
天
神
〔
乃
〕
御
子
随
〔
毛
〕
天
〔
尓
〕
坐
神
〔
乃
〕
事
依
〔
志
〕
奉
給
〔
志
〕
任
〔
尓
〕、

此
処
知
看
来
〔
流
〕
食
国
天
下
〔
乎
〕
安
〔
介
久
〕
平
〔
介
久
〕
牟
久
〔
佐
加
尓
〕
令
二
立
栄
一
給
〔
閇
止
〕、

己
〔
我
〕
私
〔
乃
〕
小
事
〔
波
〕
願
奉
〔
良
受
〕、
皇
神
〔
乃
〕
御
為
、
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
御
為
、
天
下
〔
乃
〕

為
〔
尓
〕、
後
世
〔
乃
〕
為
〔
尓
〕、
一
向
〔
尓
〕
此
皇
大
御
学
〔
乃
〕
大
業
〔
乎
〕
助
給
〔
比
〕
幸
給
〔
閇

止
〕、
従
レ
今
〔
波
〕
産
土
大
神
〔
乃
〕
相
座
〔
尓
〕
斎
仕
奉
〔
久
止
〕、
安
政
〔
乃
〕
四
年
〔
止
〕
云
年
〔
乃
〕

冬
十
一
月
〔
乃
〕
中
卯
日
〔
尓
〕
事
始
〔
氐
〕
大
御
祭
仕
奉
〔
久
止
〕
穂
積
朝
臣
重
胤
、
慎
〔
美
〕
敬
〔
比
〕

恐
〔
美
〕
恐
〔
美
〕
申
賜
〔
久
止
〕
白
〔
須
〕。

2
、
奉
レ

告
二

日
本
書
紀
伝
宝
鏡
開
始
章
成
由
於

皇
神
等
一

且
寿
下

宗
像
大
神
東
京
小
一
条
亭
社
成
而

遷
二
座
新
殿
一
之
事
上
詞

安
政
四
年
十
二
月
（
自
筆
稿
本
『
日
本
書
紀
伝
』
巻
二
十
二
ノ
八
）

物
部
〔
乃
〕
八
十
〔
乃
〕
心
〔
乎
〕
天
地
〔
尓
〕
思
足
〔
波
志
〕、
天
地
〔
乃
〕
底
際
〔
乃
〕
内
〔
尓
〕
在
〔
止
〕

有
〔
由
流
〕
天
津
神
・
国
津
神
社
〔
乃
〕
皇
神
等
〔
尓
〕
睦
霊
合
〔
氐
〕、
霊
相
〔
倍
婆
〕
合
〔
奴
流
〕

任
意
〔
尓
〕、
天
進
〔
利
〕
高
〔
久
〕
貴
〔
伎
〕
皇
神
等
〔
乃
〕
霊
威
〔
乎
〕
蒙
奉
〔
利
氐
〕、
①
朝
夕
〔
尓
〕

起
〔
止
婆
〕
寐
〔
止
婆
〕
怠
事
無
〔
久
〕
皇
大
御
典
〔
乃
〕
大
御
学
業
〔
尓
〕
仕
奉
〔
良
久
乎
〕、
皇
神

等
〔
乃
〕
事
依
〔
志
〕
授
賜
〔
布
〕
某
甲
〔
我
〕
身
〔
乃
〕
職
〔
止
〕、
嬉
〔
志
比
〕
悦
〔
保
比
都
々
〕

勉
〔
米
〕
結
〔
利
氐
〕
仕
奉
〔
利
〕、
此
業
〔
乎
〕
以
〔
氐
〕
掛
〔
麻
久
毛
〕
恐
〔
伎
〕
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕

御
楯
〔
止
〕
為
〔
氐
〕
仕
奉
〔
良
久
止
〕、
比
比
羅
木
〔
乃
〕
八
尋
桙
〔
乎
〕
握
持
〔
氐
〕、
百
千
〔
乃
〕

仇
〔
乎
毛
〕
言
挙
為
〔
受
〕
言
向
和
〔
須
〕
可
〔
久
〕、
武
〔
久
〕
勇
〔
美
多
流
〕
気
勢
〔
乎
〕
筆
〔
尓
〕

移
〔
志
氐
〕、
縦
横
〔
尓
〕
書
成
〔
志
〕
仕
奉
〔
利
〕
初
〔
多
留
〕、
日
本
書
紀
伝
〔
乃
〕
二
十
二
巻
〔
止
〕

云
巻
〔
尓
〕
値
〔
流
〕
巻
〔
乎
〕、
此
十
五
日
〔
止
〕
云
〔
尓
〕
事
訖
〔
氐
〕、
今
将
二
十
三
巻
〔
止
〕
云

巻
〔
乎
〕
書
〔
志
〕
初
仕
奉
〔
流
尓
〕
就
〔
氐
婆
〕、
梓
弓
千
射
渡
〔
志
〕、
真
鹿
兒
矢
〔
乎
〕
手
挟
添
〔
氐
〕、

天
雲
〔
乃
〕
退
方
〔
乃
〕
極
〔
美
〕、
白
雲
〔
乃
〕
向
伏
〔
須
〕
限
〔
利
〕、
②
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
大
御
稜

威
〔
乎
〕
背
〔
尓
〕
負
奉
〔
利
〕
行
向
〔
比
氐
〕、
堅
〔
伎
〕
巌
〔
乎
毛
〕
沫
雪
〔
那
須
〕
蹶
散
〔
良
加

志
氐
〕、
稜
威
〔
乃
〕
雄
詰
〔
比
〕
踏
健
〔
比
氐
〕、
四
夷
八
蛮
〔
乎
毛
〕
合
〔
世
〕
平
〔
氐
〕、
安
御
世
〔
尓
〕

仕
奉
〔
流
〕
可
〔
伎
〕
業
〔
止
〕
事
始
〔
米
〕
物
為
〔
流
尓
〕、
皇
神
等
〔
乃
〕
御
手
打
掛
〔
氐
〕
引
寄
〔
世
〕

給
〔
布
止
加
毛
〕。
③
此
皇
大
御
典
〔
乃
〕
古
伝
〔
乃
〕
趣
〔
乎
〕
彼
〔
尓
〕
合
〔
世
〕
此
〔
尓
〕
校
〔
倍

氐
〕、
天
〔
尓
波
毛
〕
五
百
津
綱
延
〔
閇
〕
国
〔
尓
波
毛
〕
五
百
津
網
延
〔
布
〕
事
〔
乃
〕
如
〔
久
尓
〕

説
弘
〔
米
〕、
百
結
々
〔
比
〕
堅
〔
米
氐
〕、
然
仕
奉
〔
流
〕
心
緒
〔
乎
〕
延
〔
婆
倍
〕
申
〔
佐
久
波
〕、

唯
皇
神
等
〔
乃
〕
事
始
定
〔
米
〕
給
〔
倍
利
志
〕
世
中
〔
乃
〕
大
道
〔
乎
〕
明
〔
米
〕
奉
〔
利
氐
〕、
皇

御
孫
尊
〔
乃
〕
大
朝
廷
〔
乎
〕
天
地
〔
止
〕
日
月
〔
止
〕
共
〔
尓
〕、
長
〔
久
〕
遠
〔
久
〕
平
安
〔
尓
〕

大
座
坐
〔
志
米
〕、
仕
奉
〔
良
牟
〕
心
一
筋
〔
奈
流
〕
耳
〔
尓
志
氐
〕、
神
〔
止
〕
皇
〔
止
乃
〕
御
事
〔
乃
〕

外
〔
波
〕
思
〔
波
受
〕、
仕
奉
〔
流
〕
事
〔
尓
〕
天
神
地
祇
八
百
万
千
万
神
〔
乃
〕
御
霊
等
、
天
翔
〔
利
〕

国
翔
〔
利
〕
依
来
坐
〔
氐
〕、
相
助
給
〔
比
〕
相
幸
給
〔
布
〕
御
霊
〔
乎
〕、
常
〔
毛
〕
斎
奉
〔
流
我
〕
如
〔
久
〕

斎
仕
奉
〔
礼
留
〕
中
〔
尓
〕、
殊
〔
尓
〕
吾
〔
我
〕
大
神
宗
像
〔
乃
〕
三
女
神
〔
波
〕
著
明
〔
伎
〕
御
恩

頼
〔
乎
〕
蒙
奉
〔
礼
留
〕
事
、
年
〔
尓
〕
月
〔
尓
〕
日
毎
〔
尓
〕
許
々
〔
多
久
〕
多
在
〔
我
〕
随
〔
尓
〕、

其
御
蔭
忘
奉
〔
自
止
〕
為
〔
氐
〕、
椙
尾
大
神
〔
尓
〕
被
レ
助
〔
延
〕
奉
〔
氐
〕、
皇
京
下
〔
尓
〕
大
座
坐
〔
須
〕、

大
神
〔
乃
〕
御
殿
〔
乎
〕
造
成
〔
志
〕
仕
奉
〔
牟
〕
事
〔
乎
〕、
前
内
大
臣
藤
原
公
〔
尓
〕
請
〔
氐
〕、
年

頃
〔
乃
〕
願
〔
比
〕
此
年
〔
尓
〕
至
〔
氐
〕
相
叶
〔
比
〕
木
工
金
匠
神
相
宇
豆
〔
奈
比
〕
御
霊
幸
〔
比
氐
〕、

鈴
木
重
胤
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
の
姿
勢

『
日
本
書
紀
伝
』
自
筆
稿
本
に
残
さ
れ
た
祭
文
の
検
討
か
ら

（
佐
野
）
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此
八
日
〔
乃
〕
日
〔
尓
〕
御
棟
上
〔
乃
〕
御
祭
事
仕
奉
〔
利
氐
〕、
瑞
宮
〔
乃
〕
柱
〔
波
〕
太
〔
久
〕
高
〔
伎
〕

賀
詞
〔
乎
〕
述
〔
倍
〕
板
〔
波
〕
広
〔
久
〕
厚
〔
伎
〕
称
辞
〔
乎
〕
申
〔
志
氐
〕、
恵
良
々
々
〔
尓
〕
悦
〔
備
〕

栄
〔
延
氐
〕
饒
〔
志
久
〕
御
祭
仕
奉
〔
利
底
牟
〕。
又
此
十
七
日
〔
止
〕
云
日
〔
波
〕、
吉
日
〔
乃
〕
足
日
〔
止
〕

卜
定
〔
氐
〕、
大
神
〔
乃
〕
大
御
心
〔
毛
〕
足
〔
比
尓
〕、
種
々
〔
乃
〕
大
幣
帛
〔
乎
〕
横
山
〔
乃
〕
如
〔
久
〕

置
高
成
〔
氏
〕
称
辞
竟
奉
〔
利
〕、
百
取
〔
乃
〕
机
代
物
〔
乎
〕
莫
大
〔
尓
〕
備
奉
〔
利
氐
〕、
新
宮
移
〔
志
〕

仕
奉
〔
流
〕
可
〔
伎
〕
由
〔
乎
〕、
天
御
量
々
定
奉
〔
礼
留
〕
由
〔
乎
〕、
藤
原
在
親
・
平
為
政
〔
乎
志
氐
〕

仰
〔
世
〕
被
レ
下
〔
祁
留
〕、
其
玉
梓
〔
乃
〕
書
〔
乃
〕
便
〔
伊
〕
此
十
四
日
〔
尓
〕
在
〔
都
流
尓
〕
合
〔
世

氐
〕
方
〔
尓
毛
〕
今
日
〔
乃
〕
生
日
〔
波
〕
伊
勢
太
神
宮
〔
乃
〕
月
次
〔
乃
〕
御
祭
〔
止
〕、
相
併
〔
世
氐
〕

皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
月
次
祭
神
今
食
〔
尓
〕
持
斎
〔
伎
〕
仕
奉
給
〔
布
〕
天
社
国
社
〔
乃
〕
皇
神
等
〔
毛
〕

此
日
〔
尓
〕
御
祭
仕
奉
〔
利
〕、
又
椙
尾
大
神
〔
乎
毛
〕
招
奉
〔
利
〕
会
坐
奉
〔
利
〕、
毎
年
〔
尓
〕
斎
奉
〔
流
〕

常
〔
乃
〕
例
〔
尓
〕
在
〔
利
〕。
又
暦
運
〔
尓
毛
〕
甲
子
〔
止
〕
云
〔
尓
〕
当
〔
礼
留
〕
日
在
〔
婆
〕、
又

定
〔
礼
留
〕
祭
式
〔
毛
〕
有
〔
我
〕
上
〔
尓
〕、
源
孝
純
孝
卿
等
〔
止
〕
心
〔
乎
〕
合
〔
世
氐
〕、
八
百
丹

杵
築
宮
〔
尓
〕
奉
〔
流
〕
可
〔
伎
〕
神
財
〔
乃
〕
御
剣
〔
乎
〕、
藤
原
綱
俊
・
是
俊
等
父
子
〔
尓
〕
令
レ
造
〔
多

留
乎
〕、
斎
〔
比
〕
初
仕
奉
〔
牟
止
〕
為
〔
尓
〕、
平
誉
重
〔
余
利
〕
一
枚
〔
乃
〕
金
〔
乎
〕
贈
来
〔
礼
々
婆
〕、

御
装
束
〔
乃
〕
事
〔
乎
毛
〕
仕
奉
〔
利
〕
初
〔
倍
久
〕、
又
十
一
月
〔
乃
〕
十
四
日
〔
尓
〕
筑
紫
〔
尓
〕

坐
〔
須
〕
三
前
大
神
〔
乃
〕
御
許
〔
尓
〕、
先
〔
尓
〕
斎
鏡
〔
乎
〕
捧
奉
〔
礼
利
志
〕
事
〔
乃
〕
有
〔
介

留
尓
〕
合
〔
世
氐
〕、
三
枝
〔
乃
〕
三
種
〔
乃
〕
神
剣
〔
止
〕
瑞
珠
〔
乃
〕
清
〔
伎
〕
真
玉
〔
止
乎
〕、
捧

奉
〔
久
止
〕
其
行
幸
〔
乃
〕
御
祭
仕
奉
〔
利
氐
〕、
直
〔
尓
〕
江
上
善
章
〔
尓
〕
会
〔
世
氐
〕
令
レ
贈
奉
〔
留
〕

事
〔
乎
〕
相
謀
〔
礼
留
尓
〕、
其
二
十
四
日
〔
乃
〕
日
〔
尓
〕
東
路
〔
余
利
〕
西
海
〔
尓
〕、
出
立
〔
志
〕

大
座
坐
〔
須
止
〕
告
遣
〔
世
多
利
祁
礼
婆
〕、
此
頃
先
其
国
〔
尓
〕
到
着
給
〔
布
倍
伎
〕
程
合
〔
奈
利
〕。

又
吾
〔
我
〕
大
神
〔
乃
〕
新
宮
造
〔
毛
〕、
十
一
月
〔
乃
〕
中
〔
尓
波
〕
成
〔
氐
〕
有
〔
祁
武
〕、
此
月
〔
乃
〕

中
〔
尓
許
曽
波
〕
移
奉
〔
留
良
志
〕。
其
此
〔
乃
〕
事
共
〔
乎
〕
兼
〔
氐
〕
今
日
〔
奈
毛
〕
御
祭
〔
波
〕

仕
奉
〔
良
牟
止
〕、
己
〔
久
奈
利
〕
妻
〔
尓
毛
〕
云
〔
氐
〕
其
儲
〔
乎
〕
令
レ
為
〔
米
〕
子
〔
尓
毛
〕
聞
〔
世

氐
〕
其
心
〔
乎
〕
令
レ

楽
〔
氐
〕
有
〔
都
流
尓
〕、
京
師
〔
乃
〕
方
〔
乃
〕
大
礼
〔
毛
〕、
此
生
日
〔
乃
〕

足
日
〔
乃
〕
宜
日
〔
尓
〕
定
〔
礼
留
奈
毛
〕。
霊
相
〔
倍
婆
〕
合
〔
奴
流
〕
神
〔
乃
〕
御
心
〔
尓
〕
坐
〔
良

志
止
〕、
其
処
思
〔
倍
婆
〕
甚
尊
〔
久
〕
有
〔
利
〕。
此
処
思
〔
倍
婆
〕
妙
〔
尓
〕
奇
〔
志
久
〕
有
〔
利
氐
〕、

弥
益
〔
尓
〕
嬉
〔
志
比
〕
悦
〔
布
〕
此
心
〔
乎
〕、
天
地
〔
尓
〕
思
足
〔
波
志
氐
〕、
天
社
国
社
〔
乃
〕
皇

神
等
〔
乃
〕
御
名
〔
乎
〕
言
挙
奉
〔
利
氐
〕、
善
〔
波
志
伎
〕
妻
子
諸
共
〔
尓
〕、
斎
在
〔
利
〕
清
在
〔
利
尓
〕

持
恐
〔
美
〕
恐
〔
美
毛
〕
斎
清
〔
米
氐
〕、
捧
奉
〔
流
〕
豊
御
饌
〔
乎
〕
香
美
〔
志
伎
〕
大
炊
〔
乃
〕
多

米
都
物
〔
止
〕
聞
食
〔
氐
〕、
餅
飯
〔
乃
〕
鏡
美
麗
〔
志
伎
〕
心
〔
乎
〕
持
〔
氐
〕、
料
理
奉
〔
礼
流
〕
御

贄
〔
波
〕
更
〔
奈
利
〕、
種
々
〔
乃
〕
味
物
〔
乎
〕
備
奉
〔
利
〕、
心
足
〔
比
尓
〕
奉
上
〔
流
〕、
宇
豆
〔
乃
〕

大
幣
帛
〔
乎
〕
皇
神
等
〔
乃
〕
御
心
〔
毛
〕
平
〔
介
久
〕
安
〔
介
久
〕
聞
食
〔
氐
〕、
吾
〔
我
〕
大
神
〔
乃
〕

大
宮
柱
広
知
立
〔
氐
〕、
高
天
原
〔
尓
〕
千
木
高
知
〔
氐
〕、
御
屋
作
〔
利
〕
仕
奉
〔
利
〕
鎮
〔
米
〕
仕
奉
〔
流
〕

賀
詞
〔
乎
〕
白
〔
左
久
〕。
天
〔
乃
〕
御
柱
国
〔
乃
〕
御
柱
〔
止
〕
堅
立
〔
流
〕
殿
〔
乃
〕
柱
〔
波
〕、
大

神
〔
乃
〕
御
心
〔
乃
〕
鎮
〔
米
奈
利
〕。
天
雲
〔
乃
〕
八
重
雲
成
〔
志
氐
〕
横
〔
多
波
礼
流
〕
棟
梁
〔
波
〕、

大
神
〔
乃
〕
御
心
〔
乃
〕
平
在
〔
奈
利
〕。
大
神
敷
坐
〔
須
〕
大
宮
処
〔
尓
〕
立
並
〔
布
〕、
其
枝
社
〔
波
〕

大
神
〔
乃
〕
林
〔
奈
利
〕。
内
重
外
重
〔
乃
〕
圍
〔
麻
理
〕
宜
〔
志
久
〕、
地
下
〔
波
〕
磐
根
固
〔
良
加
尓
〕、

地
上
〔
尓
波
〕
瑞
枝
刺
交
〔
布
〕
桂
〔
乃
〕
大
樹
青
雲
〔
乃
〕
向
伏
〔
我
〕
如
〔
久
尓
〕
広
〔
利
都
々
〕

立
覆
〔
倍
留
波
〕、
大
神
〔
乃
〕
御
心
〔
乃
〕
斉
〔
比
奈
利
〕。
築
垣
土
垣
八
重
〔
乃
〕
組
垣
〔
波
〕、
大

神
〔
乃
〕
御
心
〔
乃
〕
固
〔
米
奈
利
〕。
内
〔
尓
波
〕
於
葺
〔
流
〕
御
門
、
外
〔
尓
波
〕
於
不
レ

葺
〔
流
〕

御
門
〔
乃
〕
柱
〔
乎
〕、
上
津
石
根
〔
尓
〕
踏
堅
〔
米
〕、
下
津
石
根
〔
尓
〕
踏
凝
〔
須
〕
事
〔
波
〕、
大

神
〔
乃
〕
御
心
〔
乃
〕
定
〔
理
奈
利
〕。
上
〔
波
〕
天
上
〔
乎
〕
照
〔
志
〕、
下
〔
波
〕
国
土
〔
尓
〕
耀
〔
夜

介
流
〕、
黄
金
〔
乃
〕
御
金
物
〔
波
〕、
大
神
〔
乃
〕
御
心
〔
乃
〕
善
〔
志
伎
奈
利
〕。
真
木
折
〔
久
〕
檜

皮
〔
乃
〕
御
草
葺
〔
乎
〕、
御
富
〔
乃
〕
余
〔
利
止
〕
葺
足
〔
波
志
氐
〕、
四
方
〔
尓
〕
出
〔
多
留
波
〕
大

神
〔
乃
〕
御
蔭
〔
乃
〕
遍
〔
伎
止
〕、
御
心
〔
乃
〕
広
〔
伎
奈
利
〕。
幕
〔
乃
〕
御
綱
〔
乎
〕
引
渡
〔
志
氐
〕、

大
神
〔
乃
〕
御
心
〔
毛
〕
長
〔
伎
〕
冬
夜
〔
乃
〕、
御
空
〔
乎
〕
見
〔
礼
婆
〕
月
星
〔
乃
〕
光
〔
毛
〕
清
〔
久
〕

亮
〔
介
伎
尓
〕、
若
菰
〔
乎
〕
仮
〔
乃
〕
御
在
所
〔
余
利
〕、
天
地
〔
尓
〕
足
〔
志
〕
照
〔
志
氐
〕
遷
幸
行
〔
氐
〕、

此
新
殿
〔
乎
〕
天
地
〔
止
〕
日
月
〔
止
〕
共
〔
尓
〕、
常
宮
〔
止
〕
鎮
〔
利
〕
定
〔
利
〕
大
座
坐
〔
氐
〕、

常
〔
毛
〕
仕
奉
〔
流
〕
皇
神
等
〔
乃
〕
御
心
〔
尓
〕
令
レ
違
給
〔
波
受
〕。
天
地
〔
乃
〕
底
際
〔
乃
〕
内
〔
尓
〕

満
足
〔
波
世
流
〕、
清
〔
伎
〕
神
正
〔
伎
〕
神
〔
乃
〕
御
霊
〔
乎
〕、
吾
霊
〔
止
〕
睦
霊
合
〔
世
氐
〕、
天

地
〔
尓
〕
思
足
〔
波
須
〕
思
兼
〔
乃
〕
智
慮
深
〔
久
〕
令
レ

在
給
〔
比
氐
〕、
④
今
〔
余
利
〕
生
涯
〔
乃
〕

業
〔
止
〕、
説
明
〔
米
牟
〕
神
代
〔
乃
〕
古
事
〔
乎
〕、
弥
々
益
々
〔
尓
〕
悟
〔
利
〕
究
〔
米
氐
〕、
皇
神

等
〔
乃
〕
御
為
〔
尓
〕、
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
御
為
〔
尓
〕
高
〔
伎
〕
貴
〔
伎
〕
功
〔
乎
〕
令
レ

立
給
〔
比
〕、

皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
御
楯
〔
止
〕
為
〔
氐
〕、
此
仕
奉
〔
流
〕
此
比
比
羅
木
〔
乃
〕
八
尋
桙
根
、
撓
〔
牟
〕

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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事
無
〔
久
〕
貫
〔
伎
氐
〕、
天
地
〔
尓
〕
至
〔
礼
流
〕
言
〔
乎
毛
〕
立
〔
氐
都
〕
可
〔
伎
〕
時
〔
止
加
毛
〕。

⑤
此
頃
薩
摩
〔
乃
〕
中
将
家
〔
尓
〕
秘
置
〔
流
々
〕、
建
武
五
年
〔
乃
〕
本
〔
止
〕
云
〔
氐
〕、
天
下
〔
尓
〕

又
比
類
無
〔
志
止
〕
云
〔
布
〕
鳴
神
〔
乃
〕
遠
音
〔
尓
〕
聞
慕
〔
氐
〕
有
〔
志
〕
日
本
書
紀
〔
乃
〕
善
本
〔
乎
〕、

其
家
従
岩
本
相
良
〔
余
利
〕
令
レ
見
〔
氐
〕、
大
〔
奈
流
〕
疑
〔
比
乎
〕
開
〔
伎
〕、
天
下
〔
乃
〕
惑
〔
比
乎
〕

可
レ
解
〔
伎
〕
時
〔
乎
〕
令
レ
得
給
〔
閇
流
奈
毛
〕。
皇
神
等
〔
乃
〕
御
命
〔
止
〕、
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
大
御

恩
賜
〔
止
〕
慎
〔
美
〕
受
賜
〔
波
利
〕
恐
〔
美
〕
受
賜
〔
利
氐
〕、
弥
高
〔
尓
〕
弥
広
〔
尓
〕
常
〔
毛
〕

仕
奉
〔
流
〕、
⑥
此
日
本
書
紀
伝
〔
波
〕
著
述
〔
波
志
〕
勉
結
〔
利
氐
〕、
皇
神
等
〔
乃
〕
御
霊
〔
尓
〕
報

奉
〔
良
武
〕。
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
大
朝
廷
〔
尓
波
〕、
御
食
津
国
日
々
〔
乃
〕
御
調
〔
止
〕、
一
日
一
夜
〔
毛
〕

怠
事
無
〔
久
〕
休
息
〔
万
布
〕
事
無
〔
久
〕、
弥
弉
〔
尓
〕
弉
仕
奉
〔
牟
止
〕、
大
夫
〔
乃
〕
大
夫
健
雄
〔
乃
〕

利
心
〔
乎
〕、
皇
神
等
〔
乃
〕
引
起
〔
志
氐
〕、
武
〔
久
〕
雄
々
〔
志
久
〕
令
レ
勇
給
〔
布
〕
物
〔
尓
〕
在
〔
良

志
止
〕、
吾
〔
我
〕
大
神
〔
乃
〕
御
心
〔
毛
〕
平
〔
介
久
〕
安
〔
介
久
〕、
此
新
宮
〔
尓
〕
鎮
〔
利
〕
給
〔
布
〕。

此
今
日
〔
乃
〕
生
日
〔
乃
〕
足
日
〔
尓
〕、
皇
神
等
〔
乃
〕
御
霊
賜
〔
利
氐
〕、
己
〔
我
〕
心
〔
毛
〕
鎮
〔
利
〕

定
〔
万
流
〕
可
〔
伎
〕
此
悦
〔
比
乎
〕、
皇
神
等
〔
尓
毛
〕
相
宇
豆
〔
奈
比
〕
給
〔
比
〕
相
穴
〔
奈
比
〕

給
〔
比
〕
相
助
給
〔
比
〕
相
幸
給
〔
比
氐
〕、
掛
〔
麻
久
毛
〕
恐
〔
伎
〕
皇
大
御
国
〔
乎
志
氐
〕、
外
国
〔
乃
〕

軽
慢
〔
乎
〕
不
レ
令
レ
受
〔
氐
〕、
外
冦
〔
乎
〕
防
禦
〔
尓
波
〕
鉄
〔
乃
〕
大
城
〔
乃
〕
如
〔
久
〕
為
〔
氐
〕、

物
部
〔
乃
〕
八
十
〔
乃
〕
心
〔
乎
〕
一
向
〔
尓
〕
整
給
〔
比
〕、
背
叛
〔
久
〕
狂
夫
〔
乎
〕
討
〔
牟
〕
事
〔
波
〕、

千
引
〔
乃
〕
石
〔
乃
〕
石
努
以
〔
氐
〕、
打
祓
〔
我
〕
如
〔
久
〕
令
レ

在
給
〔
比
〕、
摧
伏
〔
牟
〕
事
〔
波
〕

比
々
羅
木
〔
乃
〕
八
尋
桙
〔
乃
〕
如
〔
久
〕、
持
曳
〔
牟
〕
事
〔
波
〕
堅
室
〔
乃
〕
葛
根
〔
乃
〕
如
〔
久
尓
〕、

一
〔
尓
波
〕
世
人
〔
乃
〕
心
〔
乎
〕
令
レ
安
給
〔
比
〕、
一
〔
尓
波
〕
武
士
〔
乃
〕
心
〔
乎
婆
〕
令
レ
堅
給
〔
比
〕、

此
年
〔
尓
〕
迫
〔
利
氐
〕
騒
〔
米
久
〕、
天
下
〔
乃
〕
人
〔
乃
〕
悩
〔
乎
〕
治
給
〔
比
〕
静
給
〔
比
氐
〕、

掛
〔
麻
久
毛
〕
恐
〔
伎
〕、
明
御
神
〔
乃
〕
大
御
世
〔
乎
〕、
手
長
〔
乃
〕
大
御
世
〔
止
〕、
堅
石
〔
尓
〕

常
石
〔
尓
〕
斎
〔
比
〕
奉
〔
利
〕、
伊
賀
志
〔
乃
〕
大
御
世
〔
尓
〕
幸
〔
倍
〕
奉
〔
利
〕、
天
下
平
穏
〔
志
久
〕

公
民
令
レ
栄
給
〔
閇
止
〕、
穂
積
朝
臣
重
胤
、
慎
〔
美
〕
敬
〔
比
〕
恐
〔
美
〕
恐
〔
美
〕
申
賜
〔
久
止
〕
白
〔
須
〕。

3
、
奉
レ
告
下
日
本
書
紀
伝
二
十
三
巻
稿
成
一
且
為
レ
奉
二
迎

宗
像
大
神
一
欲
レ
発
二
途
於
筑
紫
国
一
之
由

椙

尾

宗
像
二
所
大
神
及
天
神
地
祇
上
文

安
政
五
年
三
月
十
五
日
（
自
筆
稿
本
『
日
本
書
紀
伝
』
巻
二
十
三
ノ
七
）
全
集
未
収

毎
年
〔
乃
〕
弥
生
〔
乃
〕
望
日
〔
乃
〕
生
日
〔
乃
〕
足
日
〔
止
〕
定
〔
米
氐
〕、
其
御
氏
子
〔
乃
〕
人
共

等
諸
常
例
〔
止
〕
為
〔
氐
〕、
神
幸
成
〔
志
〕
奉
〔
利
〕、
其
行
宮
〔
尓
〕
於
〔
氐
〕
大
御
饗
仕
奉
〔
止
〕

承
〔
礼
流
〕
任
〔
尓
〕、
某
甲
〔
我
〕
此
仕
奉
〔
流
〕
皇
大
御
学
〔
乃
〕
為
〔
尓
波
〕、
我
宗
像
大
神
〔
止
〕

睦
霊
相
〔
氐
〕、
朝
夕
〔
尓
〕
守
給
〔
比
〕
恵
給
〔
比
〕
助
給
〔
比
〕
幸
給
〔
布
〕
可
〔
伎
〕
幽
深
〔
伎
〕

致
〔
加
毛
〕
有
〔
祁
良
志
〕
微
妙
〔
奈
流
〕
趣
〔
加
毛
〕
有
〔
都
良
久
止
〕
所
レ
思
〔
富
志
久
氐
〕、
日
毎
〔
尓
〕

尊
〔
伎
〕
高
〔
伎
〕
広
〔
伎
〕
厚
〔
伎
〕
御
恩
頼
〔
乎
〕
蒙
奉
〔
礼
留
〕
任
〔
尓
〕、
某
甲
〔
我
〕
本
生
〔
乃
〕

淡
路
国
〔
尓
〕
坐
〔
須
〕
産
土
大
神
、
又
此
住
〔
米
流
〕
武
蔵
国
〔
乃
〕
地
主
大
神
〔
止
〕
相
並
〔
氐
〕

三
枝
〔
乃
〕
三
所
〔
乃
〕
御
社
共
〔
尓
〕、
後
〔
礼
〕
前
立
〔
流
〕
事
無
〔
久
〕、
親
〔
志
美
〕
踈
〔
武
〕

差
異
無
〔
久
〕、
相
等
同
〔
志
久
〕
仕
奉
来
〔
礼
留
〕
任
〔
尓
〕、
毎
年
〔
乃
〕
此
御
祭
日
〔
尓
波
〕、
百

重
山
隔
在
〔
流
〕
事
〔
乎
毛
〕
忘
〔
礼
〕、
千
里
放
〔
礼
留
〕
事
〔
乎
毛
〕
思
〔
波
受
〕、
家
内
〔
乃
〕
者

共
打
挙
〔
利
氐
〕、
親
族
〔
乎
〕
聚
〔
米
〕
朋
友
〔
乎
毛
〕
集
〔
幣
氐
〕、
其
大
神
〔
乃
〕
御
許
〔
尓
〕
在
〔
氐
〕、

其
神
遊
〔
乃
〕
祭
場
〔
尓
〕
侍
〔
良
布
〕
思
〔
乎
〕
成
〔
志
氐
〕、
恵
々
良
々
〔
尓
〕
斎
奉
〔
利
〕
偲
奉
〔
事
〕

年
遍
〔
久
〕
有
〔
祁
流
尓
〕、
①
去
年
〔
乃
〕
十
一
月
〔
乃
〕
中
卯
日
、
宗
像
大
神
〔
尓
〕
剣
〔
止
〕
玉
〔
止
〕

二
種
神
財
〔
乎
〕
捧
仕
奉
〔
利
〕、
此
紀
伝
〔
乃
〕
五
巻
〔
尓
〕
当
〔
流
〕
巻
〔
乃
〕
再
稿
成
〔
礼
流
〕

懽
〔
乃
〕
御
祭
仕
奉
〔
礼
流
〕。
此
頃
〔
志
毛
〕
吾
祖
〔
尓
〕
従
五
位
下
出
羽
大
掾
穂
積
朝
臣
重
盈
〔
止
〕

云
〔
介
流
〕
人
有
〔
氐
〕、
其
国
宰
仕
奉
〔
礼
流
〕
事
有
〔
祁
利
止
〕
物
〔
余
利
〕
見
出
〔
多
流
尓
〕、
己
〔
久
〕

考
出
〔
太
利
祁
良
久
波
〕、
八
尋
桙
椙
尾
大
神
〔
波
志
毛
〕、
其
国
〔
乃
〕
摠
社
〔
尓
〕
大
座
坐
〔
氐
〕、

国
司
以
下
〔
乃
〕
人
等
〔
伊
〕、
国
中
〔
乃
〕
神
社
〔
乎
〕
拝
〔
美
〕
仕
奉
〔
礼
留
〕
斎
場
〔
止
〕
知
〔
氐
〕

有
〔
祁
礼
婆
〕、
吾
祖
〔
乃
〕
仕
奉
〔
礼
流
〕
大
神
〔
乃
〕
御
社
〔
尓
〕
坐
〔
尓
〕、
吾
又
大
神
〔
乃
〕
御

蔭
〔
尓
〕
依
〔
利
〕
其
御
氏
子
〔
乃
〕
人
共
〔
尓
〕
輔
相
〔
良
延
都
々
〕、
②
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
御
為
、

天
下
〔
乃
〕
為
、
万
世
〔
乃
〕
後
代
〔
乃
〕
為
〔
尓
〕、
神
世
〔
乃
〕
古
事
〔
乎
〕
明
〔
良
米
〕、
上
代
〔
乃
〕

古
伝
〔
乎
〕
悟
〔
利
氐
〕、
如
レ
此
〔
久
〕
此
日
本
書
紀
伝
〔
乎
〕
著
述
〔
志
〕
仕
奉
〔
流
尓
毛
〕、
糧
無
〔
氐

波
〕
何
〔
曽
〕
一
日
〔
毛
〕
安
〔
久
〕
仕
奉
〔
流
〕
事
〔
乎
〕
得
〔
牟
〕。
物
乏
〔
久
氐
波
〕
片
時
〔
毛
〕

心
平
〔
尓
〕
力
〔
牟
流
〕
事
〔
乎
婆
〕
得
〔
氐
牟
〕。
椙
尾
山
〔
乃
〕
恵
〔
乃
〕
露
〔
尓
〕
潤
沢
〔
比
〕

鈴
木
重
胤
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
の
姿
勢

『
日
本
書
紀
伝
』
自
筆
稿
本
に
残
さ
れ
た
祭
文
の
検
討
か
ら

（
佐
野
）
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奉
〔
利
〕、
天
〔
乃
〕
八
十
蔭
〔
尓
〕
覆
〔
比
〕
余
〔
流
〕
許
〔
乃
〕
御
蔭
〔
尓
〕
隠
〔
呂
比
〕
奉
〔
礼

流
毛
〕、
祖
〔
止
〕
云
〔
比
〕、
子
〔
止
〕
云
〔
比
〕、
少
縁
〔
乃
〕
所
以
〔
尓
波
〕
非
〔
受
奈
毛
〕
有
〔
祁

礼
婆
〕、
等
閑
〔
尓
〕
思
奉
〔
志
〕
可
レ

奉
〔
尓
波
〕
非
〔
邪
流
〕
事
〔
奈
賀
良
〕、
某
甲
唯
一
世
〔
乃
美

尓
氐
〕
子
孫
〔
尓
〕
不
レ
伝
〔
流
〕
事
、
将
甚
心
苦
〔
志
伎
〕
任
〔
尓
〕、
常
〔
毛
〕
口
止
〔
受
〕
云
事
〔
奈

我
良
毛
〕
猶
妻
〔
尓
毛
〕
云
〔
比
〕
子
〔
尓
毛
〕
聞
〔
世
氐
〕、
八
丘
〔
尓
〕
立
〔
流
〕
矛
杉
〔
乃
〕
本

末
不
レ
令
忘
〔
止
〕
為
〔
氐
〕、
愈
々
我
産
土
大
神
〔
止
〕
永
〔
久
〕
遠
〔
久
〕
仰
仕
奉
〔
利
〕、
其
御
祭
〔
乎

毛
〕
子
孫
〔
乃
厺
〕
八
十
連
綿
〔
尓
〕
不
レ
令
レ
怠
〔
止
〕
誓
奉
〔
氐
〕
有
〔
祁
礼
婆
〕、
自
二
今
年
一
〔
波
〕

万
〔
尓
〕
昔
〔
尓
波
〕
勝
〔
利
氐
〕、
心
足
〔
比
尓
〕
愛
〔
久
〕
善
〔
波
志
久
〕
仕
奉
〔
久
乎
〕、
又
其
国
〔
乃
〕

皇
神
等
〔
波
〕
申
〔
須
毛
〕
更
〔
奈
利
〕、
常
〔
毛
〕
我
神
床
〔
尓
〕
令
レ
坐
奉
〔
氐
〕
斎
仕
奉
〔
流
〕
限
〔
乃
〕

神
々
〔
波
〕、
上
〔
波
〕
高
天
原
〔
尓
〕
神
留
坐
〔
須
〕
諸
祖
天
神
〔
余
利
〕
始
奉
〔
氐
〕
八
百
万
〔
乃
〕

神
等
、
下
〔
波
〕
滄
海
原
潮
之
八
百
重
〔
乎
〕
所
二
知
看
一
〔
須
〕
素
戔
嗚
大
神
所
レ
造
二
天
下
大
神
〔
止
〕
一

神
事
所
二

知
看
一
〔
須
〕
大
己
貴
大
神
〔
乎
〕
始
奉
〔
氐
〕、
天
社
国
社
〔
乃
〕
皇
神
等
山
野
海
河
〔
乃
〕

諸
神
等
〔
乎
〕
一
柱
〔
毛
〕
落
〔
流
〕
事
無
〔
久
〕
漏
〔
流
〕
事
〔
久
〕
招
奉
〔
利
〕
令
レ

坐
奉
〔
氐
〕、

③
相
嘗
仕
奉
〔
流
〕
中
〔
尓
毛
〕
殊
〔
尓
〕
抽
出
〔
氐
〕、
我
宗
像
〔
乃
〕
三
前
大
神
〔
乎
〕
斎
〔
比
〕

奉
〔
流
〕
事
〔
波
〕、
去
〔
志
〕
嘉
永
〔
乃
〕
七
年
〔
止
〕
云
年
〔
乃
〕
七
月
〔
尓
〕、
麻
蘇
比
〔
乃
〕
大

御
鏡
〔
乎
〕
辺
津
宮
〔
尓
〕
納
奉
〔
礼
留
〕、
並
〔
尓
〕
合
〔
世
氐
〕
剣
〔
止
〕
玉
〔
止
〕
三
種

（
マ
マ
）

神
宝
〔
乎
〕

捧
仕
奉
〔
久
止
〕
年
頃
心
〔
尓
〕
係
奉
〔
利
氐
〕
事
成
〔
尓
志
加
婆
〕、
去
年
〔
乃
〕
十
一
月
〔
乃
〕
中

卯
日
〔
尓
〕
従
レ
此
奉
出
〔
須
止
〕
為
〔
氐
〕、
其
筑
前
国
人
江
上
武
述
〔
尓
〕
令
〔
世
氐
〕
贈
奉
〔
利
祁

流
尓
〕、
十
二
月
〔
乃
〕
四
日
〔
尓
〕
出
立
〔
志
氐
〕、
其
二
十
四
日
〔
止
〕
云
〔
尓
〕
其
福
岡
〔
奈
流
〕

江
上
許
著
〔
世
〕
給
〔
比
〕、
今
年
〔
乃
〕
正
月
四
日
〔
尓
〕
其
弟

〔
伊
〕、
中
津
島
〔
尓
〕
持
渡
〔
利
〕、

参
往
〔
氐
〕
三
剣
〔
乎
婆
〕
此
春
祭
〔
尓
〕
𩬼
津
島
〔
尓
〕
納
奉
〔
久
止
〕
為
〔
氐
〕、
其
斎
殿
〔
尓
〕

仮
〔
利
〕
斎
奉
〔
利
〕、
清
〔
伎
〕
真
玉
〔
波
〕
中
津
宮
〔
尓
〕
鎮
〔
米
〕
令
二
仕
奉
一
〔
氐
〕、
某
甲
〔
我
〕

子
孫
〔
乃
〕
八
十
連
属
〔
尓
〕
伝
〔
氐
〕、
皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
長
御
世
〔
尓
〕
清
明
〔
伎
〕
公
民
〔
止
〕

為
〔
氐
〕、
斎
在
〔
利
〕
清
在
〔
利
尓
〕
持
恐
〔
美
〕
恐
〔
美
毛
〕
祟
秘
〔
利
〕
仕
奉
〔
久
止
〕、
目
〔
乃
〕

耀
〔
久
〕
黄
金
〔
乃
〕
御
霊
形
〔
乎
〕、
常
〔
毛
〕
願
思
〔
布
〕
心
足
〔
比
尓
〕
令
レ
賜
給
〔
波
武
〕
事
〔
乎
〕

令
二
卜
相
一
奉
〔
祁
流
尓
〕、
大
神
〔
乃
〕
大
御
心
〔
尓
〕
相
叶
〔
比
氐
〕、
𩬼
津
宮
〔
余
利
〕
授
賜
〔
波
久
止
〕

現
〔
志
久
毛
〕
諭
給
〔
閇
流
尓
〕
合
〔
世
氐
〕、
中
津
宮
〔
余
利
毛
〕
大
御
霊
物
〔
乎
〕
事
依
〔
志
〕
授

賜
〔
布
〕
可
〔
伎
〕
神
告
〔
乃
〕
大
座
坐
〔
氐
〕、
此
四
月
〔
尓
波
〕
迎
申
〔
志
尓
〕
参
渡
〔
利
〕
来
〔
止
〕

云
由
〔
乎
〕、
其
仕
奉
〔
流
〕
神
主
共
〔
余
利
〕
玉
梓
〔
乃
〕
書
便
〔
尓
〕
告
遣
〔
世
〕、
又
其
事
〔
尓
〕

就
〔
氐
波
〕、
豫
〔
氐
〕
契
置
〔
流
〕
如
〔
久
〕
辺
津
宮
〔
乃
〕
御
璽
〔
乎
毛
〕
賜
〔
利
氐
〕、
三
前
大
神
〔
乃
〕

御
身
形
〔
乎
〕
我
家
〔
尓
〕
斎
奉
〔
利
氐
〕、
天
地
〔
乃
〕
共
弥
遠
長
〔
尓
〕
仕
奉
〔
流
〕
可
〔
伎
〕。
④
此

懽
〔
波
志
毛
〕、
独
我
家
〔
乃
〕
幸
耳
〔
尓
波
〕
不
レ
在
。
此
皇
大
御
学
〔
尓
〕
仕
奉
〔
流
〕
天
下
諸
人
〔
乃
〕

幸
〔
止
那
毛
〕。
嬉
〔
備
〕
受
賜
〔
波
利
〕
恐
〔
美
〕
受
賜
〔
波
流
〕
可
〔
伎
〕
寿
詞
〔
乎
〕
仕
奉
〔
利
〕、

又
年
遍
〔
久
〕
祷
奉
〔
利
志
〕
玉
敷
〔
伎
〕
平
〔
乃
〕
宮
都
〔
尓
〕
大
座
坐
〔
須
〕
宗
像
大
神
〔
乃
〕
新

宮
造
〔
利
〕
善
〔
波
志
久
〕
成
整
〔
比
氐
〕、
十
二
月
〔
乃
〕
十
七
日
〔
那
毛
〕、
志
都
宮
〔
尓
〕
鎮
〔
利
〕

定
〔
利
〕
大
座
坐
〔
奴
止
〕
聞
〔
氐
〕、
此
三
月
〔
乃
〕
下
旬
〔
余
利
〕、
其
新
宮
拝
〔
美
尓
〕
参
往
〔
伎
〕、

将
筑
紫
〔
乃
〕
宮
〔
尓
波
〕
其
御
霊
〔
乎
〕
迎
奉
〔
久
止
〕
出
立
〔
都
尓
〕
就
〔
氐
毛
〕、
其
懽
〔
比
〕

栄
〔
由
流
〕
心
緒
〔
乎
〕、
崎
門
山
〔
乃
〕
興
津
浪
千
重
浪
頻
〔
尓
〕
聞
上
〔
祁
〕
仕
奉
〔
久
止
〕
為
〔
氐
〕、

今
日
〔
乃
〕
朝
日
〔
乃
〕
豊
栄
登
〔
尓
〕、
宇
豆
〔
乃
〕
大
前
〔
尓
〕
鹿
自
物
膝
折
伏
〔
世
〕、
鵜
事
物
頸

根
突
抜
〔
氐
〕、
八
度
伏
〔
世
良
比
〕
八
度
拝
〔
美
〕
仕
奉
〔
利
氐
〕、
百
取
〔
乃
〕
机
代
〔
止
〕
捧
奉
〔
流
〕

物
〔
波
〕、
家
内
〔
乃
〕
者
共
〔
乃
〕
心
〔
毛
〕
浄
〔
伎
〕
清
酒
〔
尓
〕
甘
酒
〔
乃
〕
白
〔
伎
〕
御
酒
〔
止

乎
〕
瓺
上
高
知
〔
利
〕
瓺
腹
満
並
〔
氐
〕
称
辞
竟
奉
〔
利
〕、
朝
〔
尓
波
〕
真
玉
〔
乃
〕
如
〔
久
〕
磨
〔
岐
〕

精
〔
祁
多
流
〕
美
飯
〔
乃
〕
大
御
饌
〔
乎
〕
八
十
平
瓫
〔
尓
〕
取
並
〔
氐
〕
奉
〔
利
〕、
夕
〔
尓
波
〕
最
〔
尓
〕

最
〔
太
留
〕
味
魚
〔
尓
〕
焼
〔
太
留
〕、
鶏
卵
煮
〔
太
留
〕、
椎
茸
削
〔
太
流
〕、
笋
刻
〔
太
留
〕、
蓮
根
干
〔
太

留
〕、
瓢
海
老
〔
乃
〕
丸
切
〔
乎
〕
酢
〔
尓
〕
浸
〔
志
〕
飯
〔
尓
〕
和
〔
太
留
〕
大
御
饌
〔
乎
〕、
大
山
小

山
畳
〔
波
留
我
〕
如
〔
久
〕
八
盛
〔
尓
〕
盛
〔
氐
〕、
種
々
〔
乃
〕
汁
物
品
々
〔
乃
〕
御
贄
〔
止
〕
共
〔
尓
〕

称
辞
竟
奉
〔
利
〕、
大
野
原
〔
乃
〕
物
〔
波
〕
甘
菜
辛
菜
、
大
海
原
〔
乃
〕
物
〔
波
〕
荒
藻
和
藻
〔
尓
〕

至
〔
流
〕
迄
〔
尓
〕、
五
色
〔
乃
〕
絹
絲
、
荒
妙
、
和
妙
〔
乃
〕
大
御
服
、
大
〔
伎
〕
小
〔
伎
〕
剣
〔
乎
〕

始
〔
氐
〕
捧
奉
〔
良
久
乎
〕、
皇
神
等
〔
乃
〕
大
御
心
〔
毛
〕
明
〔
加
尓
〕
平
〔
介
久
〕
所
聞
食
〔
氐
〕、

⑤
掛
〔
麻
久
毛
〕
恐
〔
伎
〕
皇
大
御
典
〔
乎
〕
説
奉
〔
利
〕、
神
皇
〔
乃
〕
大
道
〔
乎
〕
天
下
〔
尓
〕
万

国
〔
尓
〕
国
〔
乃
〕
為
〔
尓
〕
人
〔
乃
〕
為
〔
尓
〕
明
〔
良
米
〕
仕
奉
〔
流
〕
穂
積
朝
臣
重
胤
〔
我
〕
訴

白
〔
須
〕
事
〔
乃
〕
由
〔
乎
〕
聞
食
〔
止
〕
白
〔
佐
久
〕。
常
〔
毛
〕
白
〔
志
氐
〕
事
旧
〔
尓
太
留
〕
申

事
〔
尓
波
〕
在
〔
止
毛
〕、
我
宗
像
大
神
〔
乃
〕
御
手
打
掛
〔
氐
〕
引
寄
〔
世
氐
〕
導
給
〔
閇
流
〕
任
〔
尓
〕、

椙
尾
大
神
〔
乃
〕
召
給
〔
比
〕
治
賜
〔
閇
流
〕
御
霊
〔
尓
〕
資
〔
氐
〕、
其
御
氏
子
〔
乃
〕
人
〔
波
〕
更
〔
奈

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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利
〕。
加
茂
鶴
岡
〔
乃
〕
八
十
人
〔
乃
〕
助
〔
尓
〕
依
〔
氐
〕、
耕
〔
志
〕
績
〔
久
〕
煩
無
〔
久
〕、
妻
〔
波
〕

家
〔
尓
〕
在
〔
氐
〕
内
事
〔
乎
〕
取
擬
〔
比
〕、
子
〔
波
〕
外
〔
尓
〕
在
〔
氐
〕
物
学
為
〔
都
々
〕、
我
業
〔
乎
〕

承
〔
流
〕
下
構
〔
乎
〕
成
〔
氐
志
〕
有
〔
礼
婆
〕、
皇
神
等
〔
乃
〕
事
寄
〔
志
〕
授
給
〔
布
〕
職
〔
止
〕、

某
甲
〔
我
〕
可
レ
勤
〔
伎
〕
勉
〔
波
志
毛
〕、
唯
此
日
本
書
紀
〔
乃
〕
伝
〔
乎
〕
可
二
仕
奉
一
〔
伎
〕
業
耳
〔
尓

志
〕
有
〔
祁
礼
婆
〕、
朝
夕
昼
夜
〔
止
〕
無
〔
久
〕、
此
業
〔
乃
〕
侘
〔
尓
〕
可
レ

携
〔
伎
〕
身
〔
止
毛
〕

非
〔
奴
乎
〕、
⑥
去
年
〔
乃
〕
十
一
月
〔
乃
〕
下
旬
〔
余
利
〕
始
〔
氐
〕、
気
吹
舎
〔
乃
〕
徒
吾
学
〔
乎
〕

妬
〔
美
〕
妨
〔
介
氐
〕、
其
下
風
〔
尓
〕
令
レ
在
〔
牟
止
〕
種
々
〔
乃
〕
争
論
〔
乎
〕
起
〔
志
氐
〕
攻
寄
来
〔
利
〕、

又
同
〔
自
〕
志
〔
止
毛
〕
非
〔
奴
〕
俗
人
〔
乃
〕
出
入
繁
〔
久
〕
成
以
〔
氐
〕
行
〔
氐
〕
可
レ
惜
日
時
〔
乎
〕

費
〔
須
〕
事
日
毎
々
々
〔
尓
〕
在
〔
氐
〕、
学
問
〔
乃
〕
為
〔
尓
〕
許
多
〔
乃
〕
煩
〔
比
〕
多
〔
久
〕、
又

不
レ
須
也
、
凶
目
心
穢
〔
伎
〕
悪
逆
在
奴
在
〔
氐
〕、
皇
神
等
〔
乃
〕
授
賜
〔
閇
流
〕
吾
財
〔
乎
〕
欺
〔
伎
〕

奪
〔
比
氐
〕
返
〔
佐
受
〕、
其
為
〔
尓
〕
心
〔
乎
〕
痛
〔
米
〕
身
〔
乎
〕
苦
〔
志
米
〕、
此
〔
尓
〕
行
〔
伎
〕

彼
〔
尓
〕
走
〔
利
氐
〕、
怠
〔
利
〕
休
〔
万
布
〕
日
不
レ

少
〔
那
母
〕
在
〔
氐
〕、
今
年
〔
乃
〕
春
〔
乎
〕

係
〔
氐
〕
平
年
〔
乃
〕
半
〔
尓
毛
〕
不
レ
至
〔
流
乎
〕、
此
等
〔
乃
〕
禍
事
〔
乃
〕
打
続
〔
伎
多
良
牟
尓
波
〕、

神
〔
止
〕
君
〔
止
乃
〕
御
為
〔
尓
〕
可
二

仕
奉
一
〔
止
〕
思
勤
〔
志
牟
〕
心
〔
毛
〕
空
〔
志
久
〕
成
〔
氐
〕、

何
〔
乃
〕
世
、
何
〔
奈
流
〕
時
〔
乎
〕
待
〔
氐
加
毛
〕
成
〔
流
〕
事
〔
乎
婆
〕
得
〔
氐
牟
〕。
吾
学
〔
乎
〕

妨
〔
祁
〕
吾
財
〔
乎
〕
奪
〔
比
〕
吾
家
〔
乎
〕
煩
〔
波
受
〕
悪
〔
伎
〕
人
、
穢
〔
伎
〕
人
〔
波
〕、
神
皇
〔
乃
〕

大
道
〔
乎
〕
蔑
如
〔
志
〕
奉
〔
流
〕
甚
枉
々
〔
志
伎
〕
侫
人
〔
尓
志
〕
有
〔
都
礼
婆
〕、
近
著
〔
氐
〕
吾

為
〔
尓
〕
好
〔
介
久
波
〕
非
〔
受
奈
毛
〕
有
〔
祁
流
〕。
是
以
申
〔
佐
久
婆
〕、
家
内
〔
尓
波
〕
屋
舩
命
〔
乃
〕

御
守
厚
〔
久
〕、
門
辺
〔
尓
波
〕
御
門
神
〔
乃
〕
御
禁
強
〔
久
〕、
岐
神
〔
波
〕
道
俣
〔
乃
〕
障
〔
氐
〕、

彼
根
国
底
国
〔
余
利
〕
麁
〔
備
〕
踈
〔
備
〕
来
物
〔
尓
〕
相
交
〔
許
利
〕、
相
口
会
給
事
無
〔
志
氐
〕、
心
〔
毛
〕

清
〔
加
良
受
〕、
行
〔
毛
〕
悪
在
〔
流
〕
人
〔
乃
〕
久
那
多
夫
礼
〔
波
〕、
吾
許
〔
尓
〕
来
〔
流
〕
事
無
〔
久
〕、

来
入
居
〔
止
毛
〕
皇
神
等
〔
乃
〕
健
〔
伎
〕
雄
々
〔
志
伎
〕
大
御
稜
威
〔
乎
〕
打
振
〔
比
〕
大
座
坐
〔
氐
〕。

矛
由
気
矢
刺
〔
氐
〕
追
麻
久
流
〔
我
〕
如
〔
久
〕、
神
掃
〔
尓
〕
却
排
〔
祁
〕
給
〔
比
氐
〕、
唯
神
直
日
大

直
日
〔
乃
〕
御
霊
賜
〔
比
氐
〕、
⑦
某
甲
〔
我
〕
家
〔
乎
〕
起
〔
志
〕
身
〔
乎
〕
令
レ

立
〔
氐
〕、
此
皇
大

御
学
〔
乃
〕
業
〔
尓
〕
相
共
々
〔
尓
〕
力
〔
乎
〕
戮
〔
世
〕
心
〔
乎
〕
一
〔
尓
〕
為
〔
氐
〕、
此
学
業
〔
乎
〕

受
継
〔
伎
〕
弘
〔
氐
〕、
某
甲
〔
我
〕
此
誓
〔
比
〕
立
〔
流
〕
功
名
〔
乎
〕、
千
名
〔
乃
〕
五
百
名
〔
尓
〕

可
レ
令
レ
立
〔
伎
〕
人
〔
止
〕
有
〔
婆
〕、
千
人
五
百
人
〔
乎
毛
〕
睦
〔
比
〕
令
レ
集
給
〔
比
〕、
金
銀
〔
乎
〕

掠
奪
〔
布
〕
如
〔
伎
〕
侫
人
〔
乃
〕
煩
〔
比
波
〕、
今
日
〔
乎
〕
限
〔
氐
〕
生
涯
世
〔
尓
〕
令
レ
勿
給
〔
比
〕、

家
〔
毛
〕
安
〔
久
〕
身
〔
毛
〕
平
〔
加
尓
〕
令
レ
在
給
〔
比
〕、
⑧
此
二
十
三
巻
〔
止
〕
云
〔
余
利
〕
次
々
速
々

〔
止
〕
著
述
〔
志
〕
仕
奉
〔
牟
〕
事
〔
尓
〕、
手
躓
〔
比
〕
足
躓
〔
比
〕
不
レ

令
レ

為
〔
氐
〕、
神
代
〔
乃
〕

故
事
〔
乎
〕
過
事
無
〔
久
〕、
正
〔
久
〕
直
〔
久
〕
唯
有
〔
尓
〕
有
〔
乃
〕
随
〔
尓
〕、
愛
〔
久
〕
善
〔
志
久
〕

皇
神
等
〔
乃
〕
幸
魂
奇
魂
預
相
致
〔
志
氐
〕、
神
〔
乃
〕
御
言
〔
止
〕
吾
言
〔
尓
〕
僻
々
〔
志
伎
〕
事
無
〔
久
〕、

千
巻
八
千
書
々
伝
〔
閇
氐
〕、
天
地
〔
止
〕
日
月
〔
止
〕
共
〔
尓
〕
天
下
〔
乎
〕
照
臨
〔
美
〕
坐
〔
牟
〕

皇
御
孫
尊
〔
乃
〕
大
御
世
〔
乎
〕、
手
長
〔
乃
〕
大
御
世
〔
止
〕
堅
石
〔
尓
〕
常
石
〔
尓
〕
斎
奉
〔
利
〕、

茂
〔
乃
〕
大
御
世
〔
尓
〕
幸
奉
〔
利
〕、
天
下
平
穏
〔
志
久
〕
公
民
富
栄
〔
志
米
〕
給
〔
氐
〕、
此
皇
御
孫

尊
〔
乃
〕
御
楯
〔
止
〕
成
〔
氐
〕
仕
奉
〔
流
〕
此
大
御
学
〔
乃
〕
勢
灼
〔
久
〕、
天
壓
神
〔
乃
〕
大
御
稜

威
真
盛
〔
尓
〕
大
座
坐
〔
氐
〕、
四
夷
八
蛮
〔
乃
〕
侮
〔
利
乎
〕
不
レ
令
レ
受
〔
氐
〕、
物
部
〔
乃
〕
八
十
〔
乃
〕

心
〔
乎
〕
一
〔
尓
〕
成
〔
氐
〕、
海
外
〔
乃
〕
酋
長
〔
乎
〕
打
従
〔
閇
〕
御
馬
飼
〔
乃
〕
役
〔
尓
〕
可
レ

召

給
〔
伎
〕
時
〔
乎
〕
速
〔
尓
〕
令
レ
得
給
〔
比
氐
〕、
宝
祚
之
隆
当
下
與
二
天
壌
一
無
窮
上
者
矣
〔
止
〕
仰
給
〔
閇

利
祁
流
〕
高
光
〔
流
〕
日
大
御
神
〔
乃
〕
大
御
命
〔
乃
〕
験
〔
乎
〕、
今
〔
毛
〕
速
〔
尓
〕
顕
示
給
〔
閇
止
〕、

負
気
無
〔
伎
〕
事
奈
賀
良
〔
毛
〕
⑨
皇
神
等
〔
尓
〕
誓
白
〔
氐
〕、
此
日
本
書
紀
伝
〔
乎
〕
仕
奉
〔
流
〕

吾
心
〔
乎
〕
聞
食
〔
志
〕
愍
給
〔
閇
止
〕
恐
〔
美
〕
恐
〔
美
毛
〕
祷
申
〔
志
〕
給
〔
久
止
〕
白
〔
須
〕。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
平
成
三
十
一
年
（
令
和
元
年
）
度
皇
學
館
大
学
津
田
学
術
振
興
基
金
の
助
成
の
受
け

た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
「
皇
室
文
化
研
究
の
総
合
学
術
拠
点
の
形
成
」（
研
究
代
表
者
：
河
野

訓
学
長
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
さ
の

ま
さ
と
・
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

鈴
木
重
胤
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
の
姿
勢

『
日
本
書
紀
伝
』
自
筆
稿
本
に
残
さ
れ
た
祭
文
の
検
討
か
ら

（
佐
野
）
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About SUZUKI Shigetane’s research attitude toward
Nihon-Shoki

― Examination of unpublished Shinto prayers left in
“Nihon-Shoki-Den” ―

SANO Masato

Kogakkan University holds a handwritten manuscript of SUZUKI Shigetane’s of “Nihon-

Shoki-Den”. Shigetane’s handwritten manuscript Nihon-Shoki-Den contains unpublished Shinto

prayers. By examining the Shinto prayers, we can approach the ideas behind Shigetane’s theory.

Writing of “Nihon-Shoki-Den” was started after making an oath to the gods. You can feel his

strong will to write for God and the Emperor, not to announce the research results. Studying

“Nihon-Shoki ” was necessary for SUZUKI Shigetane to protect the imperial family and the nation.

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
八
号
（
令
和
四
年
三
月
）
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